
京大病サ企第60号

令和 6 年 10 月 4 日

殿

学長　湊　長博

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

呼吸器内科、消化器内科、腎臓内科、血液内科、内分泌内科、代謝内科、感染症内科、アレルギー疾患内科またはアレル
ギー科、リウマチ科の内容は内科で診療している。
神経内科の診療内容は脳神経内科にて提供している。

〒606-8507　　京都府京都市左京区聖護院川原町54番地

電話（　　　075　　　）　　751　－　3111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人京都大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒606-8501　京都府京都市左京区吉田本町

国立大学法人　京都大学

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

京都大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科 有

京都大学医学部附属病院

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（注）

（2）外科

○

○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

標榜している診療科名について記入すること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科、乳腺外科、内分泌外科、小児外科の内容は外科で診療している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

３歯科口腔外科

脳神経内科 形成外科 リハビリテーション科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

560 480 720.3 43 0

11 10 18.1 29 89

95 6 99.3 10 0

0 0 0.0 9 0

60 0 60.0 0 0

1267 50 1302.5 34 14

0 0 0.0 0 77

7 1 7.7 3 449

18 7 23.0 71 245

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　髙折　晃史　　　　　　　　） 任命年月日

平成26年12月から平成31年3月まで医療安全管理委員会の委員として医療に係る安全管理の業務に従事した。

歯科等以外 歯科等 合計

合計

15

19

8

5

17

16

13

279

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 7

83

44

14

23

12

3

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれ
の員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

60 0 5 0 1066 1131

精神 感染症 結核 療養

助産師

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計

694.0 10.3 704.3

1617.2 65.4 1682.6



剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

79 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

766.00 ㎡ （主な設備）

199.00 ㎡ （主な設備）

349.20 ㎡ （主な設備）

57.00 ㎡ （主な設備）

39751.39 ㎡ （主な設備）

496.00 ㎡ 室数 室 人

785 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 95.8 逆紹介率 118.7

13,899

22,039

5,981

22,141

収容定員

蔵書数

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

73.12床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

全自動生化学・免疫分析装置、全自動血球計算装置

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

病床数 1402383.75

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1590.47

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

168

6

24

410

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

全自動微生物培養検出装置、全自動細菌培養感受性装
置
密閉式自動固定包埋装置、全自動H&E染色装置、自動
免疫染色装置

電子顕微鏡、遠心分離機

1049

解剖台、写真撮影装置

7 219,542

3292



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

有

無

無

無

○ 無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

選定理由

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

有

有

京都大学ホームページに掲載。

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有
する者

医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

法律に関する専門的知
識を有する者

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有
する者

1

2

1

1

山口　育子

平野　哲郎

中村　猛

伊藤　英樹

認定NPO法人　ささえあ
い医療人権センター
COML　理事長

立命館大学　法科大学
院　教授

京都府立医科大学　医
療安全推進部　部長

広島大学病院　医療安
全管理部　部長

笠井　正俊
京都大学副学長（法務・
コンプライアンス担当）

総長が指名する副学長 3

委員長
（○を付す）



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

76人

5人

5人

4人

1人

5

91人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

二段階胚移植術

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内膜受容能検査1

子宮内細菌叢検査1

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

1人

3人

2人

0人

0人

7

6人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

生体肝移植術　切除が不可能な肝門部胆管がん

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者に
係るものに限る。）

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ―パクリタキセル静脈内投与の併用療法 切除が可能な膵臓がん
（七十歳以上八十歳未満の患者に係るものに限る。）

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、
ピタバスタチンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法　全身
性エリテマトーデス（初回の副腎皮質ホルモン治療を行っている者に係るものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

アスピリン経口投与療法　家族性大腸腺腫症

先　進　医　療　の　種　類   

ネシツムマブ静脈内投与療法　切除が不可能なＥＧＦＲ遺伝子増幅陽性固形がん（食道がん、胃がん、小
腸がん、尿路上皮がん又は乳がんに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T療法） 取扱患者数 43人　

当該医療技術の概要

医療技術名 血液がん遺伝子パネル検査 取扱患者数 856人　

当該医療技術の概要

医療技術名 膵β細胞イメーイング 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性甲状腺眼症に対する集学的治療 取扱患者数 15人　

当該医療技術の概要

甲状腺眼症はしばしば既存治療を行っても再発し、難治性となる。放射線療法や眼窩減圧術を含めて治療している。

またテプロツムマブの第3相臨床試験（HZN-001）も行っている。

医療技術名
悪性機能性神経内分泌腫瘍、褐色細胞腫/パラガングリオーマに対する集学的治
療

取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ＴSH不適切分泌症候群（SITSH）の鑑別診断 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

検査異常除外のためPEG処理下測定や2stepアッセイ法による測定を行っている。さらにTHRB遺伝子変異の有無を

サンガ―シークエンスで行い、甲状腺ホルモン不応症の診断に繋げている。

医療技術名 内視鏡的乳頭切除術 取扱患者数 34人　

当該医療技術の概要

十二指腸乳頭部腫瘍（腺腫、上皮内癌）に対して十二指腸鏡下にスネアを用いて内視鏡的に切除する。

非常に侵襲度の高い外科的な膵頭十二指腸乳頭切除術の代替治療として、低侵襲の治療が提供可能となる。

医療技術名  超音波内視鏡下胆管胃吻合術 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

超音波内視鏡を用いて胃から肝臓左葉の肝内胆管を穿刺し、胆管ステントを留置することで胆管と胃に瘻孔を作成する。

従来の十二指腸鏡を用いた胆管ドレナージ法が施行できない患者に対しても胆管ドレナージを行うことが可能となる。

医療技術名 超音波内視鏡下膵管ドレナージ術 取扱患者数 7人　

当該医療技術の概要

j超音波内視鏡を用いて胃から膵管を穿刺し、膵管ステントを留置することで膵管と胃に瘻孔を作成する。

従来の十二指腸鏡を用いた膵管ドレナージ法が施行できない患者に対しても膵管ドレナージを行うことが可能となる。

医療技術名 治験：内服抗てんかん発作薬Brivaracetam 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

二次性全般化発作を含む部分発作を有するてんかん患者を対象としたBrivaracetamを用いた非盲検試験

（EP0085、UCB Biopharma SRL /UCB Japan Co. Ltd.）

医療技術名 ヌシネルセンの髄腔内投与 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

再発・難治性のB細胞腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫）や多発性骨髄腫の治療として、患者自身から採取したT細胞に、CD19に対
するキメラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させた後、患者に投与する。

造血器腫瘍の遺伝子変異をターゲットシーケンスにより同定する。

インスリノーマ・高インスリン血性低血糖症に対して、GLP-1受容体標的PETイメージングでの責任病変の質的・局在診断を行う。

化学療法、放射線療法（PRRT、内照射）、支持療法、手術の組み合わせによる最適化治療を実施。

脊髄性筋萎縮症の治療として、SMN2遺伝子の転写産物に対するアンチセンス核酸（ヌシネルセン）の髄腔内投与を行っている。

（様式第2）



医療技術名 脳磁図 取扱患者数 52人　

当該医療技術の概要

医療技術名 多系統萎縮症に対するTAK341 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 体重10kg以下の小児体外循環 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリングに基づく複数の分子標的治療に関
する患者申出療養

取扱患者数 23 人　

当該医療技術の概要

がん遺伝子パネル検査で見つかった適用外の候補治療薬を患者申出療養で実施。

医療技術名 膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブ 取扱患者数 4 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 光線力学的療法 取扱患者数 15 人　

当該医療技術の概要

医療技術名  NOBEL-ioPDT 取扱患者数 3 人　

当該医療技術の概要

医療技術名
PIK3CAH1047R変異を有する進行乳癌患者及びその他の癌患者を対象とした
LOXO-783の単独投与及び抗癌剤との併用投与試験

取扱患者数 8 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 進行固形癌:特定の進行性固形癌を対象とした ABBV-400 の第 I 相試験 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
進行固形癌:単剤療法およびベバシズマブとの併用療法としての
ABBV-400-国際共同 first-in-human 試験

取扱患者数 7人　

当該医療技術の概要

脳磁図はてんかんの患者に対する手術部位の診断や手術方法の選択を含めた治療方針の決定のために欠かせない非侵襲的な
脳機能検査法であり、原発性及び続発性てんかん、中枢神経疾患に伴う感覚障害及び運動障害の鑑別診断としても行われる。脳
波に比べ優れた空間解像度と、MRI/PETより優れた時間解像度を併せ持つ。てんかん診療支援センターの関連科・部署である脳
機能センター、脳神経内科、脳神経外科、小児科、てんかん・運動異常生理学講座が協力して提供している。

切除不能進行再発食道がん及び胃がんに対する免疫チェックポイント阻害剤(ICI)と光線力学的療法(PDT)の併用療法の有効性と
安全性を評価する多施設共同第II相医師主導治験

PIK3CAH1047R変異の進行乳癌患及びその他の固形癌患者におけるLOXO-783の単独投与及び他の抗癌剤との併用投与の
MTD/RP2Dを明らかにする。

ABBV-400 の安全性,忍容性,及び薬物動態を評価し, ABBV-400 を単剤投与又はベバシズマブと併用したときの第 II 相試験の推
奨用量を決定する。

食道がんに対する化学放射線療法後の遺残再発に対する根治的救済治療。

多系統萎縮症に対する疾患修飾治療として、TAK341（抗αシヌクレイン抗体)を投与する第２相治験（企業主導治験）

切除可能境界・局所進行膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブの有用性を検証する第III相臨床試験（医師主導治験）。

進行固形癌の被験者に ABBV-400 を単剤投与したときの安全性，忍容性及び PK を評価し，ABBV-400 の第II相推奨用量を決定
する。

極めて体重の軽い小児の体外循環を安全に行える施設は少ない。当院では、急性肝不全などの症例の移植前に体外循環を行っ
ている。



医療技術名
進行固形がんの成人患者を対象とした ABBV-706 単独投与及び budigalimab
(ABBV-181),カルボプラチン又はシスプラチン併用投与の安全性,薬物動態及び有
効性を評価する第 I 相ヒト初回投与試験

取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名
進行性 PSMA 陽性転移性去勢抵抗性前立腺がん(mCRPC)を有する患者を対象に
177Lu-PSMA-617 を投与する前向き,非盲検,多施設共同,単群,国内第 2 相試験

取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名
健康成人および術後疼痛患者に対するEBDOPIN単回投与による安全性及び血漿
中薬物濃度を検討する第Ⅰ/Ⅱ相試験

取扱患者数 15人　

当該医療技術の概要

医療技術名 減量・代謝改善手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植術 取扱患者数 51人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植術 取扱患者数 12人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死小腸移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵島移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵臓移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治緑内障に対するチューブシャント手術 取扱患者数 40人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性視神経炎の診断と治療 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

ABBV-706を単剤投与及びbudigalimab、カルボプラチン又はシスプラチンと併用投与したときの安全性、忍容性、薬物動態及び予
備的有効性を評価することである。

 Gallium (68Ga) gozetotide又はpiflufolastat (18F) を用いたPSMA-PETで1～5個の転移病変が検出され，従来画像診断法（CI）で
M1病変のないPSMA陽性OMPCの成人患者を対象に，去勢又は再発までの期間延長におけるAAA617の有効性を，体幹部定位放
射線治療（SBRT）後の経過観察と比較して評価する。

従来の緑内障手術や点眼加療では十分な眼圧下降が得られない難治性緑内障にたいして、バルベルト®緑内障インプラントや
アーメド緑内障バルブを用いた治療を行い、良好な治療成績が得られている。

視神経炎はステロイド点滴治療のみで改善し予後良好と考えられてきたが、ステロイド抵抗性や依存性の視神経炎も存在するため
造影MRIや光干渉断層計を用いた評価、および症例に応じて血漿交換・免疫抑制剤を併用した治療を行っている。

健康成人男性に対するENDOPIN単回投与による安全性及び血漿中薬物濃度を検討する。さらに、胸腔鏡下肺葉・区域切除後の
術後疼痛に対するENDOPIN単回投与による安全性の検討および有効性の探索的な検討を行う。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。

減量もしくは代謝改善のための腹腔鏡下袖状胃切除術を行うもの。

生体ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから小腸を提供いただき小腸不全レシピエントに移植手術を行う。また、肺小腸同時移植も行なっている。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき膵島分離し再生医療として、1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。



医療技術名 次世代シーケンサーを用いた網膜色素変性の遺伝子変異診断 取扱患者数 100人　

当該医療技術の概要

医療技術名 増殖糖尿病網膜症に対する小切開硝子体手術 取扱患者数 50人　

当該医療技術の概要

医療技術名 糖尿病黄斑浮腫に対する抗VEGF療法 取扱患者数 30人　

当該医療技術の概要

医療技術名 仮面症候群及び急性網膜壊死に対する硝子体手術 取扱患者数 30人　

当該医療技術の概要

医療技術名 滲出型加齢黄斑変性に対する抗VEGF療法 取扱患者数 400人　

当該医療技術の概要

医療技術名 萎縮型加齢黄斑変性及びその前駆病変の眼底イメージングによる評価法の確立 取扱患者数 200人　

当該医療技術の概要

医療技術名 フォン・ヒッペル・リンドウ病における網膜血管腫の眼底イメージングによる評価法の確立 取扱患者数 40人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　PIK3CA阻害薬（CYH33） 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　デュルバルマブ、オラパリブ 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　デュルバルマブ、オラパリブ、ベバシズマブ 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 再生医療　PBMC (自己末梢血リンパ球) 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

難治性の慢性疾患である糖尿病黄斑浮腫への新規治療である抗VEGF療法を行った。

子宮体癌を対象としたデュルバルマブ＋カルボプラチン/パクリタキセル併用投与及びその後のデュルバルマブ±オラパリブ投与：
DUO-E/GOG-3041/ENGOT-EN10第III相試験

再発／持続性の卵巣癌、卵管癌又は原発性腹膜明細胞癌の患者を対象として選択的PI3Kα阻害剤CYH33の有効性及び安全性
を検討する第II相非盲検多施設共同試験

網膜色素変性を含む遺伝性網膜変性疾患に対し、次世代シーケンサーを用いた網羅的な遺伝子解析を行い、約半数の症例で原
因となる遺伝子変異を同定した。

難治性の網膜疾患である増殖糖尿病網膜症に対して、低侵襲な小切開硝子体手術を行い、合併症が少なく、良好な治療成績を得
ている。

仮面症候群は悪性腫瘍に伴うブドウ膜炎で、予後不良の疾患である。また、急性網膜壊死はヘルペスウイルスによる視力障害が重
篤な疾患である。これらに対して、診断目的もしくは視機能改善を目指した硝子体手術を施行した。

 新たに診断された進行卵巣癌患者を対象として、デュルバルマブと化学療法及びベバシズマブとの併用投与後にデュルバルマ
ブ、ベバシズマブ及びオラパリブを維持療法として投与する無作為化二重盲検プラセボ対照多施設共同第III相試験

着床不全を原因とする難治性不妊症患者に対する自己末梢血リンパ球を用いた免疫療法

滲出型加齢黄斑変性に対して、ブロルシズマブ、アフリベルセプト、ラニビズマブ、ファリシマブ硝子体注射を行った。

萎縮型加齢黄斑変性およびその前駆病変（ドルーゼン）の患者に対して、カラー眼底写真、蛍光眼底造影、光干渉断層計、光干渉
断層計血管造影、眼底自発蛍光などの眼底イメージングによる評価を行った。

フォン・ヒッペル・リンドウ病患者およびその血縁者に対して、広角カラー眼底写真、広角蛍光眼底造影、光干渉断層計、光干渉断
層計血管造影などの眼底イメージングによる評価を行った。



医療技術名
若年女性のがん、免疫疾患、および早発卵巣機能不全患者における妊孕能温存
のための卵子凍結保存

取扱患者数 17人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児・若年女性のがん患者における妊孕能温存のための卵巣組織凍結保存 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児カテーテル治療 取扱患者数 50人　

当該医療技術の概要

医療技術名 胎児心エコー診断 取扱患者数 60人　

当該医療技術の概要

医療技術名 在宅肺高血圧治療薬持続点滴 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児経皮的心房中隔欠損閉鎖術 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児経皮的動脈管閉鎖術 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的肺動脈弁置換術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T療法） 取扱患者数 47人　

当該医療技術の概要

医療技術名 原発性免疫不全症患者を対象としたシロリムスの臨床試験 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 T1b以上の腎細胞癌に対するロボット支援下腎部分切除術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

再発・難治性のB細胞腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫）等の治療として、患者自身から採取したT細胞に、腫瘍に特異性の高い抗
原（CD19等）に対するキメラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させた後、患者に投与する。

小児・若年がん患者等に対してがん治療開始前に、体外受精と同様の方法で、未受精卵子を採卵し、凍結保存する方法。パート
ナーがいる場合には受精卵凍結を行うこともある。

小児・若年がん患者に対してがん治療開始前に、卵巣組織を腹腔鏡にて摘出し、保存する方法。

心臓血管内手術をカテーテルにより経皮的に行う。

胎児期に心臓エコーで先天性心疾患を診断。

原発性免疫不全症患者を対象としたシロリムスの有効性および安全性を検討する第Ⅱ相臨床試験

cT1b(4cm以上）の腎細胞癌に対してロボット支援下腎部分切除術を行う（一般的な適応はcT1a(4cm以下）まで）。

カテーテルを用いた、動脈管の経皮的閉鎖術。

カテーテルを用いた肺動脈弁の経皮的置換術。

重症肺高血圧治療の一環として在宅点滴医療。

カテーテルを用いた、心房中隔欠損孔の経皮的閉鎖術。



医療技術名
がんパネル検査結果に基づく、CDK12変異陽性去勢抵抗性前立腺癌症例に対す
るオプジーボの自費投与

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 Level 2 以上IVC塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 全身化学療法後の精巣腫瘍に対する後腹膜リンパ節郭清 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 術後尿管狭窄に対するロボット支援下尿路再建術 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 広範頭蓋底腫瘍切除・再建術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 経鼻内視鏡下前頭蓋底悪性腫瘍手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 早期肺癌および肝癌に対する動体追尾定位放射線治療 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 44人　

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する腫瘍内ブースト併用寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 38人　

当該医療技術の概要

医療技術名
骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用全骨盤強度変
調放射線治療

取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

頭蓋底腫瘍（悪性腫瘍含む）に対する摘出手術及び切除後再建手術を、外切開手術・内視鏡手術単独あるいは
開頭手術と組み合わせた術式で行う。

骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用全骨盤強度変調放射線治療を適応することにより、腸管など
の正常臓器への線量を抑え、病変へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。

前頭蓋底悪性腫瘍に対する摘出術、再建術を内視鏡単独で行う。

肺がんや肝がんの呼吸性移動に合わせて放射線治療ビームの方向を追従させ、がんに限局した照射を行う放射線治療である。従
来法と比較して、がん病巣への線量を損なうことなく、正常肺、肝臓の線量を約20%低減することが可能となった。

前立腺癌に対して寡分割画像誘導強度変調放射線治療を適用することにより治療期間を約3週間と従来の半分以下に短縮するこ
とが可能となり、患者負担を軽減する治療である。

前立腺癌への寡分割画像誘導強度変調放射線治療において、前立腺内の画像上指摘しうる病変へ同時ブースト法を用いて線量
増加を行うことで、安全に病変部位の線量増加が可能となった。

現在本邦では免疫チェックポイント阻害剤は多くの癌腫で保険承認されているが、遺伝学的不安定性を誘発しネオ抗原の増加が予
想されるCDK12変異症例という範疇での適応はない。がんパネル検査でCDK12異常が同定されエキスパートパネルでオプジーボ
を推奨されたので保険適応外で自費診療としてオプジーボを投与した。

肝内IVCのレベルまで進展した腫瘍塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術を安全・確実に行う。

全身化学療法後に強固に癒着した後腹膜リンパ節組織を安全・確実に郭清する。

婦人科がんや消化器がんの治療に伴う尿管狭窄に対して手術支援ロボットを用いて正確な手術手技にて確実な尿路再建を行う。



医療技術名
傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用全骨盤強
度変調放射線治療

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 38人　

当該医療技術の概要

医療技術名 肛門管癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 永久脱毛予防のVMAT併用全脳全脊髄照射 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 Dynamic WaveArc照射法 取扱患者数 44人　

当該医療技術の概要

医療技術名 下部直腸癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 9人　

当該医療技術の概要

医療技術名 多発脳転移に対するsingle isocenter volumetric-modulated arc radiosurgery 取扱患者数 34人　

当該医療技術の概要

医療技術名 コーンビームCT画像を用いた即時適応放射線治療 取扱患者数 32人　

当該医療技術の概要

医療技術名 68Ga-DOTATOC-PET/CT検査 取扱患者数 53人　

当該医療技術の概要

下部直腸癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、小腸、大腸への不要な高線量被曝を軽減し、原発巣と所属リンパ領
域へ適切な線量を投与可能となった。

頭蓋内腫瘍に対して強度変調放射線治療を併用した全脳照射を用いることで、病巣への必要な線量を投与し、頭皮への不要な高
線量被曝を抑え、従来の治療法と比べ頭髪の永久脱毛を予防することが可能となった。

Vero4DRTではその構造上の特徴から、患者を動かすことなく非同一平面からの照射を用いた回転式の強度変調放射線治療を行う
ことが可能となり、病巣の周囲の正常臓器への線量を通常の回転式強度変調放射線治療よりも低減することが可能となった。

傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用強度変調放射線治療を適応することにより、腸管などの
正常臓器への線量を抑え、傍大動脈から骨盤領域へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。

食道癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、従来は実現不能だった脊髄への線量を抑え、癌病巣に必要な線量を投与
することが可能となった。

多発脳転移に対して強度変調放射線治療と定位放射線治療を併用することにより、短い治療時間で病巣に必要な線量を投与する
ことが可能となった。

肛門管癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、外陰部、膀胱、小腸への不要な高線量被曝をを抑え、癌病巣へ必要な
線量を投与することが可能となった。

照射前のコーンビームCT画像とAIを用いて，日々変化する患者の解剖学的特徴，腫瘍の位置や形状変化に合わせ，放射線治療
計画を最適化し，再治療計画を行う即時適応放射線治療を行うことにより、標的に確実に線量を投与し、正常臓器への照射も低減
させることが可能になった。

自家合成したPET製剤(68Ga-DOTATOC)を投与してPET/CTを撮像し、神経内分泌腫瘍の病巣検索やルタテラによる内照射治療
の適否を決めるためのソマトスタチン受容体イメージングを行うものである。従来のオクトレオスキャンより診断精度が高く、ソマトスタ
チン受容体イメージングとしては欧米では本検査が主流であるが、本邦では当施設のみ施行している。



医療技術名 68Ga-PSMA11-PET/CT(MRI)検査 取扱患者数 65人　

当該医療技術の概要

医療技術名 10歳以下の小児もやもや病の治療 取扱患者数 14人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児てんかん手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 propofoを用いたWADA test 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 3歳以下の小児脳腫瘍に対する治療 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 開頭経鼻内視鏡同時手術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 凍結保存同種組織（ホモグラフト）を用いたRoss手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肺移植 取扱患者数 21人　

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肺移植 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 自家肺移植 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 薬理遺伝学的検査 取扱患者数 584人　

当該医療技術の概要

3歳以下の脳腫瘍に対する診断、外科手術、化学療法を小児科と共同して行う。

頭蓋内外に進展する巨大頭蓋底腫瘍にたいして、開頭術と経鼻内視鏡手術を同時におこなう。単独手術と比較し、より安全な摘出
と、より強固な頭蓋底再建が可能となる。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該医療技術が極
めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

頚動脈よりプロポフォールを投与し、優位半球となる言語、記憶機能半球を同定する。

厳密な呼吸管理の元、10歳以下のもやもや病に対するカテーテル検査、バイパス手術を行う。

3歳以下のてんかんの診断、てんかんの外科手術を行う。

自家合成したPET製剤(68Ga-PSMA11)を投与後にPET/CTまたはPET/MRIを撮像し、前立腺癌の病巣検索を行うものである。これ
まで行われてきた画像診断(CT、骨シンチグラフィ)では得られない病変が明瞭に描出され、本検査は欧米では必須の検査と位置づ
けられているが、本邦では施行できる施設が限られている。

中枢型肺癌に対して、いったん体外に片肺を取り出し、癌を体外で切除したのちに、癌のない肺葉を自家肺移植した。

脳死肺移植が待機できない重症例に対して生体肺移植を行っている。世界初の生体肺肝同時移植も実施した。

重症呼吸不全患者に対する脳死ドナーからの両肺および片肺移植を行っている。

挙児希望の若年女性・重症大動脈弁閉鎖不全症に対する、Ross手術(自己肺動脈弁を大動脈弁位に、ホモグラフトを肺動脈弁位
に移植する)。

医薬品の薬効や副作用の個人差の要因となる遺伝子多型を評価する薬理遺伝学的（ファーマコゲノミクス：PGx）検査



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 ベーチェット病 114
2 筋萎縮性側索硬化症 58 57 特発性拡張型心筋症 69
3 脊髄性筋萎縮症 12 58 肥大型心筋症 20
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 23 60 再生不良性貧血 36
6 パーキンソン病 410 61 自己免疫性溶血性貧血 1
7 大脳皮質基底核変性症 5 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 6
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 30
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 34
11 重症筋無力症 132 66 IgＡ 腎症 52
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 39
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 78 68 黄色靱帯骨化症 3

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動
ニューロパチー

16 69 後縦靱帯骨化症 53

15 封入体筋炎 4 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 75
17 多系統萎縮症 51 72 下垂体性ADH分泌異常症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 56 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
20 副腎白質ジストロフィー 3 75 クッシング病 11
21 ミトコンドリア病 11 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 160 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 28
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 132
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 49 83 アジソン病 2
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 103
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 207
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 97
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 37
34 神経線維腫症 44 89 リンパ脈管筋腫症 33
35 天疱瘡 22 90 網膜色素変性症 109
36 表皮水疱症 6 91 バッド・キアリ症候群 12
37 膿疱性乾癬（汎発型） 9 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 81
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 31
40 高安動脈炎 82 95 自己免疫性肝炎 17
41 巨細胞性動脈炎 16 96 クローン病 182
42 結節性多発動脈炎 28 97 潰瘍性大腸炎 338
43 顕微鏡的多発血管炎 45 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 16 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 39 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 44 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 6 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 10 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 560 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 271 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 216 106 クリオピリン関連周期熱症候群 9
52 混合性結合組織病 66 107 若年性特発性関節炎 11
53 シェーグレン症候群 127 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 26 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 29 110 ブラウ症候群 0

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 10

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）

113 筋ジストロフィー 17 163 特発性後天性全身性無汗症 13
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 6
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 5
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 24
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 4
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 4
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 1
123 禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質 0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳
動脈症

0 174 那須・ハコラ病 1

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん
性白質脳症

0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 2 177 ジュベール症候群関連疾患 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 4 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 2
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 2 203 22q11.2欠失症候群 0
154 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳 0 204 エマヌエル症候群 0
155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 4 208 修正大血管転位症 1
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 1

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラーゼ
欠損症

0

212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 2 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 2 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 1 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 1
218 アルポート症候群 4 266 家族性地中海熱 9
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症
候群

0

222 一次性ネフローゼ症候群 34 270 慢性再発性多発性骨髄炎 6



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）

223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 3 271 強直性脊椎炎 37
224 紫斑病性腎炎 4 272 進行性骨化性線維異形成症 5
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 1
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 1
227 オスラー病 4 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 10 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 1
232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを
除く。）

0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 1 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 286 遺伝性鉄芽球性貧血 2
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 5
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 1 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 61
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 2
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 4 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 29
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 2 305 遅発性内リンパ水腫 1

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 306 好酸球性副鼻腔炎 37

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
308 進行性白質脳症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 1 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
310 先天異常症候群 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 1
312 先天性僧帽弁狭窄症 1 326 大理石骨病 0

313 先天性肺静脈狭窄症 1 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに
限る。）

1

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 328 前眼部形成異常 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ
１Ｂ関連腎症

0 329 無虹彩症 0

316 カルニチン回路異常症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0
317 三頭酵素欠損症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 21
318 シトリン欠損症 1 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール
（GPI）欠損症

0
334 脳クレアチン欠乏症候群

0

335 ネフロン癆 0
336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合体） 0
337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 1

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
疾患数 155
合計患者数（人） 5,165



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

 ・栄養サポートチーム加算  ・短期滞在手術等基本料１

 ・精神科身体合併症管理加算  ・新生児治療回復室入院医療管理料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・精神科リエゾンチーム加算  ・小児入院医療管理料２

 ・摂食障害入院医療管理加算  ・精神科急性期治療病棟入院料１

 ・放射線治療病室治療管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

 ・特定集中治療室管理料２

 ・緩和ケア診療加算  ・ハイケアユニット入院医療管理料１

 ・精神科応急入院施設管理加算  ・総合周産期特定集中治療室管理料

 ・小児緩和ケア診療加算  ・新生児特定集中治療室管理料１

 ・重症者等療養環境特別加算  ・精神科急性期医師配置加算２のロ

 ・無菌治療室管理加算１  ・地域医療体制確保加算

 ・無菌治療室管理加算２  ・救命救急入院料3

 ・看護補助加算１  ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

 ・療養環境加算  ・精神疾患診療体制加算

 ・医師事務作業補助体制加算2（２０対１）  ・データ提出加算２イ・４イ

 ・入退院支援加算1

 ・看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算１ イ １）  ・精神科入退院支援加算

 ・救急医療管理加算  ・後発医薬品使用体制加算２

 ・超急性期脳卒中加算  ・病棟薬剤業務実施加算１

 ・診療録管理体制加算１  ・病棟薬剤業務実施加算２

 ・急性期看護補助体制加算
（２５対１　看護補助者５割以上、夜間１００対１、看護補助体制充
実加算　）

 ・情報通信機器を用いた診療  ・感染対策向上加算１

 ・抗菌薬適正使用体制加算  ・患者サポート体制充実加算

 ・歯科診療特別対応連携加算  ・ハイリスク分娩管理加算

 ・医療DX推進体制整備加算  ・重症患者初期支援充実加算

 ・地域歯科診療支援病院歯科初診料  ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

 ・歯科外来診療環境体制加算２  ・ハイリスク妊娠管理加算

 ・医療安全対策加算１  ・看護職員処遇改善評価料

 ・特定機能病院入院基本料(一般病棟)７対１入院基本料  ・精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

 ・特定機能病院入院基本料(結核病棟)７対１入院基本料  ・術後疼痛管理チーム加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

 ・糖尿病合併症管理料  ・ニコチン依存症管理料

 ・がん性疼痛緩和指導管理料  ・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算

 ・ウイルス疾患指導料  ・外来腫瘍化学療法診療料1

 ・外来栄養食事指導料の注2  ・がん薬物療法体制充実加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・がん患者指導管理料ニ  ・肝炎インターフェロン治療計画料

 ・外来緩和ケア管理料  ・こころの連携指導料（Ⅱ）

 ・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
 ・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び歯科治療時
医療管理料

 ・婦人科特定疾患治療管理料  ・救急患者連携搬送料

 ・がん患者指導管理料イ  ・がん治療連携計画策定料

 ・がん患者指導管理料ロ  ・ハイリスク妊産婦連携指導料１

 ・がん患者指導管理料ハ  ・ハイリスク妊産婦連携指導料２

 ・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）  ・医療機器安全管理料１

 ・糖尿病透析予防指導管理料  ・医療機器安全管理料２

 ・小児運動器疾患指導管理料  ・精神科退院時共同指導料２

 ・移植後患者指導管理料（臓器移植後）  ・薬剤管理指導料

 ・二次性骨折予防継続管理料３  ・遺伝学的検査

 ・下肢創傷処置管理料  ・染色体検査の注2

 ・一般不妊治療管理料  ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

 ・生殖補助医療管理料1
 ・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測
定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

 ・二次性骨折予防継続管理料１
 ・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖
測定器を用いる場合）

 ・腎代替療法指導管理料
 ・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モニタリング
加算

 ・慢性腎臓病透析予防指導管理料  ・骨髄微小残存病変量測定

 ・院内トリアージ実施料  ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

 ・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護
体制加算

 ・がんゲノムプロファイリング検査

 ・外来放射線照射診療料  ・先天性代謝異常症検査

高度の医療の提供の実績

 ・外来栄養食事指導料の注３  ・連携充実加算

（様式第2）



施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体  ・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

 ・検体検査管理加算(Ⅳ)
 ・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた場合に限
る）

 ・国際標準検査管理加算
 ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPETイメージン
グ剤を用いた場合を除く）

 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）  ・精密触覚機能検査

 ・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出  ・画像診断管理加算３

 ・検体検査管理加算(Ⅰ)  ・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた場合を除く）

 ・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特異
性同定検査）

 ・経気管支凍結生検法

 ・胎児心エコー法  ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

 ・ヘッドアップティルト試験  ・冠動脈ＣＴ撮影加算

 ・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
 ・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロイドPET
イメージング剤を用いた場合を除く）

 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
 ・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロイドPET
イメージング剤を用いた場合に限る）

 ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト  ・乳房用ポジトロン断層撮影

 ・遺伝カウンセリング加算
 ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPETイメージン
グ剤を用いた場合に限る）

 ・脳波検査判断料１  ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

 ・長期継続頭蓋内脳波検査  ・血流予備量比コンピューター断層撮影

 ・神経学的検査  ・頭部ＭＲＩ撮影加算

 ・長期脳波ビデオ同時記録検査１  ・外傷全身ＣＴ加算

 ・脳磁図（自発活動を測定するもの）  ・心臓ＭＲＩ撮影加算

 ・脳磁図（その他のもの）  ・乳房ＭＲＩ撮影加算

 ・小児食物アレルギー負荷検査  ・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

 ・内服・点滴誘発試験  ・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

 ・全視野精密網膜電図  ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

 ・ロービジョン検査判断料  ・外来化学療法加算１

 ・コンタクトレンズ検査料１  ・無菌製剤処理料

 ・補聴器適合検査  ・全身ＭＲＩ撮影加算

 ・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によるも
の）

 ・運動器リハビリテーション料(Ⅰ)



 ・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場合
に限る。）

 ・人工中耳植込術

 ・歯科技工士連携加算２  ・緑内障手術（濾過胞再建術（needling法））

 ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭ冠インレー  ・毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。）

 ・歯科技工加算１及び２  ・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの）

 ・がん患者リハビリテーション料  ・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。）

 ・歯科口腔リハビリテーション料２
 ・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲げる処
理骨再建加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)  ・皮膚移植術（死体）

 ・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算１  ・自家脂肪注入

 ・精神科作業療法  ・椎間板内酵素注入療法

 ・療養生活継続支援加算
 ・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移植
（特殊なものに限る。）））

 ・救急患者精神科継続支援料  ・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）

 ・認知療法・認知行動療法１  ・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）

 ・依存症集団療法2（ギャンブル依存症の場合）  ・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

 ・医療保護入院等診療料  ・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

 ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」  ・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

 ・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法  ・角結膜悪性腫瘍切除手術

 ・処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（医科）  ・網膜再建術

 ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）  ・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

 ・導入期加算3及び腎代替療法実績加算  ・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

 ・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

 ・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

 ・人工腎臓  ・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

 ・精神科ショート・ケア「小規模なもの」  ・腫瘍脊椎骨全摘術

 ・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算
 ・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法））及び水晶体再建
術併用眼内ドレーン挿入術）

 ・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するLDLアフェレシス治療

 ・舌下神経電気刺激装置植込術

 ・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
 ・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電極による場
合）に限る。）

 ・ストーマ合併症加算  ・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるもの））



 ・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

 ・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術  ・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

 ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

 ・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指
腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻
閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱
腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

 ・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）、鏡
視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

 ・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）  ・胸腔鏡下弁形成術

 ・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術  ・胸腔鏡下弁置換術

 ・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
 ・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的大動脈
弁置換術）

 ・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わな
いもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

 ・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室ペース
メーカー交換術（心筋電極の場合）

 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
 ・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室ペー
スメーカー交換術（経静脈電極の場合）

 ・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形
成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

 ・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）

 ・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲
状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺
腫過形成手術

 ・経皮的僧帽弁クリップ術

 ・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法
 ・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込型除細動
器交換術（心筋リードを用いるもの）

 ・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法  ・経皮的中隔心筋焼灼術

 ・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生検
（併用）

 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

 ・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生検
（単独）

 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレスペース
メーカー）

 ・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び切除術又は１肺葉を超える
ものに限る）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

 ・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切
除を伴うもの）に限る。）

 ・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

 ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用い
る場合）

 ・補助人工心臓

 ・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

 ・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型
リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静
脈電極抜去術

 ・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

 ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場合）
及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場
合）

 ・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

 ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極
の場合）

 ・生体部分肺移植術  ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術術（側方）

 ・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

 ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・経皮的下肢動脈形成術

 ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）  ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

 ・同種死体肺移植術  ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

 ・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類



 ・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

 ・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術）（内視鏡手術用支援機器を
用いる）及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）（内視鏡手術用
支援機器を用いる

 ・生体腎移植術

 ・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術  ・膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道的）

 ・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）  ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用支援機器を
用いる）及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）（内視鏡手術用
支援機器を用いる）

 ・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用支援
機器を用いる）及び腹腔鏡下噴門測胃切除術（悪性腫瘍手術）
（内視鏡手術用支援機器を用いる）

 ・同種死体腎移植術

 ・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの)、腹
腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの)

 ・生体部分肝移植術  ・精巣温存手術

 ・同種死体肝移植術

 ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

 ・女子性器悪性腫瘍手術センチネルリンパ節生検加算

 ・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

 ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

 ・腹腔鏡下肝切除術  ・尿道狭窄グラフト再建術

 ・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）  ・人工尿道括約筋植込・置換術

 ・膀胱頚部形成術（膀胱頚部吊上術以外）、埋没陰茎手術、陰嚢水腫
手術（鼠径部切開によるもの）

 ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術  ・精巣内精子採取術

 ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

 ・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

 ・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術
 ・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

 ・胎児胸腔・羊水腔シャント術

 ・生体部分小腸移植術

 ・同種死体小腸移植術

 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援
機器を用いる場合）

 ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。)

 ・手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（医科）

 ・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

 ・腹腔鏡下仙骨膣固定術

 ・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術  ・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・同種死体膵島移植術

 ・内視鏡的小腸ポリープ切除術

 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

 ・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

 ・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

 ・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び切
断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

 ・腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出手術（褐色細胞腫）（内視鏡
手術用支援機器を用いるもの）

 ・胎児輸血術及び臍帯穿刺

 ・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

 ・体外式膜型人工肺管理料



 ・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝
性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

 ・輸血管理料Ⅰ  ・歯科矯正診断料

 ・同種クリオプレシピテート作製術

 ・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするものに限
る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

 ・コーディネート体制充実加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・医科点数表第２章第10 部手術の通則の16 に掲げる手術（胃
瘻造設術

 ・病理診断管理加算２

 ・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝
性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

 ・悪性腫瘍病理組織標本加算

 ・麻酔管理料（Ⅱ）

 ・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

 ・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

 ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

 ・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

 ・凍結保存同種組織加算

 ・入院ベースアップ評価料

 ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

 ・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅速
細胞診

 ・定位放射線治療

 ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

 ・画像誘導密封小線源治療加算

 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

 ・体外照射呼吸性移動対策加算

 ・保険医療機関間の連携による病理診断

 ・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中
迅速病理組織標本作製

 ・外来放射線治療加算

 ・高エネルギー放射線治療

 ・１回線量増加加算

 ・周術期薬剤管理加算

 ・放射線治療専任加算

 ・麻酔管理料（Ⅰ）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 16　例

剖検率（％） 3.0%

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・　流産検体を用いた染色体検査

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　・　ＬＤＬアフェレシス療法

　・

　・

　・

　・

　・

　・　MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺針
      生検法

15　件

　・

　・

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催した
症例検討会の開催頻度

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定方法
(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技術につい
て記入すること。

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

910,000 補

780,000 補

1,040,000 補

2,265,640 補

1,690,000 補

38,090,000 補

3,640,000 補

5,850,000 補

4,420,000 補

4,290,000 補
力学的負荷改善による変形性関節症進行抑制に寄

与する因子の解明及び新規治療法の探索
松田　秀一 整形外科 文部科学省

全てのサブグループを網羅した神経芽腫患者由来
PDXライブラリーの構築

梅田　雄嗣 小児科 文部科学省

ハイブリッド療法による大腸がん治療抵抗性メカニズム
の克服

中西　祐貴
地域医療システム学

講座（寄附）
文部科学省

皮膚における多様な免疫応答の誘導機序と他臓器と
の免疫学的連関の解明

椛島　健治 皮膚科 文部科学省

超高磁場MRIを用いた視床下部機能的結合解析の新
規開発と気分障害への応用

村井　俊哉
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

睡眠時無呼吸重症度と糖尿病遺伝リスクを統合した糖
尿病発症・増悪の予測モデルの構築

村瀬　公彦
地域医療システム学

講座（寄附）
文部科学省

変異p53誘導性上皮間葉転換に伴う肺癌悪性化進展
シグナルの解明及び新規治療法開発

毛受　暁史 呼吸器外科 文部科学省

先端医療研究開発機
構　医療開発部

文部科学省

高齢下肢リンパ浮腫患者における圧迫療法のアドヒア
ランス促進プログラムの開発

井沢　知子 看護部管理室 文部科学省

マルチタスク深層学習を用いた脳MRI解析技術の精
神・神経疾患への応用

大石　直也
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

拡散MRIによる新たな乳がん予後予測因子としてのイ
メージングバイオマーカーの構築

飯間　麻美

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）



4,160,000 補

4,290,000 補

5,330,000 補

7,800,000 補

7,800,000 補

7,930,000 補

1,040,000 補

2,340,000 補

1,820,000 補

1,040,000 補

1,170,000 補

アトピー性皮膚炎における角質細胞間脂質と皮膚常
在細菌叢のクロストークの解明

中島　沙恵子
炎症性皮膚疾患創薬

講座（産学共同）
文部科学省

サルコイドーシスの肉芽腫形成おけるエネルギー代謝
経路の同定

中溝　聡
先端医療基盤共同研

究講座
文部科学省

福山型筋ジストロフィーの拡張型心筋症発症・進行機
序の解明

馬場　志郎
総合周産期母子医療

センター
文部科学省

iPS細胞由来サブタイプ特異的心筋細胞を用いた家族
性洞不全症候群の病態解明

牧山　武
地域医療システム学

講座（寄附）
文部科学省

老化レジリエンス変容に必須な代謝特性の解明と加
齢性疾患への応用

近藤　祥司 ＰＦＭセンター 文部科学省

喉頭癌・下咽頭癌の放射線治療における喉頭機能温
存予測モデルの開発

鈴木　綾（中嶋綾） 放射線治療科 文部科学省

老化変容レジレンスの修復による老化新健康概念の
創出

近藤　祥司 ＰＦＭセンター 文部科学省

未病を在宅で検知する―デジタルバイオマーカーに
よる「身体の天気予報」

坂野　晴彦
先端医療研究開発機

構　医療開発部
文部科学省

統合失調症と自閉スペクトラム症への社会認知トレー
ニングの効果増強：神経基盤の解明

大塚　貞男
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

RNF213関連血管障害に対するIL-1βの役割解明と
前臨床モデルの創出

宮本　享
脳卒中療養支援セン

ター
文部科学省

卵巣がんのがん・宿主多様性の解明による新たな診
断・治療戦略の開発

万代　昌紀 産科婦人科 文部科学省



1,170,000 補

4,030,000 補

260,000 補

390,000 補

1,300,000 補

2,210,000 補

2,340,000 補

2,210,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

2,340,000 補
深層学習と異常検知による子宮筋腫と子宮肉腫の鑑

別モデル作成のための多施設共同研究
倉田　靖桐 放射線診断科 文部科学省

注意欠如多動症の多動を標的とした機械学習による
動画解析

上月　遥
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

活性化T細胞のPET分子イメージングによる免疫
チェックポイント阻害薬の治療効果予測

野橋　智美 放射線診断科 文部科学省

パーキンソン病における神経活動抑制療法の有効性 上田　潤 脳神経内科 文部科学省

線条体区画構造を標的とした疾患モデル開発による
神経疾患の病態解明

奥宮　太郎
先端医療研究開発機

構　医療開発部
文部科学省

一酸化炭素持続放出分子を用いた新規認知症治療
薬の開発

安田　謙 脳神経内科 文部科学省

非ヒト霊長類モデルによるパーキンソン病の認知機能
障害の解析

澤村　正典 脳神経内科 文部科学省

NASHの成因にブドウ糖・果糖の代謝物である短鎖ア
ルデヒドが果たす役割の解明

池田　香織
先端医療研究開発機
構　臨床研究支援部

文部科学省

人を対象とする非医学系研究に対する質の高い研究
倫理支援サービスの枠組みの構築

渡邉　卓也 倫理支援部 文部科学省

がん患者のヘルスリテラシーと補完代替医療の関連
性、および意思決定支援技法の開発

大沢　恭子 緩和医療科 文部科学省

新生児蘇生のための遠隔講習および遠隔支援と人材
育成のためのデジタルポートフォリオ

岩永　甲午郎 小児科 文部科学省



1,430,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

1,820,000 補

2,860,000 補

2,860,000 補

2,340,000 補

2,860,000 補

2,210,000 補

2,600,000 補

2,730,000 補

皮膚局所のリンパネットワークとしてのiSALTについて
の検討

小亀　敏明
総合臨床教育・研修

センター
文部科学省

Development of tumor-immunoprofiling to predict
therapy response against acute lymphoblastic

leukemia
石山　賢一 血液内科 文部科学省

冬眠によるエネルギー代謝機構の変化と腎保護メカニ
ズムの解明

山本　伸也 腎臓内科 文部科学省

炎症性皮膚疾患を形作るリンパ球の体細胞変異 石田　雄大 皮膚科 文部科学省

糸球体内皮細胞におけるGC-Aとp38 MAPKのクロス
トークの解明

加藤　有希子 腎臓内科 文部科学省

ポドサイト障害におけるp38 MAPKの意義の解明 山田　博之 初期診療･救急医学 文部科学省

患者由来肺癌細胞株を用いた腫瘍内不均一性の性
質に関与する因子探索研究

船造　智子 呼吸器内科 文部科学省

iPS細胞由来間葉細胞と肺前駆細胞のクロストークによ
る再生医療の開発

玉井　浩二 呼吸器内科 文部科学省

機能心肺温存体幹部定位放射線治療の治療計画手
法の確立

岸　徳子 放射線治療科 文部科学省

心臓線維芽細胞由来NLRP3インフラマソームの機能
解析に基づく心不全急性期の病態解明

棚田　洋平 循環器内科 文部科学省

前立腺癌放射線治療後局所再発に対する革新的な
救済局所再照射アプローチの開発

相澤　理人 放射線治療科 文部科学省



1,690,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

2,730,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,950,000 補

2,210,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補
腎細胞癌の前臨床モデルを用いたカボザンチニブ耐

性獲得機序の解明
住吉　崇幸 泌尿器科 文部科学省

ヒト下垂体幹細胞の分離・分化誘導による自家移植治
療の開発

佐野　徳隆 脳神経外科 文部科学省

椎体形成術データベースの構築：隣接椎体骨折リスク
と治療効果の推定方法確立にむけて

土方　保和
地域医療システム学

講座（寄附）
文部科学省

オピオイドの精神依存形成に関与する分子生物学的
変化の検討

白木　敦子 集中治療部 文部科学省

敗血症発症早期の骨格筋電気刺激療法がICU-AW
に及ぼす影響の検討

松川　志乃 麻酔科 文部科学省

慢性膵炎における細胞外マトリックスの変化に着目し
た新規膵島分離法の開発

山根　佳 肝胆膵・移植外科 文部科学省

腫瘍特異的抗体と蛍光の接合化合物を用いた新たな
蛍光ガイド手術の確立

西野　裕人 肝胆膵・移植外科 文部科学省

骨伸長の調節機構解明による新規低身長治療法の探
索

植田　洋平
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

新規臓器保存液と新規携帯型臓器酸素化機械が部
分肝移植に及ぼす影響

政野　裕紀 臓器移植医療部 文部科学省

B細胞リンパ腫がB細胞受容体シグナル依存性から脱
却するメカニズムとその治療応用

有馬　浩史 血液内科 文部科学省

全身性エリテマトーデスにおける自己免疫獲得と
RGS13分子の関連

北郡　宏次 免疫・膠原病内科 文部科学省



2,340,000 補

2,080,000 補

2,340,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

2,340,000 補

3,640,000 補

1,820,000 補

2,860,000 補

2,860,000 補

1,950,000 補

入院中の造血器疾患患者に生じる骨格筋変性の臨床
的特徴と，関連因子の解明

村尾　昌信 リハビリテーション部 文部科学省

覚醒下脳腫瘍摘出術における術中運動モニタリング
の開発と臨床応用

馬場　千夏 リハビリテーション部 文部科学省

非構造的臨床データにおける特徴量重要度の算出手
法の開発と臨床研究への応用

日高　優
先端医療研究開発機
構　クリニカルトライア

ルサイエンス部
文部科学省

血液透析患者におけるQT延長の発生・要因・予後へ
の影響の解明

佐々木　彰
総合臨床教育・研修

センター
文部科学省

タイトジャンクション修復による糖尿病における血管透
過性亢進の治療開発

石原　健司 眼科 文部科学省

創傷専用A・G・B群溶連菌迅速診断キットの開発によ
る劇症型壊死性筋膜炎の早期診断

津下　到 形成外科 文部科学省

子宮体がん免疫療法の効果に関連する腫瘍微小環
境の解析

高松　士朗 産科婦人科 文部科学省

放射線照射後声帯の網羅的解析 河合　良隆
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

卵巣明細胞癌の遺伝子増幅を標的とした診断・治療
開発

北村　幸子
総合周産期母子医療

センター
文部科学省

ステアリン酸が卵巣癌増殖抑制を来すメカニズムの解
明

山ノ井　康二 産科婦人科 文部科学省

子宮癌肉腫における上皮間葉転換による免疫多様性
の解明

滝　真奈 産科婦人科 文部科学省



3,250,000 補

470,000 補

480,000 補

450,000 補

460,000 補

450,000 補

480,000 補

480,000 補

350,000 補

420,000 補

3,770,000 補
光刺激人工内耳が加速させる細胞移植と分化転換か

らの蝸牛神経再生による新規難聴治療
西村　幸司

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

文部科学省

神経膠腫患者における術後生活の介助量を予測可能
な非侵襲術中モニタリングの開発

堀川　陽一郎 リハビリテーション部 文部科学省

肺移植前後におけるフレイル・サルコペニアの有病率
とその臨床的意義の検証

大島　洋平 リハビリテーション部 文部科学省

薬物動態モデルを用いたプロポフォール脳中濃度の
個体間変動因子の探索

川田　将義 薬剤部 文部科学省

静脈血栓塞栓症併発がん患者におけるリバーロキサ
バンの多機関共同安全性評価研究

有福　萌波 薬剤部 文部科学省

抗てんかん薬の脳中濃度における個体間変動要因の
解明

植田　優花 薬剤部 文部科学省

薬物動態・薬理遺伝学に基づくバルガンシクロビルの
個別化投与設計法の確立

片田　佳希 薬剤部 文部科学省

不眠症を伴う糖尿病の病勢コントロールにおける睡眠
薬選択基準とその科学的根拠の創出

圓東　寛基 薬剤部 文部科学省

体外循環装置使用下での重症敗血症に対する抗菌
薬の最適投与設計法の構築

小島　悠輔 薬剤部 文部科学省

睡眠阻害要因の在宅モニタリングのためのセンサ一体
型靴下と状態推定技術の開発

江口　佳那
リアルワールドデータ
研究開発講座（産学

共同）
文部科学省

ベネトクラクスの薬物動態に影響を及ぼす因子の探索
と個別化投与設計に関する研究

山際　岳朗 薬剤部 文部科学省



2,340,000 補

1,170,000 補

1,916,285 補

650,000 補

3,900,000 補

3,900,000 補

3,640,000 補

780,000 補

364,000 補

650,000 補

1,560,000 補

初代ヒト肺上皮細胞を用いたモデルによる特発性間質
性肺炎の新規治療法開発

今井　晶（松島晶）
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省

ファーマコゲノミクス検査の臨床普及を目指した臨床
ゲノム薬理学的研究

寺田　智祐 薬剤部 文部科学省

乳癌抗癌剤治療における心血管関連合併症予測と早
期診断の検討

加藤　恵理（戸田
恵理）

検査部 文部科学省

月経関連の情動、認知機能変化の包括的理解目指し
た縦断的脳画像研究

植野　司
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

エネルギー代謝可視化と霊長類胎児腎解析で迫るネ
フロン数決定機構の解明

柳田　素子 腎臓内科 文部科学省

タンパク質分解系を利用した神経変性疾患の病態解
明と治療法の探索

山門　穂高 脳神経内科 文部科学省

プロテオーム解析による原発性免疫不全症候群の新
生児マススクリーニング法の開発

柴田　洋史 小児科 文部科学省

神経発達症群と腫瘍形成におけるクロストークの解明
と新規創薬の開発

滝田　順子 小児科 文部科学省

免疫微小環境リモデリングに着目した尿路上皮癌新
規複合免疫療法の開発

齊藤　亮一 泌尿器科 文部科学省

AT/RTにおけるRAD21遺伝子の機能解析と治療標的
としての可能性

寺田　行範 脳神経外科 文部科学省

発生部位による遺伝子変異の違いに着目した胆道癌
発癌メカニズムの解明

西川　義浩 消化器内科 文部科学省



1,430,000 補

1,300,000 補

390,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,300,000 補

780,000 補

130,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補
新規エピゲノム修飾薬のB細胞リンパ腫に対する奏効

予測モデルの確立とその治療応用
錦織　桃子 血液内科 文部科学省

ディープラーニングを用いた非造影CTからの臓器抽
出最適化手法の確立

静田　聡 循環器内科 文部科学省

網羅的なHLA及び臨床情報の機械学習による同種移
植の国際標準予後予測アルゴリズム

諫田　淳也 血液内科 文部科学省

乾燥ろ紙血プロテオミクス解析を用いた原発性免疫不
全症の新生児スクリーニング法開発

八角　高裕 小児科 文部科学省

早産児の慢性肺疾患の重症度予測モデル構築のた
めの多施設共同前方視的コホート研究

河井　昌彦 小児科 文部科学省

大腸癌肝転移における腫瘍微小環境での好中球の
機能・動態解明

板谷　喜朗 消化管外科 文部科学省

膵癌放射線治療における腫瘍内低酸素領域の動態と
低酸素誘導因子との関係の検討

吉村　通央 放射線治療科 文部科学省

マウスモデルと臨床材料を用いた大腸がん幹細胞の
転移機構の解析

柿崎　文彦
先端医療研究開発機

構　医療開発部
文部科学省

ヒト疾患iPS細胞を利用した膵・腸管異常症の解明と再
生医療への応用

藤倉　純二
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

薬剤性腎障害の実態解明とそれに基づく発症機序の
探索

中川　俊作 薬剤部 文部科学省

Tuft細胞性に着目した胸部がんの特性解明と新規治
療法の提唱

山田　洋介 病理診断科 文部科学省



1,430,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

780,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

260,000 補

780,000 補

910,000 補

炎症性関節炎におけるKDM1Aを介した細胞間ネット
ワークの解析

村田　浩一
リウマチ性疾患先進

医療学講座
文部科学省

低侵襲で高精度な関節軟骨硬度計測システムの新構
築

栗山　新一 整形外科 文部科学省

SARS-CoV-2によるヒト血小板機能活性化メカニズム
の解明と治療法の探索

川本　修司 麻酔科 文部科学省

低代謝療法の基盤となる脳から末梢組織への休眠シ
グナルの解明

大鶴　繁 初期診療･救急医学 文部科学省

脈管可視化技術を用いた次世代手術ナビゲーション
システムの開発

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科 文部科学省

吸入麻酔薬が敗血症における筋萎縮に及ぼす予防
効果の検討

甲斐　慎一 麻酔科 文部科学省

ヒトにおける細胞外マトリックスの代謝への影響の検討 井上　真由美
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省

細胞外小胞の脂質組成に注目した乳癌免疫療法の
新規バイオマーカーの探索

川島　雅央 乳腺外科 文部科学省

自己免疫疾患におけるホスホリパーゼD4の臨床応用
の探索

秋月　修治 免疫・膠原病内科 文部科学省

単一遺伝子異常による糖尿病の新規発症原因遺伝
子同定

田中　大祐
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

非定型3q26転座型骨髄性腫瘍のEVI1エピジェネ
ティック制御機構解明と治療応用

蝶名林　和久 血液内科 文部科学省



780,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

650,000 補

780,000 補

1,170,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

910,000 補

1,560,000 補
微細加工技術を用いた血管ネットワーク付人工骨の

開発
河井　利之 整形外科 文部科学省

ムコ多糖症患者に生じるガーゴイル様顔貌の発症メカ
ニズムの解明と新規治療法の開発

中尾　一祐 歯科口腔外科 文部科学省

手指動作を定量化するための動作解析装置の開発 池口　良輔 整形外科 文部科学省

三次元電子顕微鏡観察法を用いた内耳・喉頭組織の
細胞の微視的解析

勝野　達也
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

補償光学光干渉断層計を用いた滲出型加齢黄斑変
性の病態解明と新規治療に関する研究

宮田　学 眼科 文部科学省

婦人科がんに対するB細胞免疫の解明と新たな診断・
治療戦略の開発

濱西　潤三 産科婦人科 文部科学省

内耳蝸牛三次元構造形成メカニズムの解明と蝸牛型
オルガノイド作製への応用

大西　弘恵
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

子宮内膜症と卵巣癌における脂質代謝によるフェロ
トーシスの役割

山口　建 産科婦人科 文部科学省

自然免疫からみた羊膜の維持・修復機構：前期破水
の予防・治療をめざして

最上　晴太 産科婦人科 文部科学省

ヒト胚着床における末梢血単核球の促進的作用メカニ
ズムの解明

堀江　昭史 産科婦人科 文部科学省

小児と成人の卵胞発育の差異に適応させたヒト卵胞
培養系の開発

奥宮　明日香 産科婦人科 文部科学省



650,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

780,000 補

側頭葉における漢字処理の機能解剖連関の解明 下竹　昭寛 脳神経内科 文部科学省

PETイメージングを用いた慢性脳虚血がアルツハイ
マー病理発現におよぼす影響の解明

山内　浩
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

αシヌクレインと鉄代謝異常に着目した多系統萎縮症
の分子病態解明

大野　美樹 脳神経内科 文部科学省

臨床検体からの抗原直接検出による薬剤耐性菌の迅
速検査法の開発と臨床評価

松村　康史 検査部 文部科学省

大腸上皮の分化指標に基づく大腸がん予後予測新規
因子の解明

三好　弘之
先端医療研究開発機

構　医療開発部
文部科学省

最新多角的オミックス解析を用いた慢性活動性EBV感
染症の病態解析研究

加藤　格 小児科 文部科学省

CRISPRスクリーンを用いたHIV-1潜伏感染分子メカニ
ズムの解析

白川　康太郎 血液内科 文部科学省

大腸前がん病変におけるSpheroid増殖能の意義とメカ
ニズムの解明

山田　敦
腫瘍内科（腫瘍薬物

治療学）
文部科学省

細胞老化の誘導する非細胞自律的な代謝・炎症制御
機構の解明

三河　拓己
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

動的に変化する上丘の方位・方向選択性マップの神
経基盤および機能解明

笠井　昌俊 神経生物学 文部科学省

ロボット支援術中臓器への加圧程度を手術映像のみ
から判断するAIシステム開発と実装

増井　仁彦 泌尿器科 文部科学省



1,040,000 補

1,170,000 補

780,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補
In vitro変異体スクリーニングによる遺伝的要因の検討

法の確立
中島　康弘 循環器内科 文部科学省

胆膵癌のインテグリンαVβ6を標的とした光免疫療法
を用いた新規がん免疫療法の確立

宇座　徳光 消化器内科 文部科学省

心不全におけるBNP、ANP前駆体の分泌調節不全の
機序解明と新規治療法の開発

中川　靖章 循環器内科 文部科学省

炎症性肝発癌過程におけるDNA脱メチル化酵素の機
能的役割と分子機序の解明

高井　淳 消化器内科 文部科学省

CDKN3阻害剤による大腸癌の抗癌薬治療耐性機序
の克服と新規治療法開発

松原　淳一
腫瘍内科（腫瘍薬物

治療学）
文部科学省

正常妊娠維持および不育症におけるスフィンゴ脂質
代謝の役割の解明

水岸　貴代美 血液内科 文部科学省

トリフルリジンとWee1阻害による食道扁平上皮癌に対
する新たな治療戦略の確立

大橋　真也
腫瘍内科（腫瘍薬物

治療学）
文部科学省

小児脳MRIにおけるMR Fingerprintingの応用 伏見　育崇 放射線診断科 文部科学省

原因不明の炎症性疾患におけるⅠ型IFN応答遺伝の
発現解析と新規炎症病態の解明

井澤　和司
小児科（総合周産期
母子医療センター）

文部科学省

乳癌縮小手術・非手術治療を可能とする高精度マル
チパラメトリックイメージングの開発

片岡　正子 放射線診断科 文部科学省

細胞療法の治療効果予測のためのCell Tracking PET
診断用薬剤の開発

志水　陽一 放射線診断科 文部科学省



1,300,000 補

1,430,000 補

650,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

780,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

電位依存性Ca2+チャネルα2δサブユニットを介した
GLP-1分泌制御機構の解明

山根　俊介
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

腸管に発現する脂肪酸受容体の機能解析 原田　範雄
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎合併間質性肺炎モデル
マウスの構築と病態機序の探究

中嶋　蘭（笹井蘭） 免疫・膠原病内科 文部科学省

ヒトES/IPS細胞を用いた副腎皮質・血管分化機構の解
明および内分泌学的解析

田浦　大輔
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

翻訳後修飾に着目した肉芽腫性炎症の制御機構解
明

神戸　直智 皮膚科 文部科学省

T細胞を抗原特異的に皮膚へ遊走させるメカニズムの
解明

江川　形平 皮膚科 文部科学省

免疫学的恒常性の破綻と肺気腫フェノタイプの形成機
序の解明

田辺　直也 呼吸器内科 文部科学省

進行性線維化を伴う間質性肺疾患における新規臨床
指標の開発と治療標的の探索

谷澤　公伸 呼吸器内科 文部科学省

肺動脈性肺高血圧症におけるTRPC6, CNP経路の研
究

木下　秀之
循環器内科 心血管
内分泌代謝研究室

文部科学省

冠動脈プラークのOCT画像をAIで解析を行い長期臨
床成績を予測する研究

山地　杏平 循環器内科 文部科学省

CXCR7の動脈硬化における機能解明とPETによる臨
床応用に向けて

馬場　理
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省



1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

1,170,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,040,000 補
難治性卵巣癌に対する、抗VEGF抗体とB7H3を標的

とした併用療法の開発
村上　隆介 産科婦人科 文部科学省

患者由来ゼノグラフトを用いたCDK12変異前立腺癌の
PARP阻害薬不応性の克服

後藤　崇之 泌尿器科 文部科学省

炎症性膀胱疾患における慢性炎症と尿路上皮ギャッ
プ結合蛋白の関与の解明

河野　仁 泌尿器科 文部科学省

ポリ乳酸ポリマー製フローダイバーター吸収過程にお
けるステント内膜と動脈瘤閉塞評価

石井　暁 脳神経外科 文部科学省

幹細胞と抗菌薬の局所投与で難治性インプラント感染
を制御するための基礎研究

黒田　隆 整形外科 文部科学省

ドナー肺の好中球細胞外トラップを標的とした新規移
植前治療法の開発

大角　明宏 呼吸器外科 文部科学省

術後の血管内皮グリコカリックス障害予防を目指した
周術期血糖管理方法の開発

江木　盛時 麻酔科 文部科学省

胆道癌の腫瘍内不均一性を基盤とした新規治療標的
の開発

長井　和之 肝胆膵・移植外科 文部科学省

ヒトiPS細胞由来人工心臓組織における成熟化プロセ
スの理解と制御法の確立

長田　裕明 心臓血管外科 文部科学省

門脈結紮による肝再生過程における線維芽細胞の役
割解明～肝切除適応の拡大を目指して

小山　幸法 肝胆膵・移植外科 文部科学省

肝移植後の抗体関連拒絶制御に向けた新規バイオ
マーカー探索

伊藤　孝司 肝胆膵・移植外科 文部科学省



1,300,000 補

1,430,000 補

910,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

910,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

1,040,000 補

耐糖能異常（IGT）段階で早期に診断を行うための指
標の探索

辰巳　真貴子
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省

癌領域の医薬品、診断薬、再生医療の開発早期に必
要な臨床データに関する研究

永井　純正
先端医療研究開発機

構　医療開発部
文部科学省

喫煙による肺の気腫性変化を早期に検出する画像指
標とバイオマーカーの探索

今井　誠一郎
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省

重症呼吸不全患者における肺移植術後の予後改善
に関する研究

佐藤　晋
呼吸管理睡眠制御学

講座
文部科学省

咀嚼能力と死亡率の関連とその原因となるメカニズム
の網羅的探索

浅井　啓太 歯科口腔外科 文部科学省

NDB・多施設レジストリー・単施設コホートの融合による
関節リウマチの合併症の解明

大西　輝
リウマチ性疾患先進

医療学講座
文部科学省

真皮micrograft移植による自家培養表皮の生着率向
上

坂本　道治 形成外科 文部科学省

線維性結合組織の非線形粘弾性の解明－三次元ダ
イナミックイメージングによる定量解析

齊藤　晋 形成外科 文部科学省

網膜変性疾患における腸内細菌、自己免疫の関与の
解明

池田　華子 眼科 文部科学省

視神経症の時空間周波数特性の解析 須田　謙史 眼科 文部科学省

母体血流によるシェアストレスが絨毛間腔において妊
娠初期絨毛に与える影響の解明

千草　義継 産科婦人科 文部科学省



2,600,000 補

3,250,000 補

780,000 補

130,000 補

1,170,000 補

910,000 補

520,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

心停止肝移植におけるグラフト機能改善を目指した新
規臓器保存法の開発

奥村　晋也 肝胆膵・移植外科 文部科学省

希少疾患画像研究のための多施設症例共有ネット
ワーク及びプラットフォームの構築

樋本　祐紀 放射線診断科 文部科学省

乳癌臨床検体を用いたホルモン治療耐性メカニズム
の解明

川口　展子
腫瘍内科（腫瘍薬物

治療学）
文部科学省

超初期段階から引き返す膵発がん予防戦略の探求 妹尾　浩 消化器内科 文部科学省

マウス肺移植・慢性期移植肺機能不全モデルの開発
と免疫応答機構の解明

田中　里奈 呼吸器外科 文部科学省

乳房深吸気息止め照射における体表面位置予測シス
テムの確立

小野　幸果 放射線治療科 文部科学省

強度変調回転照射プランの複雑さを軽減する最適化
システムの確立

小野　智博 放射線治療科 文部科学省

統合失調症の触覚時空間情報処理における大脳皮
質の層特異的活動

張　志林
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

敗血症時の脊髄炎症の病態とその治療可能性につい
て

廣津　聡子 麻酔科 文部科学省

新規腎機能評価方法論による小児移植患者のバルガ
ンシクロビル適正投与設計の構築

勝部　友理恵 薬剤部 文部科学省

転移性脳腫瘍に対する過分割多段階照射の最適な
線量投与方法の開発と臨床評価

丹羽　恵（宇藤恵） 放射線治療科 文部科学省



1,430,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

650,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

780,000 補
出血発症もやもや病の術後10年予後解明を目指した

多施設コホート研究
舟木　健史 脳神経外科 文部科学省

個別化治療に向けた大腸癌StageIV根治術症例の
ctDNAバイオマーカーの探索

岡村　亮輔 消化管外科 文部科学省

PDOXモデルを用いたWarburg効果を標的とする肝内
胆管癌外科治療戦略の開発

楊　知明 肝胆膵・移植外科 文部科学省

リンパ形質細胞性リンパ腫モデルマウスの作製による
病態解析と新規治療薬シーズの探索

城　友泰 検査部 文部科学省

全身性エリテマトーデスの抗DNA抗体とHLAクラスIIの
関連性についての研究

辻　英輝 免疫・膠原病内科 文部科学省

肝内胆管癌の形成におけるHes1の機能解析および肝
内胆管癌の新規治療法の開発

松森　友昭 消化器内科 文部科学省

静脈血栓塞栓症患者の診療実態と予後を検討する多
施設共同観察研究

山下　侑吾 循環器内科 文部科学省

異なる経路での腸腫瘍発生におけるクロマチンリモデ
リング因子の機能的役割の解明

林　由紀子（平松
由紀子）

消化器内科 文部科学省

培養細胞を用いた胃粘膜発癌メカニズムと遺伝子変
異・ピロリ菌感染相互作用の解明

竹内　康英
クリニカルバイオリソー

スセンター
文部科学省

PETとMRIを活用した神経膠腫の分子生物学的プロ
ファイルに迫る術前診断法の確立

坂田　昭彦 放射線診断科 文部科学省

てんかん性脳症の新規原因遺伝子NSFの分子病態解
析

横山　淳史 小児科 文部科学省



1,170,000 補

520,000 補

910,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

1,170,000 補

910,000 補

1,430,000 補

大腸癌患者由来癌細胞ライブラリーを用いた癌幹細
胞性の可塑性に関する研究

前川　久継 消化管外科 文部科学省

乳がん患者における腫瘍流入領域リンパ節の免疫微
小環境解析を用いた新規治療戦略開発

山口　絢音 麻酔科（手術部） 文部科学省

IMP3を軸とした多重免疫染色を用いた血管内大細胞
型B細胞リンパ腫の病理診断

藤本　正数 病理診断科 文部科学省

ミトコンドリア置換技術を用いた、がん細胞における
mtDNAの影響の解明

澤田　武志
次世代医療・iPS細胞

治療研究センター
文部科学省

糖鎖によるケロイド形成メカニズムの解明 片山　泰博 形成外科 文部科学省

マインドフルネスの感情調節効果と痩せ：神経性痩せ
症の介入開発に向けた基盤的研究

野田　智美
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

脱細胞化血管を用いた集合リンパ管の再生研究 山中　浩気 形成外科 文部科学省

ヒト顔面骨格の子宮内における成長様式の解明 勝部　元紀 形成外科 文部科学省

蝸牛有毛細胞における極性形成のメカニズム 十名　洋介
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

加齢黄斑変性におけるreticular pseudodrusenの特徴 上田　奈央子 眼科 文部科学省

最適な濃度の抗菌イオンを徐放し、優れた骨形成促
進作用を有するインプラントの開発

奥津　弥一郎 整形外科 文部科学省



1,430,000 補

2,340,000 補

1,690,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

2,470,000 補

910,000 補

1,560,000 補

910,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補
網羅的遺伝子スクリーニング技術を用いた甲状腺癌

内用療法に対する抵抗性因子の探索
子安　翔 放射線診断科 文部科学省

PET/CT画像を用いた免疫チェックポイント阻害薬の
高精度な治療予測モデルの開発

中本　隆介 放射線診断科 文部科学省

放射線治療による好中球細胞外トラップを介した遠隔
転移のメカニズム解明と予防法開発

中島　良太 放射線部 文部科学省

即時適応放射線治療を目指した深層学習活用CBCT
再構成法の開発

平島　英明 放射線治療科 文部科学省

放射線治療開始までの時間短縮が可能かつ体内状
況に適応する次世代放射線治療法の開発

伊良皆　拓 放射線治療科 文部科学省

ギャンブル障害の臨床経過に関わる神経基盤につい
て

鶴身　孝介
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

神経性やせ症の反社会的行動における非侵襲的脳
刺激法の効果

磯部　昌憲
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

要介護リスクに寄与するQOLの構成及び変化パター
ンの解明

紙谷　司
総合臨床教育・研修

センター
文部科学省

広帯域皮質脳波の定量化によるてんかん焦点のバイ
オマーカーの開発

小林　勝哉 脳神経内科 文部科学省

ネクロトーシスの制御による新たなパーキンソン病治療
の可能性

中西　悦郎 脳神経内科 文部科学省

パーキンソン病における新たな免疫治療の開発 田口　智之 脳神経内科 文部科学省



2,340,000 補

2,340,000 補

2,470,000 補

1,430,000 補

390,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

2,600,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

2,340,000 補

核内受容体NR4Aの低分子アゴニストによる自己免疫
疾患の治療効果についての研究

日和　良介 免疫・膠原病内科 文部科学省

マルチオミックス解析と機械学習による関節リウマチ治
療効果予測

藤井　貴之
リウマチ性疾患先進

医療学講座
文部科学省

特発性肺線維症における単球・マクロファージの疾患
特異的サブタイプの検討

池添　浩平 呼吸器内科 文部科学省

大規模データの機械学習解析による造血細胞移植治
療の最適化

新井　康之 検査部 文部科学省

抗IL-5受容体抗体による好塩基球を介した獲得免疫
系への影響の解明

砂留　広伸
呼吸管理睡眠制御学

講座
文部科学省

閉塞性睡眠時無呼吸で惹起されるミトコンドリア機能
異常のメカニズムとその影響の検討

濱田　哲
呼吸不全先進医療講

座（病院 先端セン
ター内）

文部科学省

未分化型胃癌の腫瘍内heterogeneityを考慮した遺伝
子解析研究

二階堂　光洋 消化器内科 文部科学省

慢性冠症候群患者に対するアスピリンの有効性およ
び制酸剤の消化管出血予防効果の検討

山本　絵里香 循環器内科 文部科学省

ADA2欠損症の血管炎病態の分子メカニズム解析 仁平　寛士 小児科 文部科学省

全ゲノムシーケンスを軸としたオミックス解析による多
段階肝発癌メカニズムの解明

竹田　治彦 消化器内科 文部科学省

小児期発症の潰瘍性大腸炎における特異的自己抗
体・自己抗原の同定と病態解明

日衛嶋　栄太郎 小児科 文部科学省



1,820,000 補

2,210,000 補

2,080,000 補

1,365,000 補

780,000 補

2,080,000 補

1,430,000 補

2,080,000 補

1,820,000 補

780,000 補

1,430,000 補
CNPを用いた投薬による低侵襲な顎変形症の新規治

療法の確立
山中　茂樹 歯科口腔外科 文部科学省

蝸牛有毛細胞再生機構におけるエンドセリン受容体B
の機能解明

松永　麻美
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

フォン・ヒッペル・リンドウ病における網膜血管芽腫の
臨床病態解明・評価系の確立

高橋　綾子 眼科 文部科学省

インプラント表面処理と骨形成薬による骨粗鬆症椎体
における骨結合促進効果の検討

清水　孝彬 整形外科 文部科学省

膀胱癌同種移植マウスモデルを用いた化学療法感受
性を規定する腫瘍免疫微小環境の解明

北　悠希 泌尿器科 文部科学省

リアルワールドデータを用いたICU入室高齢患者の退
室後の要介護度についての研究

武田　親宗 麻酔科（手術部） 文部科学省

脳動脈瘤と頸動脈狭窄症でのvessel wall imagingの分
子機序の解明

安部倉　友 脳神経外科 文部科学省

肝移植後NASH発症に関わるドナーならびにレシピエ
ントの遺伝子多型

上林　エレーナ幸
江

肝胆膵・移植外科 文部科学省

食道腺癌の発癌促進作用がある菌の同定とその発癌
促進機構の解明

奥村　慎太郎 消化管外科 文部科学省

ヨード輸送体ペンドリンは甲状腺機能亢進症の治療標
的となるか

山内　一郎
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

小胞体ストレス応答を介した成体膵β細胞増殖分子
機構の解明

村上　隆亮
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省



1,300,000 補

520,000 補

2,470,000 補

2,470,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

心臓線維芽細胞のNLRP3インフラマソームが心臓の
炎症を惹起する機序の解明

棚田　洋平 循環器内科 文部科学省

鉄動態異常の是正効果に基づくHinokitiolの炎症性
腸疾患への治療応用の試み

北本　博規 消化器内科 文部科学省

アミノ酸制限食の皮膚と紫外線皮膚障害に与える影
響の解明

川上　聡経 皮膚科 文部科学省

局所進行非小細胞肺癌における放射線性肺臓炎リス
クを極小化する放射線治療手法の確立

岸　徳子 放射線治療科 文部科学省

全身性エリテマトーデスにおける胸腺-腸管-迷走神経
-脾臓ネットワークの解明

白柏　魅怜 免疫・膠原病内科 文部科学省

転移性去勢感受性前立腺癌の分子生物学的解析に
基づくプレシジョン医療の実現

住吉　崇幸 泌尿器科 文部科学省

没入型バーチャルリアリティを利用した高次脳機能障
害のリハビリテーション

ＬＩＵ　ＣＨＡＮＧ 医療情報企画部 文部科学省

パーキンソン病のαシヌクレイン伝播におけるカルシウ
ムダイナミクスの重要性

上田　潤 脳神経内科 文部科学省

メタボリックシンドロームの予防を目指した胎児期の低
酸素への適応過程の解明

友滝　清一 小児科 文部科学省

老化に伴いⅡ型肺胞上皮細胞に発現するCideaの機
能解析

三河　隆太 呼吸器内科 文部科学省

非回復性睡眠が生活習慣病等の発症に影響を及ぼ
すメカニズムの解明

高橋　順美
呼吸管理睡眠制御学

講座
文部科学省



1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

4,290,000 補

2,730,000 補

5,590,000 補

4,550,000 補

4,030,000 補

4,030,000 補

5,070,000 補
高静水圧処理を応用した皮膚、骨、神経の再生~自家

腫瘍組織の再生医療への応用
森本　尚樹 形成外科 文部科学省

皮下血管誘導反応の機構解明に基づく細胞移植用
免疫寛容空間構築技術の開発

穴澤　貴行 臓器移植医療部 文部科学省

ビッグデータによる近視の総合的病態解明 辻川　明孝 眼科 文部科学省

自己免疫性膵炎の抗原同定 塩川　雅広 消化器内科 文部科学省

ヒト未分化細胞から誘導した肺上皮細胞のメッシュ上
培養を用いた感染症研究への展開

伊藤　功朗 呼吸器内科 文部科学省

パーキンソン病関連疾患のモデル作製と治療薬開発 山門　穂高 脳神経内科 文部科学省

肝臓外科領域における食事療法の有効性および腸内
環境の変動解析

内田　洋一朗 肝胆膵・移植外科 文部科学省

脳卒中後急性期の筋量および筋質変化が長期的アウ
トカムに与える影響の解明

田中　浩基 リハビリテーション部 文部科学省

喉頭の発声機構に基づく声質の解明および音声治療
への応用

児嶋　剛
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

診療報酬明細書を用いた大腸がんの進行度別の医
療費の検討

内海　貴裕 消化器内科 文部科学省

アンサンブル学習及び公開データベースを用いた造
血幹細胞移植予後予測モデルの開発

岩崎　惇 血液内科 文部科学省



8,190,000 補

3,510,000 補

5,590,000 補

5,590,000 補

4,160,000 補

4,160,000 補

3,770,000 補

3,900,000 補

9,750,000 補

4,940,000 補

7,020,000 補

大腸がん幹細胞の可塑性を制御する時空間的メカニ
ズムの解析

妹尾　浩 消化器内科 文部科学省

大動脈瘤の病態解明と、その進行抑制及び退縮を促
す新規治療薬の開発

尾野　亘 循環器内科 文部科学省

更年期の鉄欠乏とメンタル不調の関連：女性ホルモン
の衰退に抗わない予防医学の開拓

江川　美保 産科婦人科 文部科学省

乳がんの精密診断のための包括的PET画像診断法の
確立

中本　裕士 放射線診断科 文部科学省

遺伝子改変尿路上皮オルガノイドによる膀胱発癌メカ
ニズムの解明と免疫治療のモデル化

小林　恭 泌尿器科 文部科学省

臨床能力を育む医療教育システムの実現に向けた患
者仮想化技術の創出

山本　豪志朗 医療情報企画部 文部科学省

iPS細胞を用いた難治性気管支拡張症の新規診断法
の確立と治療法の開発

後藤　慎平 呼吸器内科 文部科学省

正常脳組織のゲノム解析によるIDH変異型グリオーマ
発生基盤の解明と先制医療開発

荒川　芳輝 脳神経外科学 文部科学省

タウ・アミロイドPETおよび7テスラMRI/MRSによる中高
年期精神疾患の層別化

久保田　学
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

非転移性超高リスク前立腺癌に対する革新的放射線
治療アプローチの開発

溝脇　尚志 放射線診断科 文部科学省

前駆期パーキンソン病をターゲットとした病態解明と疾
患修飾療法の開発

高橋　良輔 脳神経内科 文部科学省



7,020,000 補

9,100,000 補

1,560,000 補

2,210,000 補

3,510,000 補

650,000 補

1,560,000 補

2,340,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

1,560,000 補
メンデルランダム化解析による特発性肺線維症の治療

ターゲットの探索
半田　知宏

呼吸不全先進医療講
座（産学共同）

文部科学省

肺癌転移性肝腫瘍における肝転移生体内観察モデ
ルを用いた新規治療戦略の開発

吉田　博徳 呼吸器内科 文部科学省

肺傷害後の再生における幹細胞の活性化と肺胞再構
築メカニズムの検討

佐藤　篤靖 呼吸器内科 文部科学省

マルチオミックス解析を軸とした胃癌浸潤能獲得メカニ
ズムの解明

清水　孝洋 内視鏡部 文部科学省

冠動脈3枝疾患の治療法選択における3次元血管造
影定量解析による機能的虚血評価の意義

塩見　紘樹 循環器内科 文部科学省

医用画像QAエージェント 藤本　晃司
高度医用画像学講座

（産学共同）
文部科学省

SR-PETによる各種腫瘍のSSTR発現評価とPRRT適応
可能性の検証

河井　可奈江（三
宅可奈江）

放射線診断科 文部科学省

腸内細菌による n-6系不飽和脂肪酸代謝産物の腸管
炎症おける病態生理学的役割の解明

岡部　誠 消化器内科 文部科学省

使用用途別のインターネット嗜癖・リテラシーに関する
神経画像研究

藤原　広臨
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

霊長類腎臓病学：霊長類モデルとヒト組織を用いた霊
長類特異的腎障害修復機構の解明

柳田　素子 腎臓内科 文部科学省

肺移植前に行う体外肺還流中の抗IL-6受容体モノク
ロナール抗体による肺障害修復

伊達　洋至 呼吸器外科 文部科学省



2,210,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

2,470,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,950,000 補

2,210,000 補

ラット肺移植における体外肺灌流保存中の炎症性サイ
トカイン制御

中島　大輔 呼吸器外科 文部科学省

尿中酸素分圧に着目した腎血流低下および急性腎障
害の早期検出に関する研究

溝田　敏幸 手術部 文部科学省

ドラッグデリバリーシステムを応用した抗菌性ステントグ
ラフトの開発

川東　正英 心臓血管外科 文部科学省

中枢気道修復を目的とした新規ポリグリコール酸素材
の開発

豊　洋次郎 呼吸器外科 文部科学省

iRGDによる胃癌免疫チェックポイント阻害剤併用化学
療法の選択的増強効果の可能性

久森　重夫 消化管外科 文部科学省

心臓血管外科領域におけるiPS細胞技術を用いた新
規遺伝子治療ベクターの開発

池田　義 心臓血管外科 文部科学省

非コードRNAによる褐色脂肪細胞・ベージュ脂肪細胞
の活性化機構の解明

堀江　貴裕 循環器内科 文部科学省

HO-1遺伝子多型性に基づいた常温機械灌流装置を
用いた個別化治療の開発

影山　詔一 肝胆膵・移植外科 文部科学省

自然免疫に着目した、川崎病の病態解明および新規
治療法の開発

山下　浩平 血液内科 文部科学省

全身性エリテマトーデス患者B細胞で高発現する
TYMSのB細胞における機能的役割の解明

吉藤　元 免疫・膠原病内科 文部科学省

ポドサイト障害による糸球体係蹄内の血栓形成機序解
析とPAI-1の役割解明

横井　秀基 腎臓内科 文部科学省



1,560,000 補

2,210,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

1,560,000 補

1,950,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

3,380,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補
KRAS増幅胃癌におけるSprouty経路の機序解明と分

子標的療法の開発
菊池　理

腫瘍内科（腫瘍薬物
治療学）

文部科学省

キメラ抗原受容体T細胞療法に対するリハビリテーショ
ン戦略構築に向けた挑戦

濱田　涼太 リハビリテーション部 文部科学省

食道発がんメカニズムの解明：食道ヨード染色時に認
めるmicro dotsの包括的解析

三谷　洋介
腫瘍内科（腫瘍薬物

治療学）
文部科学省

糖尿病網膜症における細胞外小胞による神経血管ユ
ニット障害を標的とした新規治療開発

村上　智昭 眼科 文部科学省

クリスタリン網膜症治療薬の最適化検討 井上　由美 眼科 文部科学省

鶏蝸牛有毛細胞再生過程における支持細胞
reprogramming機構の解明

中川　隆之
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

Mixed Realityデバイスを用いた音声治療支援機器開
発基礎技術の研究

藤村　真太郎
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

マクロファージ動態制御による声帯線維化予防技術開
発

岸本　曜
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

ヒトiPS細胞由来気道上皮シート鼻腔移植モデルの作
製

北田　有史
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省

高位脛骨骨切り術の術前後のキネマティックスおよび
応力の解析

中村　伸一郎
運動器機能再建学講

座（寄附）
文部科学省

GWASとシングルセル解析から転写性エンハンサーに
着目する変形性関節症の病態解明

西谷　江平
運動器機能再建学講

座（寄附）
文部科学省



2,990,000 補

1,950,000 補

390,000 補

780,000 補

3,250,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

糞便中の大腸菌クローンの網羅的かつ定量的な新規
メタゲノム解析手法の開発

津田　裕介 検査部 文部科学省

腎癌における細胞外小胞を介したチロシンキナーゼ
阻害剤抵抗性獲得メカニズムの解明

高森　一 泌尿器科 文部科学省

レジリエンスを評価するのに役立つエピジェネティック
マーカーとその神経基盤の探索

稲葉　啓通
精神科神経科（精神

医学）
文部科学省

皮膚シュワン細胞のサブタイプ分類の解析 入江　浩之 皮膚科 文部科学省

マウスに対するB型肝炎ウイルス感染成立に不可欠な
宿主因子の網羅的探索

犬塚　義 消化器内科 文部科学省

薬理学的研究と臨床研究に基づくステロイドによる不
眠の治療アルゴリズム構築

重面　雄紀 薬剤部 文部科学省

拡大保因者検査がもたらす生殖観・胎児観の変化～
出生前・着床前診断との比較

小川　昌宣 倫理支援部 文部科学省

気の利く手術室実現に向けた空間に偏在する複数人
の知的活動の情報の顕在化

山本　豪志朗 医療情報企画部 文部科学省

免疫チェックポイント阻害薬の新規効果予測因子とし
ての腸内微生物叢の包括的解析

米倉　慧 皮膚科 文部科学省

歯科ユニット給水系における微生物汚染の評価と細
菌増殖抑制効果に関する研究

三島　清香 歯科口腔外科 文部科学省

高齢者における内耳非依存的な中枢性聴覚神経機
能評価 高齢人工内耳装用者の新展開

山崎　博司
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
文部科学省



1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補
HLAエピトープに基づく臓器移植後免疫抑制療法の

最適化戦略開発
平田　真章 肝胆膵・移植外科 文部科学省

ヒトiPS細胞モデルを用いた細胞内pH変化によるQT短
縮症候群の病態解明

相澤　卓範 循環器内科 文部科学省

TLR4経路制御を介した肺虚血再灌流障害に対する
新規治療法の確立

高橋　守 呼吸器外科 文部科学省

抗インテグリンαvβ6抗体を用いた小児IBD患者にお
ける新たな診断法と治療戦略の確立

村本　雄哉 消化器内科 文部科学省

ロングリードシーケンスによる新規SVAレトロトランスポ
ゾンの特性と疾患関連性の解明

矢野　直子 小児科 文部科学省

PSTPIP1関連自己炎症性疾患におけるインフラマソー
ム制御機構解明

前田　由可子 小児科 文部科学省

肝細胞癌の発生におけるTERT遺伝子の役割を解明
する

三嶋　眞紗子
先制医療・生活習慣

病研究センター
文部科学省

前立腺癌転移モデル及びオルガノイドを用いた前立
腺癌転移機序の解明と新規治療探索

砂田　拓郎 泌尿器科 文部科学省

胃腺管のエピゲノム解析による発癌高リスクの化生の
同定

寺村　茉利 消化器内科 文部科学省

炎症性肝発癌過程におけるミスマッチ修復遺伝子
MSH2の役割の解明

中野　重治 消化器内科 文部科学省

子宮体部漿液性癌におけるDNA損傷修復異常を標
的とした新規治療開発

河原　俊介 産科婦人科 文部科学省



1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

12,740,000 補

17,500,000 補

5,000,000 補

9,000,000 補

回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患
者支援体制の充実・普及に資する研究

宮本　享 脳神経外科 厚生労働省

もやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）における難病医療
体制の整備や患者のＱＯＬ向上に資する研究

宮本　享 脳神経外科 厚生労働省

運動機能を強化する情動に関する神経ネットワークの
解明

澤田　眞寛 脳神経外科 文部科学省

臨床疫学に活用可能なＮＤＢ等データセットの作成に
関する研究

森　由希子 医療情報企画部 厚生労働省

交替制勤務者のサーカディアンリズムが代謝に及ぼ
す影響の検討

近藤　亜樹
糖尿病・内分泌・栄養

内科
文部科学省

手術応用に向けた「ながら」操作を実現する入力インタ
フェースの開発

御手洗　彰 医療情報企画部 文部科学省

顎顔面領域の軟骨におけるCNP/GC-Bシステムの生
理的意義について

柏木　まりな 歯科口腔外科 文部科学省

リアルワールドデータを用いた消化管癌に対するロ
ボット支援手術の有効性に関する研究

木下　裕光 消化管外科 文部科学省

光干渉断層計画像における脈絡膜の正常所見の解
明

森　雄貴 眼科 文部科学省

口腔疾患が全身疾患の性差に寄与するメカニズムの
網羅的探索

福原　紫津子 歯科口腔外科 文部科学省

IL18経路抑制による肝移植などに伴う肝虚血再灌流
障害の阻止とその機構の解析

門野　賢太郎 肝胆膵・移植外科 文部科学省



15,080,000 補

3,445,000 補

2,880,000 補

6,188,000 補

1,091,449 補

6,240,000 補

200,000 委

675,000 委

400,000 委

32,999,200 委

260,000 委

【症例タイプ】パーキンソン病発症予防のための運動
症状発症前ｂｉｏｍａｒｋｅｒの特定のための研究（Ｔｈｅ　Ｊａ
ｐａｎ　Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ’ｓ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｏｎ　Ｍａｒｋｅｒｓ　Ｉｎｉｔｉａ

ｔｉｖｅ（通称：Ｊ－ＰＰＭＩ））

髙橋　良輔 脳神経内科

国立研究開
発法人　国立
精神・神経医
療研究セン

ター　理事長

（国立がん研究センターからの受託研究）ＡＬＫ遺伝子
異常を有する希少がんに対するアレクチニブの医師

主導治験　金井→松本
松本　繁巳

リアルワールドデータ
研究開発講座

国立がん研
究センター

理事長

「世界モデルとなる自律成長型人材・技術を育む総合
健康産業都市拠点」に関する京都大学による研究開

発及びプロジェクト推進／研究成果展開事業　共創の
場形成支援（共創の場形成支援プログラム）／髙橋
良輔／国立循環器病研究センターＣＯＩ－ＮＥＸＴ

髙橋　良輔 脳神経内科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

（（公財）糖尿病財団からの受託研究【１０％】）　２型糖
尿病患者を対象とした血管合併症抑制のための強化
療法と従来治療とのランダム化比較試験（Ｊ－ＤＯＩＴ３）

【１０％】

原田　範雄
糖尿病・内分泌・栄養

内科

公益財団法
人　日本糖尿
病財団　理事

長

（ＨＩＶ感染者等保健福祉相談事業）　ＨＩＶ感染者等
保健福祉相談事業

高折　晃史 血液内科
公益財団法

人エイズ予防
財団　理事長

Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｃｏｖｅｒａｇｅ　（ＵＨＣ）の推進の
ための世界の保健医療情報システム革新の効果検証

に資する研究
黒田　知宏 医療情報企画部 厚生労働省

リアルワールドデータの二次利用加速にむけた多施
設データ処理方式の導入の試行研究

黒田　知宏 医療情報企画部 厚生労働省

地域で安心して暮らせる精神保健医療福祉体制にお
ける入院医療による支援のための研究

村井　俊哉
精神科神経科（精神

医学）
厚生労働省

病院薬剤師へのタスク・シフト／シェア普及に対する
阻害要因の把握とその解決に向けた調査研究

寺田　智祐 薬剤部 厚生労働省

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 平井　豊博 呼吸器内科 厚生労働省

フォン・ヒッペル・リンドウ病における実態調査・診療体
制構築とＱＯＬ向上のための総合的研究

辻川　明孝 眼科 厚生労働省



350,000 委

1,300,000 委

2,080,000 委

495,000 委

500,000 委

30,349,000 委

250,640 委

728,000 委

864,500 委

1,799,834 委

39,416,000 委

ＨＬＡエピトープ多型に基づく臓器移植のテーラーメイ
ド医療開発に資する研究／ＡＭＥＤ／進藤　岳郎

進藤　岳郎 血液・腫瘍内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

ＫＵＭＡＤＡＩマグネシウムを用いた生体吸収性フロー
ダイバーターに関する研究／ＡＭＥＤ／千原　英夫（Ｒ

６年度から石井暁先生より変更）
石井　暁 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

Ｈｉｇｈ　ｖｏｌｕｍｅ転移を認める前立腺癌患者に対する
局所放射線治療を併用する標準治療の確立と治療効
果予測マーカーの開発／ＡＭＥＤ／溝脇尚志／代

表・宮崎大学・賀本班

溝脇　尚志 放射線治療科

国立大学法
人宮崎大学
契約担当役

理事

ＨＬＡエピトープ多型に基づく臓器移植のテーラーメイ
ド医療開発に資する研究／ＡＭＥＤ／伊藤　孝司／代

表：広島大学・進藤班
伊藤　孝司 肝胆膵・移植外科

国立大学法
人広島大学

学長

Ｄ－１　医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた
医療データ基盤構築による組織横断的な医療情報収
集の実現／国立大学法人東京大学（国立国際医療研
究センター再委託）／黒田　知宏／ＳＩＰ事業、代表：

河添班

黒田　知宏 医療情報企画部
国立大学法
人東京大学

ＤＡＴ－ＳＰＥＣＴ、神経学的診察、認知機能等の心理
評価、ＭＲＩデータの収集、解析

髙橋　良輔 脳神経内科

国立研究開
発法人　国立
精神・神経医
療研究セン

ター　理事長

ＢＲＡＦ融合遺伝子陽性の進行・再発の低悪性度神経
膠腫または膵癌に対するビニメチニブの第Ⅱ相医師

主導治験／国立がん研究センター／吉岡　正博
金井　雅史 腫瘍内科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

Ｃｅｌｌｍ－００１による初発膠芽腫治療効果無作為比較
対照試験に関する医師主導治験／荒川芳輝／代表：
神戸大学・村垣班／２０２２年９月１日から東京女子医

科大（１５０２２０７０００４９）→神戸大

荒川　芳輝 脳神経外科
神戸大学医
学部附属病
院　病院長

ＡＩ技術を活用した統合失調症の早期診断医療機器
プログラムの開発／分担研究開発課題名：統合失調
症の早期診断のエビデンスの創出／ＡＭＥＤ／宮田
淳／代表・国立精神・神経医療研究センター・橋本班

宮田　淳 精神科神経科

国立研究開
発法人　国立
精神・神経医
療研究セン

ター　理事長

ＡＩ技術を使用した未破裂脳動脈瘤増大破裂予測シス
テムの構築と実用化を目指した多施設共同研究／Ａ
ＭＥＤ／池堂　太一／代表：国立循環器病研究セン

ター・片山班

石井　暁 脳神経外科

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

１０５２３７３４　国循＆加藤貴雄　１０％ 加藤　貴雄
先端医療研究開発機

構

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長



110,000 委

2,200,000 委

1,000,000 委

26,000,000 委

10,328,500 委

27,170,000 委

3,900,000 委

2,600,000 委

19,500,000 委

390,000 委

500,000 委

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブ（遺伝子
組換え）の有効性及び安全性を検証する多施設共同
プラセボ対照無作為化二重盲検並行群間比較試験
（ＰＲＩＭＥ　ｓｔｕｄｙ）／坂井薫／国立大学法人東海国

立大学機構

坂井　薫 腎臓内科
国立大学法

人　東海国立
大学機構

ダチョウ頸動脈由来脱細胞化小口径人工血管の臨床
評価準備／山中　浩気／ＡＭＥＤ

山中　浩気 形成外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

チタンブリッジ手術を用いた痙攣性発声障害に対する
国際的新規治療戦略の開発／大森　孝一／ＡＭＥＤ

再委託（名古屋市立大学・讃岐徹治　代表）
大森　孝一

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

公立大学法
人名古屋市

立大学　理事
長

ゲノム医療実現推進のためのバイオバンク・ネットワー
ク構築とバイオバンク利活用促進に関する研究開発

／ＡＭＥＤ／武藤　学／代表：東北大学・萩島班
武藤　学 腫瘍内科

国立大学法
人東北大学
東北メディカ
ル・メガバンク
機構　機構長

シングルセル統合ゲノミクス解析が解き明かす強皮症
の病態基盤の開発／ＡＭＥＤ再委託・理化学研究所・

寺尾／吉藤元
吉藤　元 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人理化

学研究所　契
約担当役　外
部資金室長

がん細胞の熱エネルギー代謝－熱代謝治療法の開
発－

川島　雅央 乳腺外科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

クリスタリン網膜症の新規治療法開発／ＡＭＥＤ／池
田　華子

池田　華子 眼科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

アディクションの病態・症候・治療に関する包括的研究
／精神・神経疾患研究開発費（代表：精神保健研究

所・松本俊彦）／村井俊哉
村井　俊哉 精神医学

国立研究開
発法人　国立
精神・神経医
療研究セン

ター　理事長

アンチセンス核酸を用いたカルモジュリン遺伝子変異
による重症遺伝性不整脈に対する治療薬の開発／Ａ

ＭＥＤ／牧山　武
牧山　武

地域医療システム学
講座

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

Ｒａｍｕｃｉｒｕｍａｂ抵抗性進行胃癌に対するｒａｍｕｃｉｒｕ
ｍａｂ＋Ｉｒｉｎｏｔｅｃａｎ　併用療法のインターグループラン
ダム化第Ⅲ相試験（ＲＩＮＤＢｅＲＧ試験）／特定非営利

活動法人臨床試験推進機構／松原　淳一

松原　淳一
臨床システム腫瘍学

講座

特定非営利
活動法人臨
床試験推進

機構　代表理
事　古河　洋

アグレッシブＮＫ　細胞白血病（ＡＮＫＬ）患者を対象に
ＰＰＭＸ－Ｔ００３反復持続静脈内投与時の忍容性、安
全性、有効性及び薬物動態を評価する多施設共同、
非盲検、用量漸増第Ｉ／ＩＩ相試験／広島大学／諫田

淳也

諫田　淳也 血液・腫瘍内科
国立大学法
人広島大学

学長



1,690,000 委

109,200,000 委

185,640,000 委

650,000 委

845,000 委

650,000 委

10,400,000 委

8,723,000 委

2,600,000 委

2,000,000 委

9,100,000 委

マイクロＲＮＡと心血管疾患に関する基礎的・臨床的
研究／国立病院機構京都医療センター／尾野亘

尾野　亘 循環器内科

独立行政法
人国立病院
機構京都医
療センター

院長

マトリセルラー蛋白を標的としたがん脆弱性誘導の試
み／ＪＳＴ／創発的研究支援事業／中西　祐貴

中西　祐貴
地域医療システム学

講座

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

プライバシ強化型の移動・社会相互作用分析によるハ
イパーローカル危機監視とパンデミック対策／戦略的

国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）／黒田知宏
黒田　知宏 医療情報企画部

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

ヘルスケアで用いるうつ、不安と月経前症候群のＰＲＯ
指標のエビデンスの整理と開発／ＡＭＥＤ／江川美保

／代表：国立大学法人千葉大学・沼田法子
江川　美保 産科婦人科

国立大学法
人千葉大学
契約担当役
事務局長

ヒト脂肪細胞を用いた人工乳腺組織に関する基礎研
究／　国立大学法人大阪大学、ＴＯＰＰＡＮホールディ

ングス株式会社／森本　尚樹
森本　尚樹 形成外科

国立大学法
人大阪大学
大学院工学
研究科長

ヒト腎臓病における３次リンパ組織の役割の解明と治
療介入対象としての蓋然性の検討／ＡＭＥＤ／柳田

素子
柳田　素子 腎臓内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

バイオリソースアライアンスを用いた医療研究開発の
可能性探索／日本システム開発株式会社／武藤　学

武藤　学 腫瘍内科
日本システム
開発株式会

社

パンデミックに対してレジリエントな社会・技術基盤の
構築／分担課題名：感染症の流行に強い高齢者福

祉・医療の構築に関する基盤研究／ＪＳＴ／長尾美紀
長尾　美紀 検査部

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

パーキンソン病前駆期モデル動物を活用した臓器間
ネットワークの解明とヒトへのトランスレーションによるリ
スク予見法の創出／ムーンショット型研究開発事業／

山門　穂高

山門　穂高 脳神経内科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

パーキンソン病発症前から発症後に連続する神経回
路病態の解明とトランスレータブル指標の開発／ＡＭ

ＥＤ／高橋　良輔
髙橋　良輔 脳神経内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブの検証的
医師主導治験の実施／ＡＭＥＤ／柳田素子／代表：

名古屋大学・丸山班
柳田　素子 腎臓内科

国立大学法
人東海国立

大学機構　機
構長



13,000,000 委

9,100,000 委

10,000,000 委

5,590,000 委

650,000 委

500,000 委

12,900,000 委

1,300,000 委

260,000 委

74,100,000 委

13,000,000 委
拡散　ＭＲＩ　を用いた新規がんトランススケールイメー

ジング法の開発／飯間　麻美／ＡＭＥＤ
飯間　麻美

先端医療研究開発機
構

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

医療機器開発におけるカダバースタディーに関するガ
イダンス策定／分担課題名：日本外科学会ＣＳＴ推進
委員会との調整／波多野　悦朗／代表：北海道大学・
七戸班　※令和５年度課題番号誤り：・２３ｈｅ０８２２００

２ｓ０１０１

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科

国立大学法
人北海道大

学　大学院医
学研究院長

炎症誘発細胞除去による１００歳を目指した健康寿命
延伸医療の実現／分担研究開発課題名：高齢腎の微
小環境と炎症誘発細胞を標的とした治療薬の開発／

柳田素子／東京大学・中西班／ムーンショット

柳田　素子 腎臓内科

国立大学法
人東京大学

総長　代理人
医科学研究

所　事務部長

遺伝子タイプによらない新たな筋ジストロフィー治療薬
の開発／ＡＭＥＤ／２３ｙｍ０１２６０７４ｈ０００２／尾野

亘
尾野　亘 循環器内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

遺伝性拡張型心筋症に対する新規抗体医薬品開発
／ＡＭＥＤ／牧山　武／代表：国立循環器病研究セン

ター・新谷泰範
牧山　武

地域医療システム学
講座

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

ロボット介護機器の海外展開等に向けた臨床評価ガイ
ダンス等の研究開発／ＡＭＥＤ／清水公治

清水　公治
先端医療機器開発・
臨床研究センター

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

わが国の小児がんサバイバーの健康・社会生活状況
の実態解明に関する大規模調査研究／特定非営利

法人日本小児がん研究グループ／滝田　順子
滝田　順子 小児科

特定非営利
活動法人日
本小児がん

研究グループ

レーザーによる皮膚疾患の美容的改善に関する研究
／　医療法人社団恵心会　京都武田病院／森本　尚

樹
森本　尚樹 形成外科

医療法人社
団　恵心会
京都武田病

院長

レム睡眠からアプローチする精神・神経疾患の理解と
その克服／東京大学からの再委託／江川　斉宏

江川　斉宏 脳神経内科
国立大学法

人　東京大学
総長

もやもや病の出血性脳卒中予防と長期予後改善を目
指す多施設共同研究／ＡＭＥＤ／宮本　享

宮本　享 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

リンパ節免疫微小環境を標的とした新規乳癌治療戦
略の開発／ＡＭＥＤ／河口　浩介

河口　浩介 乳腺外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長



2,600,000 委

6,500,000 委

13,000,000 委

490,600 委

73,000,200 委

79,929,790 委

13,000,000 委

13,000,000 委

11,155,000 委

2,240,000 委

5,200,000 委

間質リッチ大腸がんに対する“微小環境改変免疫療
法”の研究開発／ＡＭＥＤ／中西　祐貴

中西　祐貴
地域医療システム学

講座

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

患者由来がん幹細胞培養を基盤とした革新的個別化
医療開発／ＡＭＥＤ／小濵　和貴

小濵　和貴 消化管外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

肝外胆道がん、胆嚢がんの自然史に沿った網羅的解
析と治療標的の検討／ＡＭＥＤ／妹尾　浩

妹尾　浩 消化器内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

完全切除されたリンパ節転移陰性の非小細胞肺癌
（＞　２ｃｍ）患者に対する、ＵＦＴを用いた術後補助化
学療法におけるＥＧＦＲ遺伝子変異の影響：ＣＳＰＯＲ
－ＬＣ０３試験副次解析としての多施設共同後ろ向き
観察研究／パブリックヘルスリサーチセンター／伊達

洋至

伊達　洋至
外科系専攻器官外科
学講座呼吸器外科学

公益財団法
人パブリック
ヘルスリサー
チセンター理

事長

患者生体試料リソースプラットフォームの構築と運用／
ムーンショット型研究開発事業／妹尾　浩

妹尾　浩 消化器内科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

核内受容体ＮＲ４Ａを標的とした全身性エリテマトーデ
スの治療開発／ＡＭＥＤ／日和　良介

日和　良介 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

乾燥ろ紙血プロテオーム解析を用いた原発性免疫不
全症診断の効率化研究／ＡＭＥＤ／八角高裕

八角　高裕 小児科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

核酸医薬を用いた、心筋症の予後を改善する新規抗
不整脈治療法の開発／ＡＭＥＤ／木下　秀之／代表：

東京大学・稲住班
中川　靖章 循環器内科

国立大学法
人東京大学

吸入薬の有効性・安全性・同等性評価のための非侵
襲的肺内送達量推定に関する研究開発／ＡＭＥＤ／

平　大樹
平　大樹 薬剤部

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

希少がんに対する遺伝子プロファイリングと標的治療
に関する前向きレジストリ臨床研究（ＭＡＳＴＥＲＫＥＹ

Ｐｒｏｊｅｃｔ）
武藤　学 腫瘍内科

国立研究開
発法人国立

がん研究セン
ター　理事長

希少造血器腫瘍に対する遺伝子プロファイリングと標
的治療に関する前向きレジストリ臨床研究（ＭＡＳＴＥＲ

ＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：ＮＣＣＨ－１８１２）　諫田淳也
諫田　淳也 血液・腫瘍内科

国立研究開
発法人国立

がん研究セン
ター　理事長



13,000,000 委

308,000 委

32,050,000 委

118,343,000 委

96,849,000 委

7,800,000 委

4,550,000 委

780,000 委

8,060,000 委

12,955,000 委

260,000 委

抗インテグリンαＶβ６自己抗体測定による潰瘍性大
腸炎の診断・病勢評価のエビデンス創出研究／ＡＭＥ

Ｄ／塩川　雅広
塩川　雅広 消化器内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

高安動脈炎における血管合併症バイオマーカーの開
発に向けたエビデンス創出研究／ＡＭＥＤ再委託／
吉藤元／代表：国立循環器病研究センター・中岡良

和

吉藤　元 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

原発性免疫不全症の診断率向上に向けたＣＤ４５陽
性細胞を用いたマルチオミックス解析の開発／ＡＭＥ

Ｄ再委託（広島大学・岡田班）／八角高裕
八角　高裕 小児科

国立大学法
人広島大学

学長

固形癌に対するＧＰＣ－１　ＣＡＲ－Ｔ療法の実用化に
向けた　ｅｘ　ｖｉｖｏ　安全性／有効性評価法の確立／

ＡＭＥＤ／澤田　武志
澤田　武志

次世代医療・ｉＰＳ細胞
治療研究センター

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

検定学習が心理・脳機能に及ぼす効果の検証研究／
公益財団法人　日本漢字能力検定協会／村井　俊哉

村井　俊哉 精神医学

公益財団法
人　日本漢字
能力検定協

会

原発性免疫異常症患者を対象としたシロリムスの有効
性及び安全性を検討する医師主導治験／ＡＭＥＤ／

井澤和司／Ｒ４からＡＭＥＤとの直接契約
八角　高裕 小児科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

健常人を対象とした生活習慣病予防のための早期診
断研究プロジェクト「生活習慣と合併症の発症・進展要

因と予防戦略構築に関する研究」
井上　真由美

先制医療・生活習慣
病研究センター

医療法人社
団ミッドタウン
クリニック　理

事長

健常人を対象とした生活習慣病予防のための早期診
断研究プロジェクト「放射線画像診断データを用いた

早期発見・早期治療に向けた疾患メカニズムの解明お
よび早期診断法の開発の研究」

磯田　裕義
先制医療・生活習慣

病研究センター

医療法人社
団ミッドタウン
クリニック　理

事長

血栓吸引カテーテルを用いた機械的血栓回収療法の
効果と安全性に関する多施設共同登録研究／単価契

約／石井　暁
石井　暁 脳神経外科

地方独立行
政法人神戸
市民病院機

構　神戸市立
医療センター
中央市民病

院　院長

健常人を対象とした生活習慣病予防のための早期診
断研究プロジェクト「健康管理システムの構築と先制医
療の実現に向けたＤＷＨ（Ｄａｔａ　ＷａｒｅＨｏｕｓｅ）の構
築、運用、情報解析手法の開発」　／山本　豪志朗

南部　雅幸
先制医療・生活習慣

病研究センター

医療法人社
団ミッドタウン
クリニック　理

事長

急性期脳梗塞における自動トリアージに向けた革新的
診断技術の開発／ＡＭＥＤ／石井　暁

石井　暁 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長



1,274,000 委

650,000 委

19,497,400 委

650,000 委

4,507,100 委

13,000,000 委

450,000 委

1,300,000 委

15,000 委

1,000,000 委

159,554,000 委
細胞治療及び遺伝子治療を含む広範な再生医療研
究の社会実装加速化に資する伴走支援／ＡＭＥＤ／

波多野悦朗
波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

再発または転移性の日本人腎細胞がん患者の予後に
影響する背景因子を検討することを目的とした研究／
特定非営利活動法人Ｊａｐａｎ　ＰＨ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ／半田

知宏

半田　知宏
呼吸不全先進医療講

座

特定非営利
活動法人　Ｊａ
ｐａｎ　ＰＨ　Ｒ

ｅｇｉｓｔｒｙ

再発膠芽腫に対するＴＵＧ１を標的とした核酸医薬医
師主導第Ｉ相試験／国立大学法人東海国立大学機構
（名古屋大学）・株式会社ファイブリングス／荒川　芳

輝

荒川　芳輝 脳神経外科
国立大学法

人　東海国立
大学機構

再発／治療抵抗性二次性中枢神経系リンパ腫に対す
るチラブルチニブ単剤療法の有効性と安全性を評価

する第Ⅱ相医師主導治験（治験実施計画書番号：ＮＣ
ＣＨ２２０１／ＭＫ０１３）／国立研究開発法人国立がん
研究センター／錦織　桃子→有馬　浩史／ＣＲＹＳＴＡ

Ｌ試験

有馬　浩史 血液内科

国立研究開
発法人国立

がん研究セン
ター　理事長

再発・難治性悪性リンパ腫に対するｐｉｇｇｙＢａｃ　トラン
スポゾン法によるＣＤ１９　キメラ抗原受容体遺伝子改
変自己Ｔ　細胞の安全性及び有効性に関する第１／２
相医師主導治験／ＡＭＥＤ再委託／新井康之／名古

屋大学

新井　康之 検査部

国立大学法
人東海国立

大学機構　機
構長

骨頭圧潰前の特発性大腿骨頭壊死症を対象としたｂＦ
ＧＦゼラチン製剤の医師主導第Ⅲ相治験／ＡＭＥＤ／
黒田　隆／国立大学法人東海国立大学機構（岐阜大

学）・秋山　治彦班

黒田　隆 整形外科

国立大学法
人東海国立

大学機構　機
構長

差分プライバシーによる匿名加工後の医療情報の有
用性の検証／戦略的創造研究推進事業　チーム型研

究（ＣＲＥＳＴ）／森由希子
森　由希子 医療情報企画部

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

高齢者初発膠芽腫に対する分子分類に応じたテモゾ
ロミド併用寡分割放射線治療の最適化に関する研究

開発／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝
荒川　芳輝 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

高齢発症関節リウマチ患者の健康寿命延伸を目指し
た治療戦略の確立／ＡＭＥＤ再委託・国立長寿医療

研究センター・小嶋／森信　暁雄
森信　暁雄 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人国立
長寿医療研
究センター

理事長　荒井
秀典

高機能シス型アスタキサンチンエステル製剤の実用化
研究／研究成果展開事業　研究成果最適展開支援

プログラム／井上正宏
井上　正宏

クリニカルバイオリソー
ス研究開発講座

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

高品質のＩＲＢ審査の基盤となるＩＲＢクラブの設立およ
びＩＲＢ運用ハンドブックの作成と普及に関する研究／
国立大学法人大阪大学・山本洋一班／渡邉　　卓也

渡邉　卓也 倫理支援部

国立大学法
人大阪大学
医学部附属

病院　病院長



66,800,000 委

910,000 委

52,000,000 委

49,400,000 委

975,000 委

78,000 委

910,000 委

19,497,400 委

1,820,000 委

19,500,000 委

780,000 委

循環器疾患診療実態調査（ＪＲＯＡＤ）のデータベース
による心臓サルコイドーシスの診療実態調査と二次調
査に基づく診断・治療プロトコールの策定に関する研
究（ＭＹＳＴＩＣＳ）／国立研究開発法人国立循環器病

研究センター／加藤　貴雄

加藤　貴雄
先端医療研究開発機

構

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

初発ＩＤＨ野生型低悪性度神経膠腫に対するＮｏｖｏＴ
ＴＦ－１００Ａシステムの多施設共同第ＩＩ相試験（医師
主導治験）／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝／東京大学・田中

將太班

荒川　芳輝 脳神経外科
国立大学法
人東京大学

疾患特異的ｉＰＳ細胞を用いた病態機序解析による特
発性間質性肺炎の層別化と創薬システムの開発／Ａ

ＭＥＤ／平井　豊博
平井　豊博 呼吸器内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

腫瘍の不均一性およびゲノム３次元構造の視点から
見た乳児急性リンパ性白血病の理解と治療法に関す
る研究開発／ＡＭＥＤ／加藤　格／東京医科歯科大

学・高木班

加藤　格 小児科

国立大学法
人東京医科

歯科大学　学
長

次世代シークエンス技術を基盤としたＣ型肝炎ウイル
ス排除後における肝癌出現機序・病態変化の解明と
バイオマーカーの開発／分担研究開発課題名：ＳＶＲ
後発癌症例におけるＨＣＶゲノム解析／ＡＭＥＤ／髙

井　淳／山梨大学・榎本　信幸班

髙井　淳 消化器内科
国立大学法
人山梨大学

自然免疫異常症に対する包括的ｉＰＳ細胞バンクの構
築／ＡＭＥＤ／八角　高裕

八角　高裕 小児科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

視点反応・眼球運動のデジタルフェノタイプを活用し
た軽度認知機能異常スクリーニングプログラムの研究

開発／ＡＭＥＤ／三宅　正裕
三宅　正裕 眼科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

小児から成人を対象にする臨床試験による　Ｔ　細胞
性急性リンパ性白血病の小児型治療適用限界年齢の
検討と新規バイオマーカー探索に関する研究／分担
課題名：小児Ｔ－ＡＬＬの遺伝子解／ＡＭＥＤ／滝田

順子／代表：東京大学・加藤班

滝田　順子 小児科

国立大学法
人千葉大学
契約担当役
事務局長

小児がんの全ゲノム解析等のデータ基盤の充実と診
療応用に資する成果の創出／ＡＭＥＤ／滝田順子／

代表：東京大学・加藤班
滝田　順子 小児科

国立大学法
人　東京大学

総長

初発中枢神経原発胚細胞腫瘍に対する化学療法併
用放射線治療の低侵襲化に関する研究開発／ＡＭＥ

Ｄ／荒川　芳輝
荒川　芳輝 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

小児および若年成人における再発難治ＣＤ１９陽性Ｂ
細胞性急性リンパ性白血病に対する同種造血細胞移
植後維持療法の確立に関する研究／ＡＭＥＤ再委託

国立成育医療研究センター（坂口）／加藤格

加藤　格 小児科

国立研究開
発法人国立
成育医療研
究センター

理事長



1,950,000 委

3,770,000 委

260,000 委

800,000 委

29,900,000 委

455,000 委

390,000 委

78,000,000 委

106,600,000 委

3,993,000 委

神経グリア血管単位－リンパ管系に着目した血管性認
知症および混合型認知症における臓器間ネットワーク
の解明とヒトへのトランスレーションによるリスク予見法

の創出／ムーンショット型研究開発事業

眞木　崇州 脳神経内科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

神経変性疾患原因タンパク質の効率的な除去方法の
探索／ＡＭＥＤ／山門　穂高

山門　穂高 脳神経内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

心臓核医学検査による特発性心筋症病態層別化指
標の確立／ＡＭＥＤ再委託・大阪大学（坂田）／加藤

貴雄
加藤　貴雄

先端医療研究開発機
構

国立大学法
人大阪大学
大学院医学
系研究科長

新規吸着カラムの開発／ＡＭＥＤ／塩川　雅広 塩川　雅広 消化器内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

食事療法の計画・実行支援ＡＩプログラムによりＰＨＲ・
ＥＨＲを糖尿病重症化予防医療に活用する仕組みの

研究開発／ＡＭＥＤ／稲垣　暢也
稲垣　暢也

糖尿病・内分泌・栄養
内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

心臓サルコイドーシス患者における診療の実態調査、
および治療不応例・再発例に関する新規予測プログラ
ムの開発と前向きレジストリによる検証／ＡＭＥＤ／加
藤　貴雄／代表：国立循環器病研究センター・泉　知

里班

加藤　貴雄
先端医療研究開発機

構

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

小児上衣腫に対する手術摘出度と分子学的マーカー
を用いた治療層別化による集学的治療の安全性と有
効性確立に向けた研究開発／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝

／代表：東海国立大学機構・斎藤班

荒川　芳輝 脳神経外科
国立大学法

人　東海国立
大学機構

消化管内視鏡を用いた治療における標準治療確立の
ための多施設共同研究（２０２０－Ｊ－３）

武藤　学 腫瘍内科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確立のた
めの臨床研究／ＡＭＥＤ再委託／平松　英文／代表：

国立成育医療研究センター・富澤大輔
平松　英文 小児科

国立研究開
発法人国立
成育医療研
究センター

理事長

小児血液悪性疾患及び非腫瘍性疾患に対するトレオ
スルファン併用移植前処置の医師主導治験のプロト

コール作成／ＡＭＥＤ／梅田　雄嗣
梅田　雄嗣 小児科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長



5,666,700 委

63,898,900 委

47,356,556 委

13,000,000 委

73,798,835 委

3,510,000 委

4,132,000 委

700,000 委

130,000 委

10,000 委

220,000 委

切除不能肝細胞癌におけるアテゾリズマブ＋ベバシズ
マブ併用療法、外科的切除を用いた集学的治療の安
全性、有効性を検討する多施設共同第ＩＩ相臨床研究

（　研究略名：　ＲＡＣＢ　）

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科

公益財団法
人パブリック
ヘルスリサー
チセンター理

事長

切除不能な肝門部領域胆管癌に対する生体肝移植
／ＡＭＥＤ／波多野悦朗／代表：熊本大学・日比班

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科
国立大学法
人熊本大学

切除不能肝細胞癌におけるアテゾリズマブ＋ベバシズ
マブ併用療法、外科的切除を用いた集学的治療の安
全性、有効性を検討する多施設共同第　ＩＩ　相臨床研
究　付随研究：治療効果および有害事象予測のバイ

オマーカーの探索／国立国際医療研究センター／波
多野　悦朗

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科

国立研究開
発法人国立
国際医療研
究センター

理事長

成人固形がんに対する標準治療確立のための基盤研
究（２０２０－Ｊ－３）　分担課題名：放射線治療を含む標
準治療確立のための多施設共同研究／国立がん研
究センター研究開発費／溝脇　尚志／大江　裕一郎

班

溝脇　尚志 放射線治療科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

成人固形がんに対する標準治療確立のための基盤研
究（２０２０－Ｊ－３）　分担研究課題名：肝胆膵がんに対
する標準治療確立のための多施設共同研究／国立
がん研究センター研究開発費／波多野　悦朗／大江

裕一郎班

波多野　悦朗 肝胆膵・移植外科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

腎臓病において組織障害と修復を制御する微小環境
の解明と医学応用／ＡＭＥＤ／柳田　素子

柳田　素子 腎臓内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

成人Ｔ細胞白血病／リンパ腫の治癒を目指したＨＴＬ
Ｖ－１ウイルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立：薬

事承認を目的とした第ＩＩ相医師主導治験／ＡＭＥＤ再
委託／国立病院機構九州がんセンター・末廣　陽子
班／Ｒ５．７まで進藤　岳郎→Ｒ５．．８より阪本貴士）

阪本　貴士 血液内科

独立行政法
人国立病院

機構　九州が
んセンター

院長

診断・治療適用のための光超音波３Ｄイメージングに
よる革新的画像診断装置の開発／臨床研究（皮弁術
前計画及び乳がん診断応用開発）／ＡＭＥＤ／齊藤

晋

齊藤　晋 形成外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

人工骨単独で固定可能な高精度かつ低侵襲な次世
代膝周囲骨切り術　用インプラント開発／ＡＭＥＤ橋渡

しプログラム／栗山新一
栗山　新一 整形外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

神経－免疫ネットワーク変容と光センシング機構破綻
の修復に資する自然免疫記憶を用いた難治性視覚障
害に対する革新的治療の開発／ＡＭＥＤ／畑　匡侑

畑　匡侑 眼科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

神経膠腫に対するロムスチン療法とプロカルバジン、
ロムスチン、ビンクリスチン併用療法に関する研究開発

／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝
荒川　芳輝 脳神経外科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長



39,000 委

33,000 委

1,950,000 委

2,600,000 委

1,300,000 委

3,900,000 委

1,040,000 委

130,000 委

260,000 委

23,999,300 委

前立腺がん高特異度二次検査マーカーＰＳＡ　Ｇ－Ｉｎ
ｄｅｘに対する前臨床試験／分担研究開発課題名：コ
ホート検体管理提供、診断性能評価／赤松　秀輔→
後藤　崇之／公益財団法人がん研究会・植田　幸嗣

班

後藤　崇之 泌尿器科
公益財団法
人がん研究
会　理事長

全世代対応型遠隔メンタルヘルスケアシステム（ＫＯＫ
ＯＲＯＢＯ－Ｊ）によるメンタルヘルスプラットフォームの
開発・社会実装拠点に関する京都大学による研究開

発／ＪＳＴ・研究成果展開事業／磯部　昌憲

磯部　昌憲 精神科神経科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

先天的／後天的構造多型に着目した免疫／精神疾
患病態解明に関する研究開発　／ＡＭＥＤ再委託・理

化学研究所／森信　暁雄
森信　暁雄 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人理化

学研究所　契
約担当役　外
部資金室長

先天的・後天的ゲノム情報と臨床情報を用いた関節リ
ウマチの層別化基盤の構築／ＡＭＥＤ／森信　暁雄

／代表：理研・寺尾班
森信　暁雄 免疫・膠原病内科

国立研究開
発法人理化

学研究所　契
約担当役　外
部資金室長

切除不能進行がんおよび転移・再発固形がん患者に
対するＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐａｔｉｅｎｔ－Ｒｅｐｏｒｔｅｄ　Ｏｕｔｃｏｍｅ
（ｅＰＲＯ）　モニタリングの有用性を検証する多施設共
同非盲検ランダム化比較試験　〔研究名略称：ＰＲＯ－

ＭＯＴＥ〕

川口　展子 腫瘍内科

公益財団法
人パブリック
ヘルスリサー
チセンター理

事長

摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科
学的エビデンスの創出／ＡＭＥＤ／磯部　昌憲／代

表：国立精神・神経医療研究センター・関口敦
磯部　昌憲 精神科神経科

国立研究開
発法人　国立
精神・神経医
療研究セン

ター　理事長

切除不能局所進行食道癌に対する標準治療確立の
ための研究／ＡＭＥＤ再委託（国立がん研究セン

ター・大幸班）／角田　茂
角田　茂 消化管外科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

臓器連関の包括的理解に基づく認知症関連疾患の
克服に向けて／ムーンショット型研究開発事業／髙橋

良輔
髙橋　良輔 脳神経内科

国立研究開
発法人科学
技術振興機

構　分任研究
契約担当者
契約部長

早期関節リウマチの滑膜と末梢血情報による予後予
測モデルの構築／ＡＭＥＤ／森信　曉雄／代表：国立

大学法人東京大学・藤尾班
森信　暁雄 免疫・膠原病内科

国立大学法
人東京大学

早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射線治療
線量増加ランダム化比較試験／吉村　通央／ＡＭＥＤ

再委託（広島大学・村上祐司　代表）
井上　実 放射線治療科

国立大学法
人広島大学

学長



260,000 委

6,500,000 委

84,500,000 委

6,500,000 委

49,920,000 委

100,000 委

18,720,000 委

3,250,000 委

19,500,000 委

10,000 委
特定非営利活動法人　日本脳神経血管内治療学会
データベースを用いた観察研究　Ｐｉｐｅｌｉｎｅ　Ｆｌｅｘ　フ

ローダイバーターシステム
石井　暁 脳神経外科

特定非営利
活動法人日
本脳神経血
管内治療学
会　理事長

糖尿病根治を目指したＭＹＣＬによるリプログラミングを
介した膵島再生医療の開発／穴澤　貴行／東京大

学・山田泰広班
穴澤　貴行 臓器移植医療部

国立大学法
人東京大学

動体追尾強度変調回転放射線治療技術の開発と実
行可能性臨床試験／ＡＭＥＤ／溝脇　尚志

溝脇　尚志 放射線治療科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

転移性尿路上皮がんに対する逐次薬物利用における
リキッドバイオプシーの有用性を検討する多施設共同
前向き観察研究／国立大学法人筑波大学／小林　恭

小林　恭 泌尿器科 筑波大学

電子カルテと連携した薬液バッグの遠隔自動切り換え
装置の開発／ＡＭＥＤ／金井　雅史

金井　雅史 腫瘍内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

代謝経路に着目したサルコイドーシスの新規治療に
関する研究開発／ＡＭＥＤ／中溝　聡

中溝　聡 皮膚科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

超低侵襲リアルタイムアダプティ（ＲＡ）放射線治療の
実現／ＡＭＥＤ／溝脇　尚志

溝脇　尚志 放射線治療科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

多系統萎縮症霊長類モデルとミトコンドリア機能イメー
ジングバイオマーカーの開発／ＡＭＥＤ／上村　紀仁

上村　紀仁 脳神経内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

多細胞間相互作用による皮膚バリアの適応・修復機序
の解明／ＡＭＥＤ／椛島　健治

椛島　健治 皮膚科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

造影病変全切除可能な初発膠芽腫に対する標準的
手術法確立に関する研究／ＡＭＥＤ（再委託）／荒川

芳輝（代表：山形大学・園田班）
荒川　芳輝 脳神経外科

国立大学法
人山形大学
飯田キャンパ

ス長



10,000 委

200,000 委

68,500,000 委

4,550,000 委

650,000 委

1,300,000 委

330,000 委

11,050,000 委

650,000 委

5,200,000 委

100,000 委

標準治療前からのがん遺伝子パネル検査に基づく治
療の有効性に関するバスケット試験：ＦＩＲＳＴ－Ｔｘ　ｓｔ

ｕｄｙ／ＡＭＥＤ／武藤　学
武藤　学 腫瘍内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

放射線治療に関わるトランスレーショナルリサーチ実
施体制構築／試料集積の方法検討、トランスレーショ

ナル実施案検討（２０２１－Ａ－８）
坂中　克行 放射線治療科

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン
ター　理事長

肺動脈性肺高血圧症に対する治療薬としての　ＴＲＰ
Ｃ３／６阻害薬Ｌ８６２の有効性についての治験準備／

ＡＭＥＤ／中川　靖章／代表：信州大学・桑原班
中川　靖章 循環器内科

国立大学法
人信州大学
分任契約担
当役　理事

肥大型心筋症患者における診療の実態調査および突
然死／拡張相への移行に関する新規予測プログラム
の開発とその検証／木村剛（Ｒ３まで）→加藤　貴雄
（Ｒ４より）／国立循環器病研究センター・泉　知里班

加藤　貴雄
先端医療研究開発機

構

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

脳卒中超急性期臨床試験における適切な同意手続き
の確立に関する研究／国立研究開発法人国立循環

器病研究センター・福田真弓班／渡邉　　卓也
渡邉　卓也 倫理支援部

国立研究開
発法人　国立
循環器病研
究センター

理事長

肺癌患者を対象とした臨床試験における有効性およ
び安全性の評価に関する統計解析的研究

森田　智視
先端医療研究開発機

構
宝塚市病院
事業管理者

日米医学協力計画を基軸としたＨＩＶ感染症制圧に関
する研究／ＡＭＥＤ／高折　晃史

高折　晃史 血液内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

日米医学協力計画を基軸にしたアジアの栄養・代謝
に関する疫学・介入研究と人材育成／ＡＭＥＤ／原田

雅之／代表：岐阜大学　矢部大介
原田　範雄

糖尿病・内分泌・栄養
内科

国立大学法
人東海国立

大学機構　機
構長

内視鏡外科手術動画等を用いた多施設データベース
の構築及び利活用／国立研究開発法人国立がん研

究センター／肥田　侯矢
肥田　侯矢 消化管外科

国立研究開
発法人国立

がん研究セン
ター　理事長

難治性小児がんの時空的多様性の解明と新規創薬の
開発／ＡＭＥＤ／滝田　順子

滝田　順子 小児科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

特定非営利活動法人　日本脳神経血管内治療学会
データベースを用いた観察研究　－Ｓｕｒｐａｓｓ　Ｓｔｒｅａ

ｍｌｉｎｅ　フローダイバーターシステム－
石井　暁 脳神経外科

特定非営利
活動法人日
本脳神経血
管内治療学
会　理事長
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薬剤耐性菌の超高精度網羅的解析とその手法の開
発／ＡＭＥＤ／津田裕介

津田　裕介 検査部

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

薬物療法により臨床的完全奏効が得られたＨＥＲ２陽
性原発乳癌に対する非切除療法の有効性に関する単
群検証的試験／ＡＭＥＤ再委託（群馬県立がんセン

ター・藤澤班）／吉村通央

吉村　通央 放射線治療科

群馬県立が
んセンター
院長　柳田

康弘

慢性膵炎等に対する膵全摘術に伴う自家膵島移植術
の先進医療制度下多施設共同試験／分担研究開発
課題名：自家膵島移植の臨床試験の申請承認と実施
／穴澤　貴行／国立国際医療研究センター・霜田班

穴澤　貴行 臓器移植医療部

国立研究開
発法人国立
国際医療研
究センター

理事長

免疫担当細胞ｅＱＴＬ　データを用いた免疫介在性疾
患ゲノム情報からの層別化および予後予測モデルの
構築／ＡＭＥＤ再委託・東京大学（藤尾）／森信　暁

雄

森信　暁雄 免疫・膠原病内科

国立大学法
人東京大学

総長　代理人
医学部附属

病院　事務部
長

末梢神経損傷に対する同種臍帯由来間葉系細胞を
用いた三次元神経導管移植治療法の開発／ＡＭＥＤ

／池口良輔
池口　良輔 リハビリテーション科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

慢性中心性漿液性脈絡網膜症に対するレーザー照
射エネルギー減量光線力学的療法の有効性及び安
全性を検証する医師主導治験／ＡＭＥＤ／三宅　正

裕

三宅　正裕 眼科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

本邦のシュニッツラー症候群患者の急性期炎症所見
に対するカナキヌマブを用いた多施設医師主導治験

／ＡＭＥＤ／神戸　直智
神戸　直智 皮膚科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

末梢血循環ｎｏｎ－ｃｏｄｉｎｇ　ＲＮＡを用いた白血病早
期診断法・微小病変評価法の開発／ＡＭＥＤ／阪本

貴士
阪本　貴士 血液内科

国立研究開
発法人　日本
医療研究開

発機構　契約
担当職　理事

長

脳神経外科

国立大学法
人　金沢大学
学長　和田

隆志

臨床病期Ｉ－ＩＶＡ（Ｔ４を除く）胸部上中部食道扁平上
皮癌に対する予防的鎖骨上リンパ節郭清省略に関す
るランダム化比較試験／ＡＭＥＤ再委託（静岡県立静

岡がんセンター・坪佐班）／角田　茂

角田　茂 消化管外科
静岡県立静
岡がんセン
ター　局長

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究
のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

膠芽腫の標準治療後病勢を診断する血液バイオマー
カーの実用化／臨床検体の提供／ＡＭＥＤ／荒川

芳輝／代表：金沢大学・中田班
荒川　芳輝
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地域医療システム学講座（寄
附）
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 
医の倫理委員会会議録の作成 
医の倫理委員会作業手順書、委員名簿、及び会議録概要等の公表 
研究者等への教育研修 
医の倫理委員会委員及び事務局員への教育研修 
年次報告及び中止・終了報告 
研究者、研究責任者及び研究機関の長の責務 
試料・情報の保管及び他の機関等の試料・情報の利用等 
迅速審査に関する手順 
多機関共同研究についての事務手続き及び審査の方針 
重篤な有害事象・安全性情報の報告 
専門小委員会の運用にかかる手順書 
不適合に関する報告 
中央倫理審査委員会としての一括審査 
外部機関の倫理委員会への審査依頼 
 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 
 利益相反マネジメントの原則、利益相反審査に係る審議体制・手続き等 
 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年5回 



 ・研修の主な内容 

臨床研究等倫理講習会 

令和5年度 臨床研究等倫理講習会 

1.開会挨拶 

2.研究に関するインフォームドコンセントについて 

3.倫理指針における個人情報保護法の解釈の注意点‐仮名加工情報等を中心に‐ 

4.先端医療研究開発機構(iACT)における研究支援の紹介 

 

令和5年度 ヒトES細胞倫理講習会 

1.開会挨拶 

2.「ヒトES細胞研究及び生殖細胞作成研究に関連する指針について」 

3.「生殖細胞作製研究に関する倫理的課題と意識調査」  

 

倫理審査委員教育研修会 

令和5年度 第1回 

1.開会挨拶 

2.研究に関するインフォームドコンセントについて 

3.倫理指針における個人情報保護法の解釈の注意点‐仮名加工情報等を中心に‐ 

4.先端医療研究開発機構(iACT)における研究支援の紹介 

 

令和5年度 第2回 

倫理指針の改正及び倫理審査申請について 

 
令和5年度 第3回 
監査とは＆監査の目線でみた臨床研究法研究 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

京大病院では、単に自立して診療ができるだけでなく、将来的にその領域でリーダーシップが

とれるような実力のある専門医の養成をめざしている。 

こうした専門医になるためには、固定化した医療環境で、漫然と日常診療をこなすだけでは不

十分であり、系統的なプログラムにもとづき、優れた指導医のもとで、さまざまな医療環境を経

験することが必要となる。 

 京大病院は、レベルの高い魅力的な第一線の医療機関が関連病院としてリンクしていることで

有名であり、活発に人事交流することが実力のある臨床医を育成する原動力になっている。プロ

グラムは、こうしたアクティビティの高い病院での修練が包括されたものとなっている。その中

で大学においては若い医師たちが真摯で刺激的なディスカッションを重ねながら、挑戦的で先進

的な課題に取り組む環境が形成されており、京大病院の実績と力に結びついている。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １６９人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山下 浩平 血液内科 准教授 ３１年  

植田 洋平 糖尿病・内分泌・栄養内科 助教 １５年  

尾野 亘 循環器内科 教授 ３４年  

山本 修司 消化器内科 助教 ２６年  

平井 豊博 呼吸器内科 教授 ３６年  

森信  暁雄 免疫・膠原病内科 教授 ３６年  

大鶴 繁 救急科 教授 ２７年  

葛谷 聡 脳神経内科 准教授 ２８年  

柳田 素子 腎臓内科 教授 ３０年  

松原 淳一 腫瘍内科 准教授 ２４年  

小濵 和貴 消化管外科 教授 ２９年  

増田 慎三 乳腺外科 教授 ３１年  

伊藤 孝司 肝胆膵・移植外科 講師 ２６年  

長井 和之 小児外科 講師 ２４年  

湊谷 謙司 心臓血管外科 教授 ３８年  

伊達 洋至 呼吸器外科 教授 ４０年  

荒川 芳輝 脳神経外科 教授 ２７年  



上田 奈央子 眼科 特定病院助教 ２４年  

大森 孝一 
耳鼻咽喉科・ 
頭頸部外科 

教授 ４０年  

大槻 文悟 整形外科 准教授 ２７年  

森本 尚樹 形成外科 教授 ３１年  

千草 義継 産科婦人科 講師 ２１年  

齊藤 亮一 泌尿器科 准教授 ２５年  

江木 盛時 麻酔科 教授 ２５年  

滝田 順子 小児科 教授 ３３年  

吉村 通央 放射線治療科 准教授 ２７年  

中本 裕士 放射線診断科 教授 ３３年  

椛島 健治 皮膚科 教授 ２８年  

磯部 昌憲 精神科神経科 助教 １９年  

池口 良輔 リハビリテーション科 教授 ３２年  

羽賀 博典 病理診断科 教授 ３３年  

長尾 美紀 検査部･感染制御部 教授 ２５年  

中尾 一祐 歯科口腔外科 准教授 ２２年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 
(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

1. 研修の主な内容 薬剤師を対象に、調剤業務・病棟薬剤師業務、医薬品安全管理について

の知識・技能を修得するための講義研修および症例検討会、臨床上の課

題を発見・解決する能力を養うためのセミナーを実施した。 

研修の期間･実施回数 令和5年4月1日～令和6年3月31日 計83回 

研修の参加人数 各10〜58名 

2. 研修の主な内容 「看護部IVナース認定プログラム」に基づき、下記対象者に下記講
義と演習・試験を実施した。 

①レベルⅡ（新規入職看護師対象）に薬剤・安全管理・感染管理・
CVポート・PICCの管理・テープ固定時の皮膚障害予防、末梢血管
確保・CVポート穿刺演習 

②レベルⅢ（レベルⅡを指導する者対象；インストラクター）に輸
液管理・生物学的製剤・UKカテーテル・輸血管理・アナフィラキ
シー・造影剤・IVインストラクター講習 

③レベルⅣ（レベルⅢ認定者対象）抗がん薬の基礎知識、抗がん薬
投与における末梢静脈穿刺 

研修の期間･実施回数 のべ910時間、441回（在宅研修・動画講義視聴を含む） 

研修の参加人数 のべ795人 

3. 研修の主な内容 下記の対象者研修を実施した。 
4/1採用者研修・中途採用者研修・勤務復帰者研修、新人看護師・卒後
2年看護師・卒後3年看護師・卒後4年看護師研修等を行った。 

研修の期間･実施回数 のべ1328時間35分 
235回（在宅研修・オンラインライブ研修・動画講義視聴を含む） 

研修の参加人数 のべ2345人 

4. 研修の主な内容 ICU・CCU/HCU新規入職看護師を対象に「透析看護認定研修」として、
「腎不全の病態と血液浄化療法」「血液浄化療法の記録」「血液浄化
用訪中の看護」「血液浄化療法について」「血液浄化療法の実際」つ
いての講義・演習・試験を実施した。 

 研修の期間･実施回数 85時間30分、55回（動画講義視聴を含む） 

 研修の参加人数 のべ86人 
 

5.研修の主な内容 臨床検査技師を対象に、以下の研修を実施した。 

1．新規採用者研修：事務手続き 

2．新規採用者研修：病院（当院の概要） 

3．新規採用者研修：職員として大切なこと（接遇関連） 

4．新規採用者研修：検査部について 

5．新規採用者研修：臨床検査について 

6．新規採用者研修：臨床検査の精度管理（ISO15189を交えて） 

7．新規採用者研修：外来採血室（採血における注意点 RFIDと患者対



応） 

8．ISO必修トレ－ニング 

①品質マネジメントシステム：令和5年9月4日～令和6年3月31日 

②災害対策：令和5年9月4日～令和6年3月31日 

③倫理：令和6年1月29日～3月31日 

④化学物質の取扱い：令和5年9月4日～令和6年3月31日 

⑤患者情報の守秘義務：令和5年9月4日～令和6年3月31日 

⑥医療安全の講習会（病院指定 年2回）令和5年度 

⑦感染対策の講習会（病院指定 年2回）令和5年度 

9．Clinical Laboratory Conference（CLC 部内研修会） 

173回：急性期虚血性脳卒中の治療は時間との闘い！:令和5年4月26

日 

174回：細胞療法のおける臨床検査の果たす役割:令和5年5月18日 

175回：CCMTの業務について:令和5年6月28日 

176回：フレキシブルな認定範囲の管理について:令和5年7月19日 

177回：消化器癌分子標的療法の「これまで」と「これから」: 令和5

年9月13日 

178回：培養検査の自動化 ～全自動塗抹培養装置 WASPLabについて:

令和5年10月11日 

179回：看護師が行う病棟採血:令和5年11月15日 

180回：若手スキルアップ講習 (輸血、微生物):令和5年12月13日 

181回：甲状腺ホルモン検査の現況:令和6年1月17日 

182回：若手スキルアップ講習（凝固、細胞分析、化学）:令和6年2

月14日 

183回：検査部活動報告:令和6年3月13日 

研修の期間･実施回数 各年1回（1－7：令和5年4月3～4日、8－①、②、④、⑤: 令和5年9月4

日～令和6年3月31日、③: 令和6年1月29日～令和6年3月31日） 

各年2回（8－⑥、⑦: 令和5年4月1日～令和6年10月31日） 

9:173回:令和5年4月26日、174回:令和5年5月18日、175回:令和5年6月28

日、176回:令和5年7月19日、177回:令和5年9月13日、178回:令和5年10

月11日、179回:令和5年11月15日、180回:令和5年12月13日、181回:令和

6年1月17日、182回:令和6年2月14日、183回:令和6年3月13日） 

研修の参加人数 ・1～7は3名、8は120名 

(新型コロナ感染拡大防止のため、今回は各自ｗｅｂ） 

・9 各自Web 20～50人 

6.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の研修を実施した。 

1.Let's create a new era together ! -4th season- 

2.診放技師はSXに対してどう生き残るのか？ 

3.「京大病院の放射線部という職場環境」：副技師長としての抱負 

4.タスクシフト/シェアを考える 

5.木曜会の変遷 



6. MRの安全確認 

7.交代勤務中によく検査するシリーズ -脳梗塞と肺塞栓- 

8.木曜会への思い，過去から未来へ 

研修の期間･実施回数 各30分、8回 

（1.令和5年4月27日、2.5月11日、3.5月18日、4.5月25日、5.6月8日、

6.6月29日、7.11月30日、8.令和6年3月14日） 

研修の参加人数 （1.39名、2.43名、3.40名、4.42名、5.37名、6.34名、7.34名、8.38

名） 

7.研修の主な内容 看護師・臨床工学技士を対象に、人工呼吸器・血液浄化・除細動器・

人工心肺装置及び補助循環装置・閉鎖式保育器・新規医療機器の安全

な使用方法について実施した。 

研修の期間･実施回数 計84回（令和5年4月1日～令和6年3月31日）及びe-ラーニング 

研修の参加人数 1,932名 

8.研修の主な内容 管理栄養士を対象に、以下の研修を実施した。 

令和５年全国国立大学病院栄養部門会議研修会 第６回Basicコース 

研修の期間･実施回数 令和5年10月19～20日 

研修の参加人数 48名 

9.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、学術論文の作成につ

いての研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分、1回（令和5年9月25日） 

研修の参加人数 22人 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

1.研修の主な内容 薬剤師を対象に、医薬品情報管理に関する研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 令和5年4月1日～令和6年3月31日 計9回 

研修の参加人数 各29〜47名 

2.研修の主な内容 看護師を対象に、管理者研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 のべ16時間15分、7回 

研修の参加人数 のべ139人 

3.研修の主な内容 検査部の職員を対象に、以下の研修を行った。 

1．検査室の環境（インシデントレポートに伴う集合教育）: 令和5年6

月2～9日 

2．フレキシブルな認定範囲の管理: 令和5年6月19～23日、7月3～7日 

3．超音波診断装置LOGIQ E10 2号機の取扱い説明会:令和5年6月29～30

日 

4．分析装置メンテナンス研修（ミュータスワコーG1:微生物）:令和5年6

月7～8日 

5．コールドルーム脱出訓練:令和5年7月19～26日 

6．脳死判定について学ぶ:令和5年7月7～13日 



7．感受性試験実施方法の再確認:令和5年10月17日 

8．室温湿度が規定温度から外れた時の対応に関する周知:令和5年11月28

～29日 

9．脳波検査カンファレンス:令和5年11月8日,12月6日,令和6年1月24日, 

2月21日 

10．令和5年度日臨技サーベイランス回答について（輸血検査）:令和5

年12月27日 

11．脳波検査 投書に伴う集合教育:令和6年2月6～14日 

12．心電図検査（インシデントレポートに伴う集合教育）:令和6年2月6

～13日 

13．心エコー勉強会:令和6年2月5日,6日,8日 

14．第6回サーベイランス是正処置周知の為の集合教育:令和6年2月20～

28日 

研修の期間･実施回数 各1回～数回 

1:令和5年6月7～8日、2: 令和5年6月19～23日、7月3～7日、3: 令和5年6

月29～30日、 

4: 令和5年6月7～8日、5: 令和5年7月19～26日、6: 令和5年7月7～13日

、7: 令和5年10月17日、 

8: 令和5年11月28～29日、9: 令和5年11月8日,12月6日,令和6年1月24日

,2月21日、 

10:令和5年12月27日、11:令和6年2月6～14日、12:令和6年2月6～13日、 

13:令和6年2月5日,6日,8日、14:令和6年2月20～28日 

研修の参加人数 1:24人、2:17人/5人、3:8人、4:6人、5:10人、6:22人、7:6人、8:29人、 

9:9人/6人/9人、10:5人、11:22人、12:22人、13:4人/4人/6人、 

14:117人 

4.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の管理業務に関する研修を行った。 

・総務管理 

・医療安全管理 

・感染対策管理 

・情報管理 

・学術法規・災害管理 

・治験・臨床研究管理 

・人材育成管理   

研修の期間･実施回数 令和5年4月3～5日（各1回） 

研修の参加人数 各9名 

5.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の診療業務に関する研修を行った。 

1.放射線治療に興味がわく話 

2.放射性医薬品の取扱い 

3.Deep Learning再構成を紐解く 

4.INRについて 

5.みんな興味あります？血管撮影なんて 



6. GliomaとIDH遺伝子 遺伝子型と全脳ネットワークの関連について 

7.Open-face maskを使用した頭部定位放射線治療における光学式患者ポ

ジショニングシステムの検出 ～ファントム実験 ～ 

8.大動脈弓部を対象とした3D T1-Weighted SPACE Black Blood MRIの最

適化～1.5T編～ 

9.当院CT検査におけるSTAT報告の現状 

10.下位胸椎SBRTにおける横隔膜位置変位が線量計算結果に及ぼす影響 

11.即時適応放射線治療における金属アーチファクトが合成CTに及ぼす

影響 

12.自動露出制御内蔵型FPDの管電圧特性と被写体厚特性 

13.3D-MRCP撮影の高速化についての検討 

研修の期間･実施回数 各30分、13回 

（1.令和5年6月15日、2.6月22日、3.7月13日、4.7月27日、5.8月17日、

6.8月31日、7.9月7日、8.9月14日、9.10月5日、10.11月2日、11.11月9

日、12.11月16日、13.12月7日） 

研修の参加人数 （1.35名、2.37名、3.36名、4.30名、5.43名、6.34名、7.33名、8.30名

、9.27名、10.31名、11.30名、12.31名、13.27名） 

6.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の他大等との学術交流会を実施した。 

第9回三大学学術交流会 医療安全・・・うちではこんなことやっていま

す、「一般撮影における転倒防止対策 撮影者が撮影室で行うリスクア

セスメント」、「医療安全文化を構築するために・・・いちではこんな

ことやっています」、「造影剤アレルギーの対応と訓練～くしゃみだヨ

！全員集合」 

研修の期間･実施回数 60分、令和5年7月7日 

研修の参加人数 21名 

7.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の他大等との学術交流会を実施した。 

東大・京大・がんセンター放射線先端学術交流会(第1部) 放射線先端学

術に関する報告、「スタンフォード大学における先端研究の経験」、「

当院における転移性脊椎腫瘍に対する隊幹部定位放射線治療」、（第2

部)放射線診療に寄与する人工知能技術、「Hello, DL-Spectral CT! ～

予測と仮想の世界への誘い」 

研修の期間･実施回数 90分、令和5年10月13日  

研修の参加人数 34名 

8.研修の主な内容 医療器材部職員を対象に臨床工学技士の業務範囲追加に伴う厚生労働大

臣指定による研修（基礎研修） 

研修の期間･実施回数 令和5年度・e-ラーニング 

研修の参加人数 13名 

9.研修の主な内容 高カリウム血症治療薬について、GLP-1受容体作動薬について、 

栄養補助飲料へのとろみの付け方、食物アレルギーの現状と課題 他 

研修の期間･実施回数 年間13回 

研修の参加人数 1回約20名 



10.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、医療安全（部署で生じ

たインシデント・リスクの共有）についての研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分、1回（令和5年5月29日） 

研修の参加人数 23人 

11.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に，感染対策とPPEの適切な

装着に関する実技研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分，１回（令和5年6月26日） 

研修の参加人数 27人 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 髙折 晃史 

  管理担当者氏名 総務課長         植村 博樹   医務課長     西井 美歩 
医療サービス課長 藤岡 一敏     臨床研究戦略課  藤村 浩樹 
医療安全管理室長 松村 由美     医療情報企画部長 黒田 知宏 
感染制御部長   長尾 美紀     薬剤部長     寺田 智祐     
医療器材部長     小濵 和貴     倫理支援部       中山 健夫 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・カルテは電子カルテ
と紙カルテの2種類を管
理及び保管している。 
・2005年に電子カルテ
を導入しており、それ
以前の紙カルテについ
ては20年の保存期間を
設けて病歴管理室にて
保管している。また、
紙媒体で生成される各
種検査資料及び同意書
等については、原則、
電子印章付きのスキャ
ナで取り込み、電子デ
ータを原本として電子
カルテに保存している
。 
・画像フィルムは、201
3年4月に全てのモダリ
ティのフィルムレス化
を実施しており、それ
以降原則、現物保管は
していない。 
・カルテを病院外に持
ち出すことは個人情報
保護のため認めていな
い。 

各科診療日誌 医療情報企画部 
・医務課 

処方せん 薬剤部 
手術記録 医療情報企画部 

・医務課 
看護記録 医療情報企画部 

・医務課 
検査所見記録 医療情報企画部 

・医務課 
エックス線写真 医療情報企画部 

・医務課 
紹介状 医療情報企画部 

・医務課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報企画部 
・医務課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 

高度の医療の提供の実績 医務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医療サービス課・ 
倫理支援部・ 
臨床研究戦略課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医務課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医務課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十

一
第
一
項
に
掲
げ

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療機関内における事故報告等 医療安全管理室・ 



 
 

の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療サービス課  
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療器材部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療器材部・ 
医療サービス課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療器材部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

 
医療器材部 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療サービス課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室・ 
医療サービス課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療サービス課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療サービス課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療サービス課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療サービス課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

監査室・ 
医療サービス課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　　0　　　　件

国 延　　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　　0　　　　件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　植村  博樹

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別

　閲覧の手続の概要

 　 １．閲覧申込　　総務課
  　２．承認者　　　 事務部長
  　３．閲覧方法　　指定した日時総務課内
  　４．返却方法　　当日総務課へ返却

　閲覧責任者氏名 　事務部長　久保　公四郎

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課内

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

１．計画 　　   2．現状

（様式第6）



 
 
 

 

規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

１．基本理念 
２．組織と体制 
３．医療事故収集とサーベイランス 
４．重大事故発生時の報告体制 
５．安全管理に係る研修の実施 
６．マニュアル・対応指針等の作成 
７．診療情報等の共有と開示 
８．患者および家族からの相談等への対応 
９．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

１．本院における医療事故の防止及び医療の安全性確保に関すること。 
２．本院において重大な問題その他、委員会において取り扱うことが適

当な問題が発生した場合における、速やかな原因究明のための調査
及び分析に関すること。 

３．２．の分析の結果を活用した、医療に係る安全の確保を目的とした
改善のための方策の立案及び実施、並びに職員等への周知に関する
こと。 

４．３．の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該
方策の見直しに関すること。 

５．医療に係る安全管理のため、職員等の医療の安全に関する意識、他
の職員等と相互に連携して業務を行うことについての認識、業務を
安全に行うための技能の向上等を目的として、医療に係る安全管理
のための基本的な事項及び具体的な方策についての職員等研修に関
すること。 

６．医療に関する安全管理指針の策定及び変更に関すること。 
７．その他医療安全管理に関すること。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年11回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『患者安全の基本』 
２. 『情報セキュリティを取り巻く話題』  
３. 『ヒューマンファクターズとしてのメンタルヘルス』 
４. 『安全文化の醸成』 
５. 『チーミング』  
６. 『エラーに学び害を防止する』 
７. 『臨床におけるリスクの理解とマネジメント』 
８. 『品質改善の手法』 
９. 『患者や介護者と協同する』 
１０. 『コミュニケーション』 
１１．『投薬の安全性を改善する』 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．各種安全管理マニュアル・指針等の整備と運用状況のモニター、改

 



 
 
 

 
訂作業 

２．安全に関する部門連携・委員会活動 
・医療安全管理委員会の定期開催 
・リスクマネージャー会議の定期開催 
・医療安全、医薬品安全管理、医療機器安全管理、臨床研究安全管
理、医療放射線安全管理に関する小委員会の定期開催 

・多職種間（部門横断的）インシデント検討会の定期開催 
・各種WG開催 
・高難度医療・未承認医薬品等管理室との連携 

３．職員への安全教育 
・e-learning、院内事例報告会 
・医療安全ニュース、周知依頼事項の配信 
・リスクマネージャーメールマガジンの発行 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・感染対策に関する基本方針 
・感染対策組織の概要 
・各種委員会および会議の開催 
・感染制御部（ICT）の業務内容 
・感染アウトブレイク（集団発生）時の対応 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年126回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

１．院内感染対策委員会    1回/月（必要に応じて随時開催）  
２. AST会議          1回/週（必要に応じて随時開催） 
３. ICT会議          1回/週（必要に応じて随時開催）  
４．感染対策業務会議     必要に応じて随時開催 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年4回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『標準予防策（新規・中途採用者・復職者）』 
２．『標準予防策』 
３．『手指衛生』 
４．『PPE』 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．感染対策サーベイランスの実施  
・薬剤耐性菌サーベイランス 
・中心静脈カテーテル関連血流感染（CLABSI）サーベイランス 
・カテーテル由来血流感染（CRBSI）サーベイランス 
・手術部位感染サーベイランス 
・抗菌薬サーベイランス 
・手指消毒剤使用量サーベイランス 
・手指衛生モニタリング 

２．職業感染防止及び血液体液曝露後の対策 
・入職時の抗体価確認（B型肝炎、麻疹、水痘、ムンプス、風疹） 
・ワクチン接種（B型肝炎、インフルエンザ、麻疹、水痘、風疹、ムンプス） 
・針刺し防止マニュアル作成・周知、針刺し防止器材の積極的な導入 
・職業感染曝露後の対応 

-針刺し、血液・体液曝露対応（検査、ワクチン、グロブリン、予防投薬等） 
-結核（IGRA：インターフェロン-γ遊離試験、予防投薬） 
-小児ウイルス性疾患（抗体確認、緊急ワクチン接種、休務規定） 
-インフルエンザ（検査、休務規定、予防投薬） 

・結核感染高リスク部署の職員への結核定期検診 
・透析スタッフへの肝炎検査 

     ３．新型コロナウイルス対策 
・適時マニュアルを改訂し全職員へ周知 
・感染対策担当者やICTによるラウンドを実施 
・症状サーベイランスの継続 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年70回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

医薬品関連の事故防止に係る本院職員の意識向上と知識習得のため次の通り研修会を実施した。 
 
医師・看護師・薬剤師対象 
1.院内動画配信（e-learning） 令和5年4月〜 1回 
・医薬品の安全使用について 
病棟スタッフ対象 
1.看護師・医師を主な対象とした研修会 22回 
 ・医薬品の使用上の注意点等について 
薬剤師対象 
1.採用医薬品説明会 9回 
  ・新規採用医薬品の説明と位置づけ 
・添付文書改訂情報､安全性情報､医薬品の取扱い情報 
2.薬剤部部員会 12回 
  ・警鐘すべきインシデント事例の情報共有 
・再発防止策の検討と注意喚起 
3.薬剤部レジデント勉強会 22回 
  ・業務内容及び業務マニュアルの確認と解説 
・処方監査・疑義照会のポイント解説 
新採用者対象 
1.研修医・医師オリエンテーション講義（動画視聴）     令和5年4月2日 1回 
2.看護部新規採用者オリエンテーション講義（動画視聴）  令和5年4〜5月 1回 
3.薬剤部新入職員講義                                 令和5年4月1日 1回 
4.看護部静脈注射輸液管理認定プログラム講義（動画視聴）令和5年4〜5月 1回 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１.医薬品の採用に関すること 
２.医薬品の購入に関すること 
３.薬剤部における医薬品の管理に関すること 
４.病棟・各部門への医薬品の供給に関すること 
５.外来患者への医薬品使用に関すること 
６.病棟･外来･中央診療施設における医薬品の管理に関すること 
７.入院患者への医薬品使用に関すること 
８.医薬品の適正使用・安全使用に係る情報に関すること 
９.他施設（医療機関・薬局等）との連携に関すること 
以上の業務内容について、手順書に基づく業務の実施状況を確認した。医薬品安全管理補助者
の指名を受けた薬剤師が、チェックリスト「医薬品安全使用の業務手順書遵守確認票」を用い
て現場ラウンド及びヒアリングにより確認し、不十分な点は改善指導した。医薬品安全管理責
任者は結果の報告を受けるとともに、記入済みのチェックリストを確認した。 
・病棟・外来・中央診療棟：令和5年8月〜令和6年3月に実施 
・薬剤部：令和6年3月に実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 



 
 
 

 
別紙1「未承認等の医薬品の具体的な使用事例」のとおり 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1) 副薬剤部長1名が薬剤部リスクマネージャーを兼任し、毎週開催される医療安全小委員会に

て院内の情報を収集し、業務改善を協議すると共に、医薬品関連のインシデントレポートを
もとに薬剤部内に警鐘事例を周知している。また薬剤部長・副薬剤部長間でインシデント情
報を共有し、薬剤業務改善の方策を立てることで医薬品安全使用の質的改善を推進している
。 

2) 処方・注射オーダリングシステムに対し、インシデントレポートで提議された報告を基に
薬剤誤投与防止機能について運用を含めて修正し、医師の業務負担を軽減し、医療事故を
未然に防止すると共に、必要なデータベースを構築し、維持・管理している。 

3) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、医
薬品の採用・削除などの医薬品情報をアナウンスメールで発信している。アナウンスメー
ルしたものの中からピックアップして、リスクマネージャー会議で周知依頼するとともに
、周知状況を確認している。 

4) オーダリングシステムによる警告（相互作用、過量投与、アレルギー既往歴、妊婦禁忌、
等を含む）を通過した処方せんは、調剤時に薬剤師が電子カルテ記載内容を確認し、処方
内容に疑義がある場合は医師に照会している。適応外使用や禁忌の使用については「適応
外・禁忌・未承認薬データベース」に入力している。  

5) 入院患者の持参薬の内容確認を薬剤師が行い、患者と面談して服薬状況等を情報収集する
とともに、個々の患者に合わせたより適正な使用となるよう、医師に服薬計画を提案して
いる。 

6) 病棟薬剤師が電子カルテ上で処方内容評価をする際、用法･用量等のチェックに加えて、未
承認薬や適応外使用に該当しないか、禁忌に該当しないかを把握し、該当する場合は医師
に必要性を確認している。収集した情報は「適応外･禁忌･未承認薬データベース」に入力
している。医薬品安全管理補助者がデータベースの内容を確認してまとめ、医薬品安全管
理責任者に報告している。 

7) 医師との連携により、院外処方せん交付患者に対して初回投与時の抗がん薬の服薬指導を
行い、副作用等の説明及びその対処を指導して、医薬品安全使用を推進している。 

8) 外来患者の臨床検査値の一部を院外処方せんに記載し、保険薬局での処方監査時に検査値
を参照できるようにしている。また、保険薬局にて患者から聴き取った情報のうち、処方
医師への提供が望ましいと判断された内容を服薬情報提供書(トレーシングレポート)で受
け付けている。トレーシングレポートの送受信はFAXに加えて、電子的に管理できるシステ
ムを導入し、送受信に係る業務の効率化・処方医師と薬剤師の情報連携強化を推進してい
る。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

   
年91回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

１．放射線関連機器について 
○高度管理医療機器の研修として、以下の研修を実施した。 
診療用高エネルギー放射線発生装置と診療用放射線照射装置に関し以下の研修を実施した。 
1) 令和5年7月18日～8月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用高エネルギー放射

線発生装置の研修をwebにて実施した。（参加者47名） 
2) 令和5年7月18日～8月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用放射線照射装置の

研修をwebおよび中央診療棟地階 第6待合室にて実施した。（参加者40名） 
3) 令和6年1月22日～1月31日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用高エネルギー放射

線発生装置の研修をwebおよび中央診療棟地階 放射線治療エリアにて実施した。（参加者
60名） 

4) 令和6年1月23日～1月31日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用放射線照射装置の
研修をwebにて実施した。（参加者44名） 

＊欠席者に対しては資料確認により補講を実施した。 
 

２．ＭＥ関連機器について 
1) 令和5年度中に医師・看護師・臨床工学技士を対象として人工呼吸器・血液浄化装置・除

細動器・人工心肺装置及び補助循環装置等・閉鎖式保育器の安全な使用方法についての研
修を計24回実施した。除細動器及び人工呼吸器、血液浄化装置に関してはe-ラーニングで
の研修も実施している。 
その他医療機器・新規医療機器についての研修を計60回実施した。 

2) 令和5年4月に新人看護師、研修医を対象として、輸液・シリンジポンプ・人工呼吸器の使
用方法について研修を実施した。 

 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

１. 放射線関連機器について 
・放射線機器等については年度点検実施計画を作成し、各部門担当者を決めて以下の内容に

ついて定期的な点検を実施している。 
→機器の動作状況、設定状況、制御状況、画質の確認・検査・清掃・試験・調整・記録及
び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 

→日々の始業終業点検について、各部門において担当者を決めて点検表にて確認、記録及
び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 

→高度な技術を要する修理、定期点検はメーカーに依頼している。 
 

２. ＭＥ関連機器について 
      ・医療機器の点検周期に沿って、院内点検とメーカー点検を実施している。 

→臨床工学技士の点検においては、実施可能なバッテリー交換・各種センサー・フィルタ
ー等の定期交換を実施している。 

       →高度な技術を要する修理、定期点検はメーカーに依頼している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：該当なし 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 



 
 
 

 
１．放射線関連機器について 

・血管造影、CT･透視､MR､RI､放射線治療系の各部門において､多職種（医師、看護師、技師）
での品質管理（QA）委員会を､月例開催または2～3ヶ月に1回開催している｡ 

・一般撮影+血管造影+CT･透視グループ､MR+RIグループ､放射線治療の3つのグループにおいて
、診療放射線技師の定例会議を月例で開催している。 

 
２. ＭＥ関連機器について 

・医療機器に関する安全情報は医療安全管理室と協力して医療従事者に周知する体制をとっ
ている。 

・医療機器の安全使用を目的として、中央管理機種の統一を推し進めている。 
・電子カルテ用端末にて、中央管理を行っている機器の取扱い説明書が確認出来る。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
常勤医師の副病院長（医療安全担当）を医療安全管理責任者として配置している。また、医療安全
管理責任者は医療安全管理委員会の委員長であり、医療安全管理委員会のもとに医薬品安全管理小
委員会（委員長：医薬品安全管理責任者）、医療機器安全管理小委員会（委員長：医療機器安全管
理責任者）、医療放射線安全管理小委員会（委員長：医療放射線安全管理責任者）、臨床研究安全
管理小委員会（委員長：臨床研究安全管理責任者）を統括している体制となっている。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（8名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

(1) 原則として月 1回、電子カルテのアプリケーション「医薬品使用状況」などを用い、医薬品の
投薬及び注射の状況の把握を行っている。 

(2) 医薬品医療機器情報配信サービス（PMDA メディナビ）等を利用して、医薬品・医療機器の安全
性に関する特に重要な情報を入手している。医薬品製造販売業者、卸売販売業者からの情報収
集は、医薬品情報室で一元的に行っている。要対応と判断した事例は、随時、医薬品安全管理
責任者に報告している。 

(3) 院内で発生した医薬品の副作用、インシデント等の情報は、病棟薬剤師が随時収集・評価を行
っている。また、医薬品の新規採用後 6ヶ月、1年を経過した時点で、採用依頼を提出した医
師に副作用調査票の提出を委嘱し、医薬品情報室で集約している。 

(4) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、イン
シデント報告から安全使用上周知が必要と思われる医薬品情報などをアナウンスメールで発
信している。これらをまとめた「適正な医薬品使用のための情報」を全リスクマネージャー宛
に周知依頼し、各部署からの周知完了日等の報告をもって、実施状況を確認している。 

(5) 薬剤使用時の注意点や薬剤に関する情報を適宜「DI ニュース」等で院内に提供している。病棟
薬剤師は資料を担当診療科・病棟にて周知し記録を残している。 

(6) 病棟薬剤師は、医薬品の使用上の注意点等について、病棟毎のニーズに合わせて、看護師・医
師を対象とした説明会を行い、実施の記録を残している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

(1) 調剤室等の薬剤師及び病棟薬剤師は処方情報から適応外・禁忌・未承認の医薬品使用を把握し、
医師に必要性を確認している。医師がその医薬品を使用する場合は、患者への説明とカルテ記
載を依頼し、リスクに応じて、医薬品安全管理小委員会あるいは高難度医療・未承認医薬品等
管理室への申請が必要なことを伝えている。収集した情報は「適応外・禁忌・未承認薬データ
ベース」に入力している。 

(2) 「適応外・禁忌・未承認薬データベース」に入力された情報は、病棟業務リーダー（医薬品安
全管理補助者）が並行して確認し妥当性を評価している。さらに一覧表形式にまとめて毎月、
医薬品安全管理責任者に報告し、指示事項があれば、病棟薬剤師を通じて医師にフィードバッ
クしている。 

(3) 薬剤師が把握した未承認等の医薬品の使用に関する情報は「医薬品安全管理小委員会」に報告
し情報共有している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙 2「医薬品安全管理補助者指名書」のとおり 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 



 
 
 

 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

年 4 回、診療科（部）毎に１か月５例を無作為に選択し、インフォームド・コンセントの過程がわ
かるように説明内容、説明時反応、同席者が記載されているか等、チェック項目に基づき確認を行
っている。適切でない事例が認められた場合は、ＩＣ責任者より、上記の評価結果を医療問題対策
・臨床倫理委員会へ報告するとともに、病棟医長・看護師長会議や病院協議会等を通じ、院内の各
部署へ周知する。また、インフォームド・コンセントを受けた患者に対して、同席者の有無、理解、
納得について年 3回のアンケート調査を行い、インフォームド・コンセントの質向上に努めている。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

責任者の監督下において診療情報管理士及び病歴管理室運営専門委員会委員の中から責任者が指
名した委員による診療録監査を実施している。 
京都大学医学部附属病院規程第３条に定める診療科のうち、主科として患者を受け入れる診療科を
対象として年２回行う。ただし１回で対象とする診療科数は１０以内とし、２会計年度をあけず、
対象の診療科が全て監査を受けるよう計画する。 
監査結果は病院長報告後に各診療科へフィードバックを行っている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（３）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

・インシデント・アクシデント報告に関すること。 
・医療安全管理対策の調査・分析及び指導に関すること。 
・医療安全管理対策の教育・研修に関すること。 
・定められた手順やルールが実践されているかどうかのモニタリング。 
①画像診断結果報告書の未確認件数（月別、診療科別） 
（ルール：放射線診断科医が読影診断結果を報告している。オーダー診療科の医師が報告内容
を確認後、確認ボタンを押すと、報告書の内容がカルテに転記される。カルテへの転記がない



 
 
 

 
場合、報告内容の確認がされていない可能性があるため、診断結果の見落としエラー対策とし
て作成したルールである。併せて、未読影率をフィードバックする。） 

②注射薬を患者に投与する直前に、照合端末を用いて、薬剤ラベルと患者リストバンドを照合し
た率（月別、病棟別） 
（ルール：注射薬投与時は患者誤認事故をゼロにするため、ひとによる確認＋器械による確認
を組み合わせる。） 

③抗がん剤の調製確定後の変更件数（月別、診療科別） 
（ルール：医師が抗がん剤を前日締め切り時刻までにオーダーし、前日締め切り後に薬剤師が
監査する。当日 10時までに医師は、患者に投与してよいか患者の状態やデータで判断し、調
製確定を入力する。薬剤師は確定されたオーダーに基づいて薬剤を調製する。） 

④バイタルデータターミナルを用いてバイタルデータを転送している率（月別、病棟別） 
（ルール：血圧、体温、SpO2、脈拍などのデータは、患者ベッドサイドに設置した端末にかざ
すことで、当該患者の電子カルテにタイムリーに転送される。今までは、看護師が電子カルテ
に転記していたため、測定時刻から転記まで時間がかかっていた。また誤記も散見された。） 

⑤患者誤認報告件数 
（ルール：全ての医療・看護行為を実施する際は、患者自身にフルネームで名乗らせる。名乗
れない場合は、リストバンドもしくは診察券で確認をする。） 

   ⑥患者受け持ち忘れ報告件数 
（ルール：受け持ち看護師は、勤務初めに受け持ち登録を実施する。各勤務帯リーダー看護師
は、勤務開始後１時間以内に受け持ち患者登録漏れがないかを確認する。） 

⑦肺血栓塞栓症予防対策                                 
（ルール：マニュアルに沿った予防対策に取り組む。） 

 
・ルールの逸脱（やむを得ない場合も含む）をインシデント報告対象として、逸脱件数を測定する。 

①入院患者へのリストバンド未装着（月別、病棟別） 
（全員にリストバンドを装着するルールがあるが、皮膚の脆弱性などでやむを得ない場合も含
め、未装着は全例報告する。） 

②高濃度カリウム製剤投与に関する院内規程からの逸脱事例 
（医学的理由があっても、ルールから逸脱している場合には報告しておく。） 

 
・リスクアセスメント（褥瘡リスク・転倒リスク）のアウトカムを評価するための事故件数のモニ

タリング 
①院内褥瘡発生率 
②転倒転落事故発生 

 
・その他医療安全管理対策に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（9件）、及び許可件数（9件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院高難度新規医療技術取扱規程」に、高難度新規医療技術の定義、高難度
新規医療技術の提供に係る申請事項（既存の技術との優位性、医療提供体制の整備状況、執刀医等
の経験、患者への説明同意の取得方法等）、倫理委員会審査の受審、実施体制の確認及び報告、遵
守状況の確認、病院長への報告など、高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合における必
要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動している。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（5件）、及び許可件数（5件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院未承認新規医薬品等取扱規程」に、未承認新規医薬品等を用いた医療の
定義、未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に係る申請事項（既存の医薬品等との優位性、未承
認新規医薬品等の使用条件、有害事象の把握方法、患者への説明同意の取得方法等）、倫理委員会
審査の受審、実施体制の確認及び報告、遵守状況の確認、病院長への報告など、未承認新規医薬品
等を用いた医療を提供する場合における必要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 331 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 92件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

医療サービスに起因し、影響度レベルが重症・重大なものについて、医療安全管理室は、毎月開催
の医療安全管理委員会にて報告する。委員会では、これらのうち、調査が必要と判断したものにつ
いては、外部委員を含めるか含めないかなども含め、調査方法を決定する。また、影響度レベルが
3a 以下または未遂であっても、インシデントが潜在的に危険を有しているものがあれば、調査を命
じることがある。医療安全管理委員会の審議結果は病院長に報告される。調査結果についても医療
安全管理委員会及び病院長に報告される。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：愛媛大学      ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：信州大学 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

立入り後に技術的助言を含む報告書として取りまとめ、相手方病院へ送付した。 
立入り受入れ後には相手方病院から技術的助言を含む報告書を受け取り院内で周知対応した。 

 



 
 
 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

本院には患者やその家族からの相談、苦情に対して適切な処理を行うことを目的とする患者相談窓
口がある。 
各診療科（部）は、患者等からの相談内容について、患者相談窓口から対応を要請された場合は、
責任をもって協力するものとする。 
各診療科（部）に患者支援担当者を置き、患者等からの相談内容について患者相談窓口と連携し、
責任をもって対応するものとする。 
各診療科（部）のリスクマネージャーが、患者支援担当者として兼務する。 
相談内容が医療安全に関する事項については、インシデント報告を行い、医療安全管理部門が把握
する。  

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

いつでも受講可能な e-learning を整備し、受講状況をモニタリングしている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者                 : 特定機能病院管理者研修（令和 6年 1月 9日） 
医療安全管理責任者     : 特定機能病院管理者研修（令和 6年 2月 6日） 
医薬品安全管理責任者   : 特定機能病院管理者研修（令和 5年 11 月 20 日） 
医療機器安全管理責任者 : 特定機能病院管理者研修（令和 6年 1月 9日） 

 
（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

令和 5年度（令和 6年 1月 23 日～1月 26 日に ISO9001 審査）に審査を受けた。 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 病院ホームページに審査結果を掲載している。 

・評価を踏まえ講じた措置 

 別紙 3「品質マネジメントシステム（QMS）再認証審査 審査結果」のとおり 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 
 

 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 
 

・ 基準の主な内容 
１.医療法第10条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 
２.大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 
３.医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 
４.京都大学医学部附属病院の基本理念を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダーシップを

有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
大学ホームページに掲載 
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/conference/ihoukoku/hospital/rinen 

 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員

長 

（○

を付

す） 

選定理由 特別の 

関係 

岩井 一宏 
理事（企画・調整、評価、

附属病院） 
○ 病院担当の理事 有 

伊佐 正 医学部 
 

医学部長 有 

髙折 晃史 医学部附属病院 
 

医学部附属病院長 有 

松田 秀一 医学部附属病院 
 医学部附属病院副病院長 

（診療、労務、病床管理担当） 
有 

平井 豊博 医学部附属病院 
 医学部附属病院副病院長    

（医療安全、安全衛生、広報担当） 
有 

井川 順子 医学部附属病院看護部 
 

医学部附属病院看護部長 有 



 
 
 

 

久保 公四郎 医学部附属病院事務部 
 

医学部附属病院事務部長 有 

邉見 公雄 

公益社団法人  

全国自治体病院協議会 

（名誉会長） 

 
医学・医療に関し識見を有する学外

者 
無 

松井 道宣 
京都府医師会 

（会長） 

 医学・医療に関し識見を有する学外

者 
無 

古川 博規 
京都府 

（副知事） 

 医学・医療に関し識見を有する学外

者 
無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 
病院運営に関する重要事項を協議するため、協議会を置く。 
協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 
院内ホームページに議事要旨を掲載 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

別紙 4のとおり    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
・ 公表の方法 
 
 
・ 規程の主な内容： 

別紙5のとおり 
 

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
副病院長（診療、労務、病床管理担当）、副病院長（経営、施設担当）、副病院長（研究経営戦略
担当）、副病院長（医療安全、安全衛生、広報担当）、副病院長（教育、人事、男女共同参画推進
担当）、病院長補佐（病院長が指示した特定の事項について企画立案及び連絡調整を行う。）、病
院運営企画室（病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集及び分析を行うとともに
必要事項について企画立案し、病院長に提言する。） 

 

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
・国立大学病院長会議が主催する「病院経営次世代リーダー養成塾」に病院長補佐が参加。 
・病院協議会構成員を病院長補佐へ積極的に選任し、週１回開催される執行部会議に出席させるこ
とで病院マネジメントを経験させている。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況： 

年 2 回 

・活動の主な内容： 

本院における医療安全管理に係る業務執行状況の監査、及び監査結果に基づき、必要に応じて総長
や病院長に対し是正措置を講じるよう意見する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

京都大学ホームページに掲載 
 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

笠井 正俊 
京都大学法学

研究科 

 
総長が指名する副

学長 
有・無 3 

平野 哲郎 
立命館大学 

法科大学院 

 
法律に関する専門

的知識を有する者 
有・無 1 

中村 猛 

京都府立医科大

学医療安全推進

部 

 医療に係る安全管

理に関する専門的

知識を有する者 

有・無 1 

伊藤 英樹 
広島大学病院 

医療安全管理部 

 医療に係る安全管

理に関する専門的

知識を有する者 

有・無 1 

山口 育子 

認定 NPO 法人 

ささえあい医療

人権センター

COML 

 
○ 

医療を受ける者そ

の他の医療従事者

以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容： 

総長の命により実施する内部監査として、本学の監査担当部署が病院管理者の業務が法令に適合
していることを確保するための監査を行っている。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法： 

京都大学ホームページに掲載 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

以下に掲げる委員7名以上で組織されており、うち過半数は②の委員で構成されている。 
①総長が指名する理事又は副学長 
②本学の役員又は職員以外の者のうちから総長が任命するもの 
③その他本学の教職員のうちから総長が必要と認める者 若干名 
議長は①の委員のうち、総長が指名するものを充てており、委員の半数以上の出席で会議を開
会する。 

 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   京都大学ホームページに掲載 
   https://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001420.html 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：医学部附属病院業務監督会議 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

笠井 正俊 京都大学副学長 ○ 有・無 

江上 雅彦 京都大学理事（財務、施設、環境担当）  有・無 

稲垣 暢也 
公益財団法人田附興風会  

医学研究所北野病院 理事長 
 有・無 

黒田 啓史 京都市立病院機構 京都市立病院 院長  有・無 

邉見 公雄 全国自治体病院協議会 名誉会長  有・無 

松井 道宜 京都府医師会 会長  有・無 

山口 育子 
認定 NPO 法人 

ささえあい医療人権センターCOML 理事長 
 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 院内ホームページに掲載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページ(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp)および広報誌「京大病院広報」「京大病院

のご案内」(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/relation/publish.html)、YouTubeの京大病院公式

チャンネル（https://www.youtube.com/c/KUHPofficial）において、各診療科の紹介や院内活動

の報告、疾患の情報提供等を行っている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

1）「集学的がん診療ユニット」と呼ばれる診療科横断的な診療体制を構築している。がん種ごと

に専門とする内科医・外科医・放射線治療医、あるいは病理診断医・放射線診断医・各種医療

スタッフが、診療科・職種を越えてカンファレンス・診療を行い、迅速かつ最適な治療を提供

している。また、がん種ごとに毎週定期カンファレンスを実施することにより、患者の情報お

よび専門性の高い知識を共有することで医療の質を高め、専門医・スタッフの教育の場として

も大きな効果を上げている。さらに、分子標的薬やがん免疫チェックポイント阻害薬の普及に

より、全身管理を必要とする有害事象対策が求められており、非がん領域の様々な診療科との

連携体制を構築し、治療を受ける患者の安全対策に万全を期している。 

 

2） 2019年6月より遺伝子パネル検査が保険適応となり、がんゲノム医療中核拠点病院としてがん

ゲノム医療を先進的に提供する体制を構築している。全国の22のがんゲノム医療連携病院と連

携しがん遺伝子パネル検査施行症例に関して、京大をホストに各施設と週1回のWeb会議でエキ

スパートパネルを開催している。エキスパートパネルでは、院内の専門家（領域の異なるがん

薬物療法の専門医、病理専門医、遺伝医学の専門医、認定遺伝カウンセラー、担当医）が各症

例ごとに検討し、推奨治療の有無や遺伝カウンセリングの必要性の検討を行っている。各施設

からも、腫瘍内科医、病理医、腫瘍外科医、婦人科医、脳外科医、小児科医、臨床遺伝専門医

、遺伝カウンセラーなどの複数の職種が参加して、非常に活発な議論を行い治療方針を提示し

、高度な医療を提供している。 

 

 

 



別紙１

未承認等の医薬品の具体的な使用事例

適応外•禁忌•未承認のデータベース集計
2023/4/1〜2024/3/31



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/4/1-4/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/4/4 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/4/4 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/4/6 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2023/4/6 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2023/4/7 禁忌 その他
乾燥弱毒
生おたふくかぜワクチン

小児外科 感染予防のため

2023/4/7 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/4/7 禁忌 その他
乾燥弱毒
生おたふくかぜワクチン

小児外科 感染予防のため

2023/4/7 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/4/7 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/4/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/4/7 適応外 その他 越婢加朮湯エキス NICU 胎児水腫・難治性腹水

2023/4/10 禁忌 その他 インテバン坐剤25 25mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/4/11 適応外 その他
エリスロシンドライシロッ
プ

肝胆膵
移植外科

術後DGEに対して開始

2023/4/14 適応外 その他 ガバペン錠 耳鼻咽喉科 頭痛



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/4/16-5/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/4/12 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2023/4/17 適応外 抗がん剤 メソトレキセート錠2.5mg
免疫

膠原病内科
強皮症、多発性筋炎

2023/4/17 適応外 その他 キシロカインポリアンプ2% 循環器内科 持続する不整脈

2023/4/18
禁忌・
適応外

要注意薬
（抗がん薬以

外）
プラケニル錠200mg 小児科

間質性肺疾患
（適応外、6歳未満禁

忌）

2023/4/19 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2023/4/21 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対する
t-PA製剤の使用

2023/4/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/4/24 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/4/25 適応外 麻薬 オプソ内服液5mg 呼吸器内科 鎮咳

2023/4/27 適応外 抗がん剤 ジャカビ錠5mg 血液内科 消化管GVHDの治療

2023/5/2 禁忌 その他
乾燥弱毒

生おたふくかぜワクチン
小児外科 感染予防のため

2023/5/2 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/5/2 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防

2023/5/3 適応外
要注意薬

（抗がん薬以
外）

クロピドグレル錠75mg 脳神経内科
脳梗塞に対する

クロピドグレル初回
300mg

2023/5/8 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/5/8 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/5/9 適応外 抗がん剤
イリノテカン・シスプラチ

ン
耳鼻咽喉科

鼻腔内
小細胞神経内分泌癌



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/4/16-5/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/5/10 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg 循環器内科 アブレーション後心膜炎



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/5/16-6/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/5/17 適応外 抗がん剤 エトポシド/シスプラチン 泌尿器科 前立腺神経内分泌腫瘍

2023/5/19 適応外 抗がん剤 エトポシド 血液内科 移植後 血球貪食症候群

2023/5/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/23 適応外
要注意薬

（抗がん薬以
外）

デクスメデトミジン 脳神経外科 放射線治療時の鎮静

2023/5/23 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/24
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤25 25mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/25 適応外
要注意薬

（抗がん薬以
外）

エフィエントOD錠20mg 脳神経外科 脳梗塞

2023/5/30 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/5/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/6/1 適応外 抗がん剤 ジャカビ錠5mg 小児 GVHD

2023/6/1 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/6/2 適応外
要注意薬

（抗がん薬以
外）

アクテムラ点滴静注用
免疫

膠原病内科
巨細胞性動脈炎

2023/6/5 適応外 抗がん剤 ロイケリン散10％ 消化器内科 クローン病

2023/6/5 適応外 抗がん剤 エトポシド/シスプラチン 消化器内科 NEC（小細胞）

2023/6/8 適応外 その他 オクトレオチド NICU 胎児水腫

2023/6/12 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/6/12 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/5/16-6/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/6/13 適応外 抗がん剤 オプジーボ 腫瘍内科
CDK12変異を有する
去勢抵抗性前立腺癌

2023/6/14 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/6/15 適応外 抗がん剤 リツキシマブ 血液内科 自己免疫性溶血性貧血

2023/6/15 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対する
t-PA製剤の使用

2023/6/15 適応外 その他 グレースビット錠50mg 呼吸器内科 肺MAC

2023/6/15 適応外 その他 アジスロマイシン250mg錠 呼吸器内科 肺NTM



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/6/16-7/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/6/19 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
アザチオプリン錠50mg 脳神経内科 MOG抗体関連疾患

2023/6/20 適応外 その他 ジアグノグリーン NICU
胎児水腫の原因検索の
ためのリンパ管造影

2023/6/20 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対する
t-PA製剤の使用

2023/6/20 適応外 その他 ミダゾラム注 脳外科 夜間鎮静目的

2023/6/20 適応外 その他 リネゾリド錠600mg 呼吸器内科 肺MAC

2023/6/21 適応外 その他 ワソラン錠40mg 脳神経内科 片頭痛の発作予防

2023/6/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ミダゾラム注 循環器内科 終末期の鎮静

2023/6/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/6/22 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/6/23 適応外 抗がん剤 ベネクレクスタ錠100mg 血液内科 ALL

2023/6/26 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキサン 呼吸器外科 ABO血液型不適合肺移植

2023/6/28 適応外 抗がん剤 リムパーザ 小児科
BRCA2 遺伝子変異陽性

再発性脳腫瘍

2023/6/30 適応外 抗がん剤 ロイケリン散 消化器内科 潰瘍性大腸炎

2023/6/30 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A

筋注用関節腔内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/5 適応外 抗がん剤 アブラキサン がん診療部 胸腺癌

2023/7/10 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
インフリキシマブBS

免疫
膠原病内科

高安動脈炎

2023/7/10 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ボグリボースOD錠0.2mg

糖尿病
内分泌内科

反応性低血糖

2023/7/12 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A

筋注用関節腔内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/12 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A

筋注用関節腔内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/12 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A

筋注用関節腔内用水懸注
眼科 網膜浮腫



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/6/16-7/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/7/13 適応外 抗がん剤
ゲムシタビン、ドセタキセ

ル
脳神経外科

異型奇形腫瘍／ラブドイ
ド腫瘍（AT/RT）

2023/7/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫
膠原病内科

抗MDA5抗体陽性無筋症
性皮膚筋炎関連間質性肺

炎

2023/6/28 適応外 その他 プレバイミス錠240mg
感染制御部
/呼吸器外科

バリキサで予防困難な
サイトメガロウイルス感

染症の発症抑制

2023/6/30 適応外 その他 ニフェジピンCR20mg 産婦人科 子宮収縮抑制
2023/6/30 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防
2023/6/30 適応外 その他 ニフェジピンCR 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/7/4 適応外 その他
ウトロゲスタン

腟用カプセル２００ｍｇ
産婦人科 子宮頚管短縮予防

2023/7/6 適応外 その他 ノボセブン 血液内科
血小板機能低下症

（血小板輸血不応）
2023/7/7 適応外 その他 オクトレオチド100μg NICU 胸水貯留
2023/7/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制
2023/7/11 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/7/12 適応外 その他 点滴静注用ホスカビル注 呼吸器外科
ガンシクロビル不応の
肺移植後CMV抗原血症

2023/6/22 適応外 麻薬 ケタラール静注用200mg 循環器内科 鎮痛
2023/6/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防

2023/6/30
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤 産婦人科 子宮収縮抑制



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/7/16-8/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/7/18 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リウマトレックス

免疫
膠原病内科

免疫介在性壊死性ミオパチー
(皮膚筋炎・多発性筋炎）

2023/7/19 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫
膠原病内科

皮膚筋炎

2023/7/19 適応外 その他 ニフェジピンCR20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/7/20 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/20 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/7/21 禁忌
要注意薬

（抗がん薬以外）
エリキュース 循環器内科 持続性心房細動

2023/7/21 適応外 その他 ブリカニール皮下注 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/7/25 適応外 抗がん剤 ダラキューロ 血液内科  再発ETP-ALL

2023/7/25 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ヒュミラ 小児科 RELA異常症

2023/7/25 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/7/25 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/7/26 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/7/26 適応外 その他 メマンチン塩酸塩OD錠 精神科神経科 強迫性障害

2023/7/27 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/27 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/7/28 適応外 抗がん剤 マイトマイシン注用2mg 眼科 緑内障手術

2023/7/28 適応外 抗がん剤 マイトマイシン注用2mg 眼科 緑内障手術

2023/7/28 適応外 抗がん剤 マイトマイシン注用2mg 眼科 緑内障手術

2023/7/28 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/7/16-8/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/7/31 適応外 抗がん剤 マイトマイシン注用2mg 眼科 緑内障手術

2023/7/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/7/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/7/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/7/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/8/7 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

抗リン脂質抗体症候群の妊
婦に対し妊娠予後の改善

2023/8/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/8/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/8/16-9/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/8/17 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2023/8/17 適応外 その他
ヘマンジオルシロップ小児

用
NICU 胎児水腫

2023/8/18 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/8/18 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2023/8/18 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2023/8/21 適応外 抗がん剤 ペメトレキセド 呼吸器内科 胸腺癌

2023/8/21 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デクスメデトミジン 循環器内科 苦痛緩和のための鎮静

2023/8/23 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキサン点滴静注

免疫膠原病内
科

ループス腎炎

2023/8/25 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/8/28 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキシマブ注

免疫膠原病内
科

関節リウマチ

2023/8/28 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/8/28 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2023/9/1 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ミダゾラム注10mg 血液腫瘍内科 苦痛緩和のための鎮静

2023/9/4 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
インフリキシマブBS点滴

用
免疫膠原病内

科
再発性多発軟骨炎

2023/9/4 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内
科

抗MDA5抗体陽性無筋症性
皮膚筋炎関連間質性肺疾患

2023/9/4 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL 血液内科 血球貪食症候群

2023/9/4 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン
肝胆膵・移植

外科
感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/8/16-9/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2023/9/4 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/9/6 適応外 抗がん剤
スミフェロン注DS300万

IU、スミフェロン注DS600
万IU

血液内科
リンパ腫様肉芽腫症

（grade2）

2023/9/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/9/11 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内
科

抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎
性急速進行性間質性肺炎

2023/9/12 適応外 抗がん剤
エトポシド、カルボプラチ

ン
呼吸器内科 NET

2023/9/13 禁忌 その他
セララ錠50mg　スピロノ

ラクトン25mg錠
糖尿病内分泌

栄養内科
原発性アルドステロン症

2023/9/14 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/9/16-10/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/9/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/9/20 適応外 麻薬 オプソ 循環器内科 呼吸苦

2023/9/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ミダゾラム注10mg 産婦人科

終末期がん患者の苦痛緩
和のための鎮静

2023/9/25 適応外 抗がん剤 ロイケリン散10％ 消化器内科 クローン病治療

2023/9/26 適応外 その他 セレコックス錠100mg 産科 子宮収縮抑制

2023/9/26
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤25 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/9/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/9/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/10/2 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワク

チン
小児外科 感染予防のため

2023/10/2 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2023/10/2 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2023/10/2 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2023/10/2 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/10/4 適応外 その他 デクスメデトミジン 小児科 苦痛緩和のための鎮静

2023/10/4 適応外 その他
トービイ吸入液300mg

5mL
呼吸器外科 MDRP肺炎

2023/10/6 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ミダゾラム注10mg 呼吸器内科

終末期がん患者の苦痛緩
和のための鎮静

2023/10/7 適応外 その他 ニフェジピンCR 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/10/12 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2023/10/12 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/10/16-11/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/10/23 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/10/24 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/10/27 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内
科

抗MDA5抗体陽性皮膚筋
炎性急速進行性間質性肺

炎

2023/10/27 適応外 その他 アジスロマイシン250mg錠 呼吸器内科 肺MAC

2023/10/30 適応外 抗がん剤
パクリタキセル、カルボプ

ラチン
呼吸器内科 胸腺腫

2023/10/31 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
炭酸リチウム200mg錠

糖尿病内分泌
栄養内科

バセドウ病

2023/11/2 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/11/2 適応外 その他 ダイフェン配合錠
免疫膠原病内

科
鼻限局型GPA（多発血管

炎性肉芽腫症）

2023/11/6 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2023/11/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/11/13 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

妊娠高血圧腎症の発症抑
制

2023/11/14 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/11/14 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/11/16-12/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/11/16 適応外 抗がん剤 ベスポンサ 小児 小児に対する投与

2023/11/20 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/11/16-12/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫

2023/11/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ケナコルト-A筋注用関節腔

内用水懸注
眼科 網膜浮腫



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/11/16-12/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/11/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/11/27 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2023/11/28 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頚管短縮予防

2023/11/28 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2023/11/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/11/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/11/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/12/4 適応外 その他
シムレクト静注用20mg (溶

解液付)
呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2023/12/5 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2023/12/6 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内
科

抗MDA5抗体陽性皮膚筋
炎性間質性肺炎

2023/12/7 適応外 その他 ゼンタコート 小児科 腸管GVHD

2023/12/12 適応外 抗がん剤 ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ・ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 泌尿器科 膀胱小細胞癌

2023/12/13 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
プロタノール注 小児科

重症喘息発作に対してプロ
タノール注持続吸入療法

2023/12/14 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2023/12/15 適応外 その他 セルセプトカプセル250mg 腫瘍内科 irAE胆管炎

2023/12/15 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/12/16-2024/01/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2023/12/18 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル250

250mg
皮膚科 水疱性類天疱瘡の加療

2023/12/19 適応外 抗がん剤
注射用メソトレキセート

50mg
産科婦人科

異所性妊娠に対する薬物
治療

2023/12/19 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
KCL注 産科婦人科

異所性妊娠に対する薬物治療
（胎児心拍を停止させるた

め）

2023/12/20 適応外 抗がん剤 Pac/CBDCA（Pacなし） 泌尿器科 前立腺癌

2023/12/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2023/12/21 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2023/12/26 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デクスメデトミジン静注液 脳神経外科

＊一般病棟でのデクスメデ
トミジンの使用

延髄 diffuse midline
glioma、潰瘍性大腸炎既往
あり、週末には中毒性性巨
大結腸症に近い病態とな
り、オキシコドン中止と

なった。
緩和チーム介入いただいて
おり、夜間のみデクスメデ
トミジン使用する方針と

なった。
薬剤部リスクマネージャー
深津Ph・薬剤部調剤室と情

報共有済み。

主治医団より本人または家
族へのICをカルテ記載いた

だいた。
担当Nsと呼吸抑制等のリス
クを共有した。注意深く観

察いただく。

2023/12/27 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2023/12/28 適応外 その他
トービイ吸入液300mg

5mL
腎臓内科 MDRP肺炎

2024/1/9
禁忌

適応外
その他

マーカイン注脊麻用0.5%等
比重

眼科 白内障手術時の麻酔



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/12/16-2024/01/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2024/1/9 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/1/11 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

抗リン脂質抗体症候群の妊
婦に対し妊娠予後の改善

2024/1/11 適応外 その他 ザバクサ配合点滴静注用 小児外科 多剤耐性GNRに対し投与

2024/1/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/1/15 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/01/16-2024/02/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2024/1/16 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内
科

間質性肺炎合併の抗
MDA5抗体陽性皮膚筋炎

2024/1/16 適応外 その他 ガバペン錠200mg 小児科 慢性咳嗽

2024/1/22 適応外 麻薬 オプソ内服液5mg 2.5mL 呼吸器内科 呼吸苦に対しての使用

2024/1/23 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン
肝胆膵・移植

外科
感染予防のため

2024/1/23 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/1/30 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/2/7 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
レミケード

免疫膠原病内
科

高安動脈炎

2024/2/7 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/2/8 適応外 その他 ウプトラビ錠0.2mg 呼吸器内科 強皮症

2024/2/13 適応外 その他 ホスカビル注 泌尿器科

生体腎移植後のCMV感染症。
他剤無効であり、ICT介入のう
えホスカビル開始することと

なった。

2024/2/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デュピクセント 皮膚科

難治性水疱性類天疱瘡の
治療

2024/2/15 適応外 その他 テオフィリン徐放錠100mg 循環器内科 徐脈に対し



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/02/16-2024/03/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2024/2/17 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
リツキシマブ注

免疫膠原病内
科

関節リウマチ

2024/2/18 適応外 その他
シムレクト静注用20mg (溶

解液付)
呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2024/2/19 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/2/19 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/2/19 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/2/20
適応外
禁忌

その他
マーカイン注脊麻用0.5%等

比重
眼科 白内障手術時の麻酔

2024/2/24 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/2/24 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/2/27 適応外 抗がん剤 キイトルーダ 呼吸器内科
原発不明癌（小細胞癌に

準じて治療）

2024/2/28 適応外 その他 カタプレス錠150μg 小児科
デクスメデトミジンの離

脱予防

2024/2/29 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ｾﾙｾﾌﾟﾄ、ﾀﾀﾞﾗﾌｨﾙ、ｱｸﾃﾑﾗ皮

下注
呼吸器内科 強皮症/間質性肺炎

2024/3/4 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/3/4 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/3/4 適応外 その他 リネゾリド600mg 呼吸器内科 非結核性抗酸菌感染症

2024/3/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/3/6 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/3/6 適応外 その他 レクチゾール錠25mg 小児科 IgA血管炎に対して

2024/3/6 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
キシロカイン注ポリアンプ

1％
腫瘍内科 疼痛緩和

2024/3/13 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
セルセプトカプセル250 腫瘍内科 irAE肝障害に対して使用

2024/3/14 禁忌
要注意薬（抗がん

薬以外）
ガンシクロビル500mg静注

用
血液内科

NEUT500未満だが処方
オーダーあり



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/02/16-2024/03/15
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2024/3/15 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/03/16-3/31
情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使用目的

2024/3/18 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/3/18 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ミダゾラム注 血液腫瘍内科 苦痛緩和のための鎮静

2024/3/21 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/3/25 適応外 その他
セルセプトカプセル250

250mg
皮膚科 尋常性天疱瘡

2024/3/26 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ﾜｸﾁﾝ 小児外科 感染予防のため

2024/3/26 禁忌 その他
乾燥弱毒生風しんワクチ

ン
小児外科 感染予防のため

2024/3/26 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/3/26 適応外 抗がん剤 アブラキサン 呼吸器内科 小細胞肺がん
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令和６年４月１日

京都大学医学部附属病院

医薬品安全管理責任者 寺田智祐

医薬品安全管理補助者指名書

医療法施行規則第九条の二十の二* 第一項第三号イ及びロに掲げる措置を適

切に実施するため、担当者として下記の者を指名します。

*平成三十年改正省令

記

所 属 職 名 氏 名 指 名 日
薬剤部 副薬剤部長 中川 俊作 平成 29年 10月 2日 

副薬剤部長 津田 真弘 令和 5年 4月 1日 

副薬剤部長 池見 泰明 平成 28年 9月 28日 

副薬剤部長 野村 久祥 令和 6年 4月 1日 

副薬剤部長 尾崎 淳子 平成 28年 9月 28日 

講師 平 大樹 令和 3年 6月 1日 

薬剤主任 岡村みや子 平成 30年 9月 3日 

薬剤主任 杉本 充弘 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 山際 岳朗 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 吉田 優子 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 松田 裕也 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 志田 あゆみ 令和 6年 4月 1日 

薬剤師 石塚 良子 平成 28年 9月 28日 

薬剤師 上杉 美和 平成 28年 9月 28日 

別紙２
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 薬剤師 片田 佳希 令和 4年 4月 1日 

 薬剤師 川上 恵 令和 5年 6月 1日 

 薬剤師 川田 将義 平成 28年 12月 12日 

 薬剤師 佐藤 裕紀 平成 30年 9月 3日 

 薬剤師 髙橋 悠 令和 5年 4月 1日 

 薬剤師 早田 千容 令和 4年 4月 1日 

 薬剤師 森田 洋亮 平成 28年 9月 28日 

 薬剤師 田上 裕美 令和 6年 1月 1日 

 
 



病院協議会　構成員 2024.10.1現在
協　　議　　員 氏　　名 所 属 職位 備　　　　考

第２条第１項第１号 髙折　晃史 病院長（血液内科） 教授 ※議長
第２条第１項第２号 松田　秀一 副病院長、整形外科長 教授
第２条第１項第２号 妹尾　浩 副病院長、消化器内科長 教授
第２条第１項第２号 波多野　悦朗 副病院長、肝胆膵・移植外科長、小児外科長 教授
第２条第１項第２号 平井　豊博 副病院長、呼吸器内科長 教授
第２条第１項第２号 溝脇　尚志 副病院長、放射線治療科長 教授
第２条第１項第３号 黒田　知宏 病院長補佐、医療情報企画部長 教授
第２条第１項第３号 武藤　学 病院長補佐、腫瘍内科長 教授
第２条第１項第３号 小濵　和貴 病院長補佐、消化管外科長 教授
第２条第１項第３号 柳田　素子 病院長補佐、腎臓内科長 教授
第２条第１項第３号 大鶴　繁 病院長補佐、初期診療・救急科長 教授
第２条第１項第３号 青山　朋樹 病院長補佐、人間健康科学系専攻長 教授 14号にも該当
第２条第１項第３号 寺田　智祐 病院長補佐、薬剤部長 教授
第２条第１項第３号 井川　順子 病院長補佐、看護部長 看護部長
第２条第１項第３号 久保　公四郎 病院長補佐、事務部長 事務部長
第２条第１項第４号 山下　浩平 血液内科長 准教授
第２条第１項第４号 矢部　大介 糖尿病・内分泌・栄養内科長 教授
第２条第１項第４号 尾野　亘 循環器内科長 教授
第２条第１項第４号 森信　暁雄 免疫・膠原病内科長 教授
第２条第１項第４号 松本　理器 脳神経内科長 教授
第２条第１項第４号 嶋田　和貴 緩和医療科長 准教授
第２条第１項第４号 中島　貴子 早期医療開発科長 教授
第２条第１項第４号 増田　慎三 乳腺外科長 教授
第２条第１項第４号 湊谷　謙司 心臓血管外科長 教授
第２条第１項第４号 伊達　洋至 呼吸器外科長 教授
第２条第１項第４号 荒川　芳輝 脳神経外科長 教授
第２条第１項第４号 辻川　明孝 眼科長 教授
第２条第１項第４号 大森　孝一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 教授
第２条第１項第４号 廣田　誠 歯科口腔外科長 教授
第２条第１項第４号 森本　尚樹 形成外科長 教授
第２条第１項第４号 万代　昌紀 産科婦人科長 教授
第２条第１項第４号 小林　恭 泌尿器科長 教授
第２条第１項第４号 江木　盛時 麻酔科長 教授
第２条第１項第４号 滝田　順子 小児科長 教授
第２条第１項第４号 中本　裕士 放射線診断科長 教授
第２条第１項第４号 椛島　健治 皮膚科長 教授
第２条第１項第４号 村井　俊哉 精神科神経科長 教授
第２条第１項第４号 池口　良輔 リハビリテーション科長 教授
第２条第１項第４号 羽賀　博典 病理診断科長 教授
第２条第１項第５号 近藤　祥司 高齢者医療ユニット長 准教授
第２条第１項第６号 長尾　美紀 検査部長 教授
第２条第１項第７号 松村　由美 医療安全管理部長 教授
第２条第１項第８号 永井　純正 医療開発部長 教授
第２条第１項第８号 森田　智視 クリニカルトライアルサイエンス部長 教授
第２条第１項第８号 永井　洋士 臨床研究支援部長 教授
第２条第１項第９号 中山　健夫 倫理支援部長 教授
第２条第２項 加藤　源太 病床運営管理部 特定教授
第２条第１項第１３号 片岡　仁美 医学教育・国際化推進センター 教授
第２条第２項 池田　昭夫 てんかん診療支援センター長 特定教授
第２条第２項 河井　昌彦 総合周産期母子医療センター長 特定教授

別紙３
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管理者権限の明確化について

厚生労働省令

○ 管理者が有する病院の管理運営に係る権限及び病院の管理運営のために必要とな

る一定の人事・予算執行権限について明確化することを求める。 

○ 管理者が有する権限を明確化した内部規程を特定機能病院の承認申請時に提出さ

せるとともに、毎年報告させることで確認する。 

病院の管理運営に係る権限 

１．京都大学医学部附属病院規程（最終改正令和６年７月１日）に次のように定めて

いる。 

  （略） 

第２条 病院に、病院長を置く。 

２ 病院長は、理事又は医学研究科若しくは病院の専任の教授をもつて充てる。 

３ 病院長は、病院の院務を掌理する。 

（略） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、病院の内部組織については、病院長が定め

る。

  （略） 

２．京都大学医学部病院協議会規程（最終改正令和５年４月１日）に次のように定め

ている。病院協議会は、病院運営に関する合議体である。 

  （略） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる協議員で組織する。 

(1) 病院長

(2) 副病院長

(3) 病院長補佐

(4) 病院規程第３条に掲げる診療科の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授又

は准教授であるもの

(5) 病院規程第６条に掲げる診療部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授

又は准教授であるもの

(6) 病院規程第７条に掲げる中央施設部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の

教授又は准教授であるもの

(7) 病院規程第８条に掲げる運営部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授

又は准教授であるもの

(8) 病院規程第９条第２項に掲げる先端医療研究開発機構の各部、センター及び室の

長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授又は准教授であるもの

(9) 病院規程第１０条に掲げる臨床研究・研修部門の長のうち医学研究科、医学部又

は病院の教授又は准教授であるもの

(10) 看護部長

別紙４
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(11) 事務部長 

(12) 病院教授の称号を付与された者 

(13) 医学研究科附属医学教育・国際化推進センター専任教授 

(14) 医学研究科人間健康科学系専攻長 

２ 前項のほか、病院長が必要と認めるときは、協議会の議を踏まえて、医学研究科、

医学部又は病院の教授、准教授又は講師を協議員として加えることができるものとす

る。 

第３条 協議会に議長を置き、病院長をもって充てる。 

２ 議長は、協議会を主宰する。 

３ 議長に事故があるときは、第２条第１項第２号の協議員のうちからあらかじめ議長

が指名するものがその職務を代行する。 

第４条 協議会は、病院長が招集する。 

２ 病院長は、原則として、毎月１回招集する。ただし、必要があるときは、臨時に招

集することができる。 

  （略） 

 

３．京都大学医学部附属病院執行部内規（最終改正令和２年４月１日）に次のように

定めている。病院執行部は、病院の業務に関し迅速な意思決定を行い、病院執行部

会議において企画・実施する。 

（設置） 

第１条 京都大学医学部附属病院規程第１３条の規定に基づき、京都大学医学部附

属病院（以下「病院」という。）に、病院の業務に関し迅速な意思決定を行うた

め、京都大学医学部附属病院執行部（以下「病院執行部」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 病院執行部は、次の各号に掲げる者で組織する。 

(1) 病院長 

(2) 副病院長 

(3) 病院長補佐 

(4) その他病院長が必要と認めた者 

（業務） 

第３条 病院執行部の業務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 病院の診療、教育、研究に関する企画及び実施に関すること。 

(2) 病院の経営に関する企画及び実施に関すること。 

(3) その他重要事項に関すること。 

（病院執行部会議） 

第４条 前条の業務を企画・実施するため、病院執行部に病院執行部会議（以下 

「会議」という。）を置く。 

（議長） 

第５条 病院長は、会議を招集し、その議長となる。 

２ 議長に事故あるときは、副病院長のうち議長が指名する者がその職務を代理す 

る。 

  （略） 
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人事権限 

１．京都大学医学部附属病院規程（最終改正令和６年７月１日）に次のように定めて

いる。 

第６条 病院に、診療部門として、次の部、室、センター及びユニットを置く。 

デイ・ケア診療部 

臓器移植医療部 

遺伝子診療部 

心臓血管疾患集中治療部 

女性のこころとからだの相談室 

脳卒中診療部 

脳卒中療養支援センター 

がんセンター 

VHL病センター 

リウマチセンター 

もやもや病支援センター 

高度生殖医療センター 

頭蓋底腫瘍センター 

てんかん診療支援センター 

摂食嚥下診療センター 

アレルギーセンター 

総合周産期母子医療センター 

小児集中治療センター 

こども医療センター 

児童思春期こころの相談センター 

黄斑疾患治療センター 

高齢者医療ユニット 

漢方診療ユニット 

睡眠呼吸障害診療ユニット 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

 

第７条 病院に、中央施設部門として、次の部、室及びセンターを置く。 

検査部 

感染制御部 

手術部 

放射線部 

リハビリテーション部 

医療器材部 

人工腎臓部 
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病理部 

疾患栄養治療部 

集中治療部 

内視鏡部 

臨床心理室 

細胞療法センター 

高気圧酸素治療センター 

救命救急センター 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名するあるいは

委嘱すると定めている。 

 

第８条 病院に、運営部門として、次の部、センター及び室を置く。 

看護部 

薬剤部 

医療情報企画部 

医療安全管理部 

病院運営企画室 

診療報酬センター 

PFMセンター 

病院整備推進部 

病歴管理室 

品質管理室 

事業場安全衛生管理室 

（略） 

１２ 第２項から前項までに定めるもののほか、第１項に掲げる各組織に関し必要な

事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

（ただし、病院整備推進部長は病院長をもって充てると定めており、看護部長は、候補

者選考内規において、選考委員長は病院長をもって充てると定めている。） 

 

第９条 病院に、先端医療研究開発機構を置く。 

２ 先端医療研究開発機構に、次の部、センター及び室を置く。 

医療開発部 

データサイエンス部 

臨床研究推進部 

次世代医療・iPS細胞治療研究センター 

先端医療機器開発・臨床研究センター 

先制医療・生活習慣病研究センター 
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クリニカルバイオリソースセンター 

戦略・広報室 

ビジネスディベロップメント室 

３ 前項に定めるもののほか、先端医療研究開発機構に関し必要な事項は、病院長が

定める。 

 

各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名すると定

めている。 

（ただし、先制医療・生活習慣病研究センターは、病院長が指名する副病院長又は

病院長補佐をもって充てると定めている。） 

 

第１０条 病院に、臨床研究・研修部門として、次のセンター、部及び室を置く。 

総合臨床教育・研修センター 

iPS細胞臨床開発部 

看護職キャリアパス支援センター 

レセプト情報等オンサイトリサーチセンター（京都）運用部 

倫理支援部 

共同機器研究室 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名すると

定めている。 

（ただし、看護職キャリアパス支援センター長は看護部長、レセプト情報等オン

サイトリサーチセンター（京都）運用部長は医療情報企画部長をもって充てると

定めている。） 
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予算執行権限 

１．国立大学法人京都大学予算規則（最終改正令和６年４月１日）において病院の予

算責任者は、病院長と定めている。 

   （略） 

 （予算単位と予算責任者） 

第３条 会計規程第６条に定める予算単位及び予算責任者は、別表に定めるところによ

る。 

   （略） 

 別表（抜粋） 

医学部附属病院  病院長  

 

２．京都大学医学部附属病院予算委員会規程（最終改正令和２年４月１日）に次のよ

うに定めている。 

第１条 京都大学医学部附属病院における予算について審議するため、京都大学医学部

附属病院予算委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1)  概算要求事項に関すること。 

(2)  予算配分に関すること。 

(3)  予算の執行に関すること。 

(4)  その他予算に関し、委員会が必要と認めること。 

第３条 委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

(1)  病院長 

(2)  内科系教授２名 

(3)  外科系教授２名 

(4)  中央施設部門の部（室）長 ３名（但し、前各号の委員を兼ねることはできな

い。） 

(5)  薬剤部長、看護部長及び事務部長 

(6)  その他病院長が必要と認める者。 

２ 前項第１号及び第５号以外の委員は、病院長が委嘱する。 

３ 第一項第１号及び第５号以外の委員の任期は、２年とし再任を妨げない。ただし、

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第４条 委員会に委員長を置き、病院長をもってあてる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 

４ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に委員会への出席を求め、説明又は意

見を聞くことができる。 

 （略） 
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※以下の内規等は、上述の規程等を補完するもの 

 

病院の管理運営に係る権限 

１．京都大学医学部附属病院運営企画室内規（最終改正令和５年４月１日）に次のよ

うに定めている。 

  （設置） 

第１条 この内規は、京都大学医学部附属病院規程（昭和４１年達示第１８号）第８

条第１２項の規定に基づき、病院運営企画室（以下「運営企画室」という。）に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（業務） 

第２条 運営企画室は、病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集

及び分析を行うとともに必要事項について企画立案し、病院長に提言する。 

  （略） 

 

２．外来医長・看護師長会議規程（最終改正平成２９年９月２６日）に次のように定

めている。 

第１条 病院に、外来医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、各診療科外来における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長

の諮問に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 各診療科外来における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 各診療科外来間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他各診療科外来に関すること。 

 （略） 

 

３．病棟医長・看護師長会議規程（最終改正平成２９年９月２６日）に次のように定

めている。 

 第１条 病院に、病棟医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、病棟における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長の諮問

に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 病棟における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 病棟間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他病棟に関すること。 

 （略） 

 

４．京都大学医学部附属病院危機管理会議内規（最終改正平成２９年２月２日）に次

のように定めている。構成員は、病院執行部である。 

（目的）  

第１条 京都大学医学部附属病院（以下「病院」という。）において発生した緊急か

つ重大な事案に迅速に対応するため、京都大学医学部附属病院危機管理会議（以下

「危機管理会議」という。）を置く。  

（業務等）  
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第２条 危機管理会議は、病院において発生した緊急かつ重大な医療事故、研究活動

における不適合事案、院内感染、集団食中毒、天災、人災等に迅速な対応を行う。

ただし、医療法に定める特定臨床研究活動及び再生医療等技術を用いる臨床研究活

動における不適合事案については、この限りでない。  

２ 前項における対応のうち、診療行為及び研究活動の継続又は中止の判断について

は、危機管理会議の議を踏まえて、病院長が行う。  

（組織）  

第３条 危機管理会議は、次の各号に掲げる者で組織する。  

(1) 病院長  

(2) 副病院長  

(3) 病院長補佐  

(4) その他病院長が必要と認める者  

（議長）  

第４条 病院長は、会議を招集しその議長となる。 

 （略） 

 

 

人事権限 

１．外来医長・副医長職務内規（最終改正平成１９年４月１日）に次のように定めて

いる。 

第二条 病院各診療科外来に、外来副医長一名を置くことができる。 

２ 外来副医長は、当該診療科の講師または助教から、当該診療科長の推せんによ 

り病院長が任命する。 

 

２．病棟医長・副医長職務内規（最終改正平成１９年４月１日）に次のように定めて

いる。 

第二条 病院各病棟に、病棟副医長一名を置くことができる。 

２ 病棟副医長は、当該部局の講師または助教から、当該部局長の推せんにより病 

院長が任命する。 

 

３．京都大学医学部附属病院医員等取扱要項（最終改正令和６年１月１日）に次のよ

うに定めている。 

 １．医員 

 第２ 医員の採用は、関係診療科又は部等の長（以下「診療科長等」という。）の意

見を参考に、病院長が選考のうえ、決定する。 

   （略） 

 ２．医員（研修医） 

 第７ 医員（研修医）の採用は、別に定める要件を満たした者の中から病院長が決定

する。 
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